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　冬間近にしては暖かなよく晴れた日の高い空の下。

　日差しを受けて水面が煌きらめくダビコン河に沿うようにして、フリードニア王国の長い軍列が東へと移動していた。先を急ぐことなく堂々と行進している。

　魔ま浪なみ。魔物たちが北の魔王領から大量に流れ込んでくる現象。

　そんな魔ま浪なみに襲われた東方諸国連合を救援するためにやってきた俺たちフリードニア王国の援軍は、つい先日、今回の魔ま浪なみの激戦地の一つであるラスタニア王国へと赴き、この国を襲った魔物の群れをラスタニア軍と協力して殲せん滅めつすることに成功した。

　いまはもう一つの激戦地であるチマ公国へと向かっているところだった。

　ラスタニア王国へは危機的状況に陥っているという報告があったため、飛竜ワイバーン騎兵と竜挺兵ドラトルーパーを先行させたりと速度重視で行軍を急がせたけど、チマ公国へは東方諸国連合の軍勢も揃そろっていてすぐに陥落するようなことはないだろうとのことなので、隊列が乱れないようにしっかりと通常の行軍ペースで進んでいた。

　そして表向きはこの軍勢を率いている俺（実際指揮するのはルドウィン）もまた、馬に乗ってこの軍列に加わっていた。要人用のしっかりとした馬車もあるのだけど、ずっと馬車の中にいても肩が凝るので、身体からだを動かす意味でも馬に乗っていたのだ。

「へぇ～、ソーマって馬に乗れたのね」

　手綱を握る俺の前にチョコンと座ったナデンがそんなことを言った。

　最近だと龍の姿のナデンに乗ることが多かったけど、それだと軍列と行軍スピードを合わせられないため、今回は馬に二人乗りをしていたのだ。

　馬術を褒められたのが照れくさくて、俺は頰を搔かいた。

「まあ指南役のオーエンに相当仕込まれたからな」

「ふ～ん、なんか新鮮だわ。普段は私がソーマを乗せているのに、いまはソーマが私を乗せてくれてるんだもん。これはこれでいいものね」

　ナデンはそう言うと俺に背中を預けてきた。ナデンの頭が近づき、黒い艶やかな髪から良い匂いがする。俺はナデンの二つの鹿角の間に自分のアゴをストンと乗せた。その状態でアゴを小刻みに動かすと、ナデンは「アアアアア……」と変な声を出した。

　そんなふうにナデンとじゃれ合っていると、後ろから馬が近づいてきた。

「なんだか楽しそうですね」

　そう言って馬を寄せてきたのは陸軍が主体のこの軍列の中で、ただ一人だけ海兵隊の軍服を着ている青髪の美女だった。我らが【第一の歌姫プリマ・ローレライ】ジュナさんだ。

「陛下とのんびり二人乗りなんてちょっと羨ましいです」

「あとで交代するわね」

「ふふ、お願いしますね。私が乗るなら後ろでしょうか」

　楽しそうに微笑ほほえむジュナさんに俺は苦笑しながら言った。

「エクセルと一緒に帰ったとばかり思ってたんですけどね」

　ラスタニア王国では大いに活躍してもらったエクセルだけど、ラスタニア王国後に王都パルナムに帰ることを渋った。それを見越したハクヤに頼まれて、彼女を迎えに来たのがエクセルの孫娘であるジュナさんだった。だからジュナさんもエクセルと一緒にパルナムに帰ったと思っていたのだけど、気づいたらそのまま俺たちに同行していた。

　ジュナさんはクスリと茶目っ気たっぷりに笑った。

「ロロアさんが王城に戻られましたから、私が残っていなくても大丈夫でしょう。ここからは私も陛下にお供いたします」

「俺としては心強いですけど……エクセルがむくれそうですね」

　自分は素直に帰国したのに～、とかいまごろ怒っているのではないだろうか。そんなことを考えていると、ジュナさんは〝とてもいい笑顔〟で言った。

「大おお母かか様さまにはいい薬です。いつも年とし甲が斐いもなくはしゃぐのですから」

「……俺には怖くて言えない台詞せりふですね。とくに年齢的な部分が」

「あはは、よくわかってるじゃないの」

　エクセルと同じく詳しい年齢不詳組であるナデンも笑っていた。

　そんなことを話していると、向こうのほうからアイーシャが馬でやってきた。

「陛下、ルドウィン殿からの連絡です。この近くの街から『魔物に囲まれ交戦中につき協力をお願いしたい』との要請が出ているとのことです」

「またか……」

　魔ま浪なみの影響は魔王領との境界線となっているダビコン河沿いに広く拡散している。端的に言えばそこら中で戦っているのだ。ラスタニア王国やチマ公国ほど危機的状況ではないにしても、自分たちだけでは魔物を退治しきれない場所も当然出てきてしまう。

　そういった場所からの救援依頼が引っ切りなしに来ていて、帝国の要請でこの国に援軍に来た立場の俺たちは、その都度対処しなくてはならなかった。

「数は？」

「百体前後。飛竜ワイバーン騎兵隊を派遣すれば即座に蹴散らせるとのことです」

「またハルたちに行ってもらうしかないか……わかった。許可すると伝えてくれ」

「はっ。了解しました」

　アイーシャが軍列の前のほうへと馬を駆けさせていった。援軍要請を受けたら飛竜ワイバーン騎兵隊や騎馬隊などの機動力の高い部隊を派遣し、討伐完了後にこの本隊に合流させてを繰り返している。このこともまた行軍速度をあまり上げられない原因になっていた。

「わかってはいたけど、魔物の駆除は地道な作業になるな」

「戦と違って主力を壊走させたら終わりということもありませんからね」

　ジュナさんの言葉に俺は「そうですね」と頷うなずいた。

「面倒だけど放置もできない。危険の芽はできるかぎり摘つまないと」

「ええ。そのとおりだと思います」

「ルビィが疲れたら私たちも行きましょう。雷を落として蹴散らすわ」

「ああ。頼りにしてる」

　そう言いながら見上げた空を飛竜ワイバーン騎兵の編隊が東へ飛んでいった。




　◇　◇　◇




　―――ソーマたちがチマ公国へと向かっていたころ。




　チマ公国の主都『ウェダン』周辺では今日も熾し烈れつな戦いが行われていた。

　今回の魔ま浪なみにおいてチマ公のとった戦略は、基本的にはラスタニア王国でユリウスがとったものと同じだった。守りにくい場所はすべて放棄し、主都のウェダンに戦力を集めて籠城するというものだ。ただ、チマ公にはラスタニア王国にはないものが二つある。堅けん牢ろうなる『ウェダン城』と、巧みな外交交渉で獲得した東方諸国連合の援軍だ。

　この二つを効果的に用いるために、チマ公は魔物の群れを敢あえてウェダン城近くにまで引きつけて、やってきた東方諸国連合の援軍と合力して迎え撃ったのだ。数万はいるであろう魔物の群れと東方諸国連合軍との攻防は一進一退が続いていた。

　今日も今日とて行われていたその戦闘を、戦場の外から見つめる目があった。

　戦場を見渡せる小高い丘に生えた木々の中で一際背の高い木の上に、黒い鎧よろいに身を包み、黒い虎のマスクを被かぶった偉丈夫が一人たたずんでいた。

　フリードニア国王直属の諜ちよう報ほう部隊『黒猫』のリーダー、カゲトラだ。

（ふむ……諸国連合軍はよく魔物を防いでいるようだ）

　カゲトラはマスクの中に隠された瞳を光らせながら戦場を観察していた。

　何万いるかも定かではない魔物たちを相手に、寄せ集めの連合軍にしては善戦しているようだ。しかし、カゲトラは腕組みをしながら不満そうにしていた。

（善戦はしている。だが各々の軍が勝手気ままに戦っているので効率が悪い。どこか一国の王を盟主とし、統率を図ればもっと味方の被害を抑えられるであろうに……）

　そう考えたカゲトラだったが、すぐに頭かぶりを振った。

（この諸国連合軍の成り立ちを考えれば土台無理な話であるか……）

　今回の諸国連合軍の発起人が誰かと言えば、諸国に援軍を求めたチマ公ということになるだろう。しかしチマ公国は小国であり、いくら優れた外交手腕を持っていようとも、この連合軍の盟主となって各国の軍を統制できるような力はない。

　かといって一番兵数の多い国をトップに据えようとしても、武功を立ててチマ家の兄弟姉妹を頂戴しようと意気込んでいる各国は反発することになる。

　そのために各国は少なくない被害を出しながら、功を競って勝手気ままに戦っているのだ。敵にも大損害を与えてはいるが味方の損害も大きくなる戦い方。このような戦い方をしていれば、当然崩れる場所も出てくるだろう……と思われた。

（しかし、そうはなっておらぬ……）

　カゲトラの予想とは裏腹に連合軍に崩れる場所はなかった。というのも、崩れそうになった場所には〝彼かの者たち〟が〝跳んでくる〟からだ。

　戦場によくよく目を凝らしてみれば、なにかがノミのようにピョンピョンと跳びはねているのが見えた。それも一つや二つではない。千以上のなにかが戦場を縦横無尽に文字通り跳び回っているのだ。その者たちが崩れそうな場所に到着すると、たちどころにそこの戦況は覆り、崩れそうになっていた軍は持ち直すのだ。

　見つめる先の戦場ではそんなことがもう何度も起こっている。

　カゲトラは不意に背後に人の気配を感じた。

「カゲトラ様」

　そう声を掛けながらカゲトラの背後にある枝に飛び乗ってきたのは、黒猫部隊の一人である忍び装束の黒覆面だった。

「彼の者たちの素性が判明いたしました」

「……聞こう」

　カゲトラは配下の黒猫部隊に命じてあの戦場を跳び回っている者たちについて探らせていたのだ。黒猫部隊の隊員は調べてきたことについて報告した。

「戦場を飛び回るあの者たちは、この国より東にある草原の遊牧国家『マルムキタン』の跳躍騎兵とのことです」

「マルムキタン……聞かぬ名だ」

「なにぶん建国されたのが東方諸国連合成立直前ですので、人の口に上る機会がなかったのでしょう」

　そして隊員は草原国家『マルムキタン』が成立するまでについて語り出した。







　東方諸国連合所属の草原国家『マルムキタン』。

　もともとマルムキタンのある草原地帯は、遊牧をして暮らす少数部族が乱立している地域だった。東方諸国連合が成立する前のこの地域では部族同士がときに争い、ときに婚姻によって血縁関係を結びながら、滅亡と統合を繰り返していたそうだ。

　相手の部族を滅ぼすときにも完全には滅ぼさず、勢力が縮小したところで自分たちの部族に取り込むなどして、草原の人口が減少しすぎないように維持していたそうだ。

　諸部族は頻繁に争っていたのだが、『草原の民』としての同胞意識は強いらしく、草原の外側から侵入してくる国があれば諸部族は団結して外敵の排除に当たっていた。

　その一方で草原の外縁部に暮らす部族たちは外の国々とも交易しており、人材を招いたり、奴隷などを売買したりすることで外の血を入れて、血が濃くなりすぎないようにしており、草原の伝統や格式を重んじる閉鎖的な思想と、外の世界での事物を吸収しようとする開放的な思想とが入り交じる地域でもあった。

　この地域で暮らす人々の種族はバラバラで、人間族・ドワーフ族・獣人族などがいるのだが、前述の通り部族の統廃合が多かったため、人間族と獣人族の混血種族の割合がもっとも多かった。多く見られるのは見た目は人間族だが獣耳や尻尾があったり、背中に小さな鳥の羽が生えたりしている者たちだ。後者は天使のような姿を想像するかも知れないが、色は黒や茶色に寄っているので烏からす天てん狗ぐのほうが近い見た目をしていた。

　そんな草原の諸部族たちだが、大陸の北に魔王領が出現し、そこから南下してくる魔物たちによって北の国々が滅ぼされたのを見ると危機感を募らせた。

　かつて無いほど強大な外敵である魔王領の存在が、草原の諸部族の間にかつてないほどに『一つになるべし』という気運を生み出した。そして今回のような魔ま浪なみを経験したとき、その気運は一気に高まり、草原の諸部族の中でもっとも強力な部族とされていた部族名『ハーン』を中心として、草原統一へと動き出した。

　当時のハーンの首長の名はライガ・ハーン。ライガは賛同する多くの部族と共に、統合を拒む敵対部族を殲せん滅めつして草原国家『マルムキタン』を建国した。

　しかし、魔王領の脅威に備えるにはマルムキタンだけでは不可能だった。

　マルムキタンは中小国家群が魔王領の脅威に備えるために結成した東方諸国連合に加盟し、東方諸国連合内の中規模国家となった。

　こうして草原の覇者となったライガだったが、そこで運が尽きたのだろうか。

　四年前の冬に急死することになる。享年四十歳。病死とも毒殺とも言われており、とくに何者かによる毒殺であるという風聞が広がっていた。草原を統一するために滅ぼした敵対部族の残党の犯行、あるいは覇者となったライガに嫉妬した他の部族長による謀殺など様々な憶測が流れたが、真相は明らかにはならなかった。ライガは草原の多くの人々に愛されていたが、同時に多くの者たちの恨みを買っていたからだ。

　ライガの跡は当時二十二歳であった彼の子息が継いだ。







　黒猫隊員が語る『マルムキタン』の建国記をカゲトラは黙って聞いていた。

　一通りの話を聞き終えたあとで黒猫隊員に尋ねた。

「『マルムキタン』という国についてはわかった。先ほど話に出た『跳躍騎兵』というものはなんなのだ？」

「跳躍騎兵とはマルムキタンが保有する強力な騎兵隊のことです。なんでも馬ではない、山や羊ぎのような、牛のような生き物……『テムズボック』という巨大な角を持つ騎獣に乗って戦うのだとか。このテムズボックはマルムキタンで飼育されていて、高い城壁も三蹴りで駆け上がれるほどの跳躍力を持っているそうです」

「ふむ……そのテムズボックとやらがあの戦場を跳ね回っているモノの正体であるか」

　カゲトラは感心したように唸うなった。

「騎兵でありながら、飛竜ワイバーン騎兵のように戦場の宙を駆け回る……その神出鬼没な戦い振りは敵を大いに混乱させるであろうな。対策の難しい兵科であると見た」

「はっ。実際にかつて草原に攻め入った国々は、数の上で圧倒的に優位であったにもかかわらず、この跳躍騎兵によって散々に打ち破られたという話です」

　さもありなん……と、カゲトラは思った。実際に戦場を縦横無尽に駆け回り、魔物たちを血祭りに上げている跳躍騎兵の姿を見れば納得できるというものだ。

（これは油断ならぬ国であることを御お館やかた様さまにご報告せねばなるまい……）

　そう判断したカゲトラは黒猫隊員に尋ねた。

「して、その跡を継いだという子息の名はなんと……っ！」

　不意にカゲトラはソーマから拝領した太刀を抜いた。いきなり抜刀したカゲトラに驚く黒猫隊員を尻目に、カゲトラはその太刀を一いつ閃せんした。すると、

　ヒュンッ　スパッ！

　その太刀が突如飛来してきた一本の矢を切り落とした。

「なっ!?　どこから!?」

　二つに分かたれて落ちる矢を見てすわ襲撃かと色めき立った黒猫隊員だったが、周囲を見渡しても敵の姿はなく、何者かが潜んでいるような気配も感じられなかった。動揺する黒猫隊員とは対照的に、カゲトラは「ふう」と息を吐くと納刀した。

　そして戦場のほうを見つめながら感嘆の溜ため息いきを吐ついた。

「あそこからここまで届かせるか……」

「あそこからって、まさか!?」

　黒猫隊員はカゲトラの視線の先を見て目を見開いた。カゲトラが見ていたのは遥はるか遠くにある戦場だ。数キロは離れているであろう自分たちの存在に気付き、魔法で飛距離を伸ばしていたとしても、ここまで矢を届かせる存在が戦場にいるというのだろうか。

　そんな者がいるとすれば、それは魔物以上の化け物だ。

「それで、子息の名前はなんというのだ？」

　カゲトラに尋ねられて、我に返った黒猫隊員は慌てて答えた。

「そ、その子息の名は、フウガ・ハーン。類たぐい希まれなる体たい軀くと、草原最強と謳うたわれる膂りよ力りよくを持ち、湾曲した刃の付いた長柄の武器を振るう若き豪傑と聞いております。またこのフウガの騎獣はテムズボックではなく天駆ける虎だとか」

「天駆ける虎……そうか……」

　黒猫隊員の話を聞き、カゲトラは厳しい目を戦場に向けた。

（であれば、あれがそうなのであろうな……）







　人と魔物が死闘を繰り広げているウェダン近くの戦場。

　怒号と雄お叫たけびと衝突音が鳴りやまないこの戦場の真っ只ただ中なかで、二十代半ばほどの青年が一般人では引くことすらできなそうな大弓を構えて佇たたずんでいた。

　百九十センチはあろうかという長身で、日焼けした四肢には逞たくましくハリがある筋肉がついていた。青みがかった黒（紺）の短め髪で、顔立ちは勇壮だった。赤い革の服の上に銀色の鎧を纏まとい、銀色の鉢ばち兜かぶとを被ったその青年の背中には小さな白黒の翼が生えている。

　彼自身も目を引くが、彼が乗っている騎獣もまた人の目を引いた。

　人が見上げるほどに巨大な白い虎だったからだ。

　主人が弓を引いている間、その虎は寄ってくる魔物たちを前足でペシペシとはじき飛ばしていた。まるで猫が前足でボールを転がすような仕草だが、そのはじき飛ばされている魔物は人よりも大きなサイズだというのだから怖おそろしい。

　そんな周囲の者たちとはあまりにも格が違いすぎる一人と一頭のもとに、一騎のテムズボックに跨またがった若き武将が近寄ってきた。

「どうしたのですか、フウガ様。いきなり変な方に矢を射たようですが？」

「ん？　シュウキンか」

　この虎に跨った偉丈夫こそ、草原の遊牧国家『マルムキタン』の若き王であり、勇壮なるテムズボック騎兵を率いるフウガ・ハーンであった。

　テムズボックを寄せてきたのは、フウガの腹心であり同い年の友でもある勇将シュウキンだった。見上げるほどに巨大な虎の上からシュウキンを見下ろしたフウガは、不敵な笑みを浮かべて見せた。

「いやなに。あそこの丘からなにかに見られてるような気がしたから、試しに矢を射込んでみたのさ」

「射込んだって……民間人や味方だったらどうするのです!?」

　信じられないと驚くシュウキンにフウガは豪快に笑い飛ばした。

「はっはっは！　こんな戦場の近くに民間人がいるわけないだろ。それにあの丘には部隊や物見だって配置されてなかったはずだ」

「それはそうですが……」

　納得し切っていない様子のシュウキンに、フウガが苦笑しながら言った。

「まあ、あんなところにいるとしたら他国の間者ぐらいだろうさ。そんなことよりもだ、シュウキン。北東側の軍が押されているみたいだ。パパッと行って、ちゃちゃっと片付けてくるとしよう。行くぞ、ドゥルガ！」

「あっ、フウガ様！」

　言うが早いか、フウガは愛馬ならぬ愛虎の飛虎ドゥルガで空を駆け出していた。慌てたシュウキンは配下の者たちに慌てて命令した。

「王のみを行かせるな！　我らも続くのだ！」

　こうしてマルムキタンのテムズボック騎兵たちは、フウガとドゥルガに振り回される形で戦場を跳び回るのだった。
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『見て、ソーマ。あそこだけ土煙が立ってる』

「ああ、本当だな」

　龍の姿のナデンに言われ前方を見ると、たしかに山の麓のあたりに広がる荒野に土煙が立っていた。おそらく戦せん塵じんというものだろう。無数の人や魔物が地面を踏み荒らすことで砂が舞い上がっているのだ。ということはあの山にウェダン城があるのか。

　カゲトラからの報告によれば、ウェダンに攻め寄せている魔物は無数……とにかく沢山とのことだった。というのも、大小種族もバラバラな魔物たちが大挙して攻め寄せているために正確な数は到底数えられる状況ではないらしい。

　その群れの広がり具合（上から見た際の面積）は、人類側の軍勢で言えば六万人分の規模らしい。これをチマ公が有能だという六人の子女たちを餌にすることで、集めに集めた三万ほどの東方諸国連合軍が防いでいるのが現状のようだ。数では魔物のほうが圧倒的に多いものの、諸国連合軍は陣を敷いて防御に徹しているので、攻勢には出られないものの上う手まく防いでいる。魔物は力攻めしかしてこないので防衛はしやすいらしい。

　そして俺たちフリードニア王国軍の援軍は五万。諸国連合軍三万とで挟撃すれば戦略も戦術もない魔物の群れを一気に撃滅できるだろうというのが、報告を送ってきたカゲトラの見立てだった。肝心なのは挟撃を仕掛けるタイミングだ。

　一気に勝負を決めるためには諸国連合軍と息を合わせる必要がある。

　だからこそ、その打ち合わせのために俺はナデンに乗り、ルビィに乗ったハルが先導する飛竜ワイバーン騎兵隊に護まもられながらチマ公国の主都ウェダンへと向かっているわけだ。

　今回のウェダンはいまのところ陥落する心配もないとのことなので、ラスタニア王国の首都ラスタで行ったような竜挺兵ドラトルーパーによる上空からの強襲は行わず、俺たちはこのままウェダン城内に降りる。そのための手はず（対空連れん弩ど砲ほうの一時解除など）は先行している黒猫部隊が繫つなぎを付けることになっている。

「ＣＱ、ＣＱ。カエデはいるか？」

　俺はナデンの下のゴンドラから伸びている伝声管に向かって呼びかけた。

『はいはい、いますです。しーきゅーってなんですか？』

　呼びかけるとすぐにカエデが出た。

　ナデンは腹の下にゴンドラを抱えていて、中にはアイーシャ、ジュナさん、トモエちゃん、その護衛のイヌガミ、カエデ、そして今回も無理矢理くっついてきたクーとレポリナのトルギス主従コンビがいた。

「ああ……気にしないでくれ。それでカエデ。前方で土煙が上がってるんだけど、あそこがチマ公国の戦場ということでいいのか？」

『えーっと……はいなのです。いま地図で確認したのですが、前方に見える山の中腹にチマ公の居城であるウェダン城があるようです』

「そうか……わかった。ありがとう」

　伝声管を閉じて目を凝らしてみると、西の方に小さな山とその中腹あたりに開かれた都市の姿が見えた。城の見た目はカストールの居城であった紅こう竜りゆう城じよう邑ゆうに似ている。地形を活いかした縄張りがされていて、大軍で囲んでも簡単には落ちないだろう要害だった。

『ソーマっ！』

　すると急にナデンが念話でそう叫んだ。

『気をつけて！　なにかが凄すごい勢いで近づいてきているわ！』

「なにかって、こんな高度にか？」

　俺たちは魔物に襲撃されないよう、空を飛べる魔物たちも届かないような高度を飛んできたはずだ。そんなことを考えていると、ハルが赤竜ルビィの巨体を寄せてきた。

「ソーマ。ルビィがなんか感じ取っているみたいだ」

『下からなにか強烈な気配を感じます』

「ああ、ナデンもそう言っている。警戒した方がいいだろう。ハル」

「わかった。……全体、止まれええええ！」

　ハルの大音声での号令を聞き、俺とナデン、ハルとルビィ、そして飛竜ワイバーン騎士たちは進軍を止めその場で滞空しだした。よくわからない力で浮いているナデンとは違い、ルビィや飛竜ワイバーンたちは翼で揚力を得ているため、滞空するためには翼をバサバサと羽ばたかせなくてはならない。疲労も溜たまっていくためそう長い時間は滞空できないそうだ。

『来るわ』

　下を見ると、なにかがこちらに向かって〝駆け上って〟来るのが見えた。

　あっという間に近づいてきたのは巨大な白い虎だった。

「って、なんかデカくないか!?」

　まだ距離があるはずなのにハッキリと姿を目視できるので、最初は自分の遠近感がおかしくなったのかと思って我が目を疑った。しかし、近づいてくるにつれて自分の知っている虎のサイズとはかけ離れた大きさをしていることがわかった。

　トルギス共和国で見たヌーマス（巨大なマンモスに似た生物）ぐらいデカいかもしれない。よく見ると前脚と後ろ脚のフサフサとした毛にバチバチと電流火花を纏っている。その脚で宙を蹴っているのだから、そういう生物なのだと納得するしかなかった。

『なんで虎が翼もないのに空を飛んでるの!?』

『ナデンがそれを言うの!?』

　思わず呟つぶやいたナデンの言葉に、ルビィが呆あきれたように言った。まあ翼なしで空を泳げるナデンもいるんだから、空を駆けられる虎がいてもおかしくはない……のかな？

　すると白虎の上に誰かが乗っていることに気付いた。

　その人物は赤い革の服の上に銀色に輝く鎧よろいを身につけ、頭には額部分に宝石の付いた鉢状の兜を被かぶった、逞しい体格の男だった。人間族ではないのだろう。背中には白くて先っぽが黒い鶴のような小さな翼が生えていた。三国志演義に出てくる青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうのような武器を手にし、腰には金の装飾が施された大弓を下げていた。

（なんだ、この威圧感は……）

　逞しい体軀、操る騎獣、そして扱う武器など、そのすべてがこの男が只ただ者ものではないということを物語っているようだ。するとハルが武器を構えながら言った。

「気を付けろ、ソーマ。なんか尋常じゃない気配を感じるぞ」

「……わかった」

　武術指南役オーエン曰いわく「武術はまだまだ兵卒に毛が生えたレベル」という俺でさえピリピリとした空気を感じるのだから、ハルなどはさらに緊張していることだろう。

『えっ？』

「どうしたナデ、うわっ!?」

　ナデンが驚いたような声を出すのと同時に、急に俺の目の前が赤いなにかによって塞がれた。驚いて身体からだを仰のけ反ぞらせたけど、よく見たらアイーシャの赤い腰布だった。どうやらアイーシャは下のゴンドラから抜け出して、ここまでよじ登ってきたようだ。

「って、危ない！」

　俺は慌てて膝立ちになると、アイーシャの腰を抱きしめた。

「命綱なしに登ってくるなんて無茶が過ぎるぞ」

「……そうも言ってられないんです、陛下。あの男は危険です」

　アイーシャはその男から目を逸そらさなかった。

　うちの国ではずば抜けた武力を持つアイーシャがここまで警戒する相手なのか。

　ジュナさんが自分では相手になりそうもないと言っていた帝国の妹将軍ジャンヌと相あい見まみえたときでさえ、ここまでの警戒はしなかったように記憶している。

　ともかく、俺は自分のベルトとアイーシャのベルトを縄の付いた金具で固定した。とりあえずこれで足を踏み外したとしても安全だろう。ホッとしている暇もなく、白虎に乗った男は得物をこちらに向かって突き付けながら大音声で呼びかけてきた。

「問う！　お前たちは何用があってこの地に参った！」

　思ったよりも若々しいハリがある声だった。その出いで立たちから歴戦の武将だと思っていたけど、兜から覗のぞく顔を見るとどうやら二十代半ばほどの青年のようだ。

「我が名はフウガ・ハーン！　マルムキタンの王だ！」

　フウガと名乗った男はたった一騎で、龍と竜ドラゴン、さらに百騎はいる飛竜ワイバーン騎兵隊の前に立ちながら臆することなくそう問いかけてきた。実に堂々としていて凄すさまじい胆力の持ち主であることがわかる。……アイーシャが警戒するわけだ。

「我らマルムキタンはチマ公の援軍要請を受けてウェダンの救援に参った。飛竜ワイバーンに竜ドラゴン、それに見慣れぬ騎獣も連れているところを見るに、東方諸国連合に所属する国のものではあるまい。重ねて問う！　なにをしにこの戦場へと参ったのか！」

　俺は伝声管に向かって問いかけた。

「カエデ。マルムキタンについて教えてくれ」

『東方諸国連合内にある中規模国家の名前ですね。草原の遊牧国家だそうです』

「それじゃあ、あの男は一国の王なんだな？」

『王と名乗っているのですから、そういうことになるのでしょうね……』

　だとすれば、俺とあの男の立場は対等ということになる。

　俺はフウガに聞こえるように声を張り上げた。

「フウガ殿！　我らは南のフリードニア王国のものだ！　グラン・ケイオス帝国からの要請により、魔ま浪なみの被害を受けているというチマ公国を救援するために来た！」

「援軍？……なんだ味方なのか」

　俺の言葉を聞いたフウガは、なぜかガッカリしたように肩を落とした。

　そして偃月刀を肩に担ぎなおすとゆっくりとこちらに近づいてきた。お互いの顔が確認できるくらい近くに来て、フウガが眼光の鋭いハンサム顔だというのがわかった。

「味方か、って……なぜ残念そうに言う？」

　俺が訝いぶかしみながら尋ねると、フウガは苦笑しながら答えた。

「ここのところ雑魚ばっか相手にしていてつまらなかったんでな。せっかく歯ごたえのありそうなヤツがいると思って期待したんだが……味方じゃやり合えないだろ？」

　そう言いながらフウガはアイーシャやハルのことを見ていた。フウガに見られている二人も警戒心が滲にじみ出ているような顔でフウガのことを睨にらんでいる。

　一方で黒龍のナデンと赤竜のルビィは、フウガの乗っている天駆ける白虎と睨み合っていた。お互いにグルルと犬歯を剝むき出しにしながら威嚇し合っている。まるで宿敵と対たい峙じしているかのような雰囲気だ。龍（竜ドラゴン）と虎って仲が悪いイメージがあるし。

「「「　………　」」」

　空気が重い。名乗りあったのにこの場の緊張は解けていなかった。

　すると、ただ一人この空気を気にしてなさそうなフウガは俺のほうを見た。

「で、この軍のトップは黒いのに乗っているアンタでいいのかい？」

「申し遅れたフウガ殿。私はフリードニア王国の暫定国王ソーマ・カズヤだ」

　俺がそう名乗るとフウガは目をパチクリとさせた。

「王様だったのか。俺もちゃんとした言葉遣いをするべきか？」

「国王であるなら立場は対等でしょう。好きにすればいいのでは？」

「ははっ、そいつは助かるね。なにぶん、堅っ苦しいのは苦手な性分なんでな。そっちも普通に話してくれよ。俺のことは敬称ナシで呼んでくれ」

「……わかった、フウガ」

　こういう立場を気にせず、ざっくばらんに話せるところはクーに似ている。

　しかしクーの場合はその非礼さは持ち前の愛あい嬌きようで補っていたけど、この男の場合は愛嬌などなくとも、そんな態度を自然だと思わせる力があった。強い自負を自分どころか相手にさえも納得させてしまう天性のカリスマ性……とでも言うべきものが。

　そんなことを考えていると、フウガがジーッと俺の顔を見ていた。

「……俺の顔になにかついてるか？」

「ん？　いやなに。お前さんからは見た目は優男っぽいが、それだけじゃない気もするんだよなぁ。なんというかお前さんという全体像が見えねぇっていうのかねぇ」

　全体像？　よくわからないけど俺はそんな大した人間じゃないと思う。少なくとも自分一人だったら目の前の偉丈夫の前には絶対に立ちたくないしな。

　フウガはなにかを考えるように腕組みをしながら自分のアゴを撫なでた。

「俺は生まれてこのかた誰かを怖いと思ったことはないんだが、そんな俺の直感がお前さんには〝ちょっかい〟を出さないほうがいいって言ってるんだ。下手に手を出すと泥沼ん中に引きずり込まれそうな、そんな感じがする」

「……買い被りだ。自分で言うのもなんだけど、俺は弱いよ」

「だが、南の大国で王様やってんだろ？」

「仲間に支えられてなんとかやっているだけだ」

「その仲間たちだって、弱いって言っているお前のもとに集まっているんだろう？　どうも俺とは違う〝枠組み〟の中にいるような気がするんだよなぁ」

　そんな風に言葉を交わす俺とフウガ。

　なんてことない会話のはずなのに、俺はずっと背筋に寒いものを感じていた。まるで真剣で斬り結ぶ間合いを計っているような気分だ。フウガは俺が警戒するべき相手かどうか探ろうとしている。逆に俺はそんなフウガに警戒されないようにしようと努めていた。他国との交渉のときにでもここまでのプレッシャーは感じたことがなかった。

「ソー……陛下」

　するとそんな空気を破るようにハルが声を掛けてきた。

「ルビィやナデンはまだまだ大丈夫だろうが、飛竜ワイバーンたちはそろそろ限界みたいだ」

　どうやら飛竜ワイバーンたちに疲労が溜まってきているらしい。滞空するためにはずっと羽ばたかないといけないからな。立ち止まっての話が長すぎたようだ。

「フウガ。フリードニア王国軍五万がこっちに援軍として向かってきている。チマ公と打ち合わせをしたいので案内してはもらえないだろうか」

　俺がフウガに呼びかけると、フウガは豪快に笑った。

「おお！　そんだけ援軍が来るんなら魔物たちを一気に殲せん滅めつできそうだ。俺とドゥルガで先導するから付いてきてくれ」

　ドゥルガというのはあの白虎の名前だろうか。

　フウガとドゥルガは踵きびすを返すと、俺たちを先導して空を駆け出した。俺たちもそのあとに続いて飛んでいく。フウガを警戒してかアイーシャはゴンドラの中には戻らず、俺に抱きかかえられた状態でナデンの背に乗っていた。

　俺はそんなアイーシャに小声で話しかけた。

（「あの男の強さはどんなものなんだ？」）

（「おそらく私よりも上です。あんな男が東方諸国連合にいたとは……」）

　アイーシャの言葉に俺は自分の耳を疑った。

　星せい竜りゆう連峰に行ったときにはハル、カエデ、カルラをドン引きさせるほど強いアイーシャが自分より強いと言う相手。そんな存在がいたということが驚きだった。

　絶句しているとアイーシャがふうと溜ため息いきを吐ついた。

（「いま、あの男と戦うことになったら危なかったでしょうね。あの男だけならば私とハルバート殿の二人がかりでならば抑えることもできたでしょうが、あの虎と息の合った動きをされると厳しかったでしょう。ハルバート殿にはルビィ殿がいますが、契約していない私とナデン殿ではそこまで息の合った動きはできませんから……」）

『あの虎も、なんだか凄すごく嫌な感じがするわ……』

　ナデンも念話でそう言った。二人の警戒心を露あらわにした言葉に、俺は自分の頰を叩たたくと気を引き締め直した。そして彼の名前を頭に刻み込む。




　―――フウガ・ハーン。警戒する必要がありそうだ。
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　天あま翔かける白虎に乗ったフウガに先導されながらウェダン城へと向かう。

　高度が下がってくると空を飛ぶ魔物が散発的に襲いかかってくるようになった。しかしこちらにはナデンもルビィも飛竜ワイバーン騎兵隊もいる。魔物たちは近づいてきた傍そばから電撃を浴びたり、炎に焼かれたりしてバラバラと落下していった。アイーシャがゴンドラに戻らず近くにいてくれる安心感もあって、なんとかとり乱さずにすんだ。

　俺はアイーシャの腰を抱きかかえながらフウガのことを見ていた。

　フウガのところにも魔物は寄ってきていたのだけど、フウガは魔物など眼中にないかのように得物を構えようともしなかった。寄ってきた魔物はすべてドゥルガの前足の一撃だけで倒されていたので戦う必要がなかったのだ。ドゥルガの力を信用しているというのもあるけど、この戦場でくつろぐなんて凄まじい胆力の持ち主と言えるだろう。

「あの、陛下。少し強く抱きつきすぎでは？」

「ああ、悪い」

　どうやらアイーシャの腰に回した腕に力が入ってしまっていたようだ。するとハルがルビィの身体を寄せながら声を掛けてきた。

「ソーマ、なんか顔が怖いぞ？」

　ハルにそう言われてはじめて、俺は自分の表情が強こわ張ばっていることに気がついた。気合いを入れ直す意味もこめて、俺は自分の頰をペチペチと叩いた。

「……すまない。フウガを見てるとどうにも胸がざわつくんだ」

「なにか気になることでもあるのか？」

「それが俺にもよくわからないんだ……」

　不安？　恐こわさ？　緊張感？　あの男の背中を見ていると、得も言われぬ感情が胸にこみ上げてくる。ガイウス八世に襲撃されたときのストレートな怖さとも違う。なんだか得体の知れないものにジワジワと這はい寄られているような、奇妙な感覚だ。

　そんな俺の顔を見て、ハルは短たん槍そうを持った腕をグルグルと回した。

「そう心配する必要もないだろ。マルムキタンの王って言ったって、東方諸国連合内の一国の王でしかないんだ。たしかにあの男は強ぇし、ソーマが警戒するのもわからないでもないけどさ。だからって王国に喧けん嘩かを売って一人で勝てるほどじゃない」

「ハル……」

「ソーマには俺にルビィ、カエデ、アイーシャ嬢、ナデン嬢、そして五万もの軍勢がついているんだ。だからお前はドンと構えてりゃいいんだ」

　気を遣ってくれたのか、ハルは任せろといった様子で胸をドンと叩いた。

　たしかに、たとえ最強の武勇を持った相手だとしても、一個人に俺たちをどうこうできるとは思わない。フウガが一騎当千の猛者だとしても、王国には千の百倍以上の兵士たちがいるのだ。強いだけのヤツならばやりようはいくらでもある。

　だけど……あの男からはどうもそれだけじゃないなにかを感じる。小国の王と侮っていたらとてつもないしっぺ返しを食らいそうな予感がするのだ。

　すると、そんなハルの言葉を聞いていたアイーシャとナデンも、

「陛下は私たちが身命を賭してお守りします」

『ま、あの虎よりは私のほうが強いと思うしね』

　と、そう請け合ってくれた。……そうだな。不安はあるけど、みんなが任せろって言ってくれたことで、少しだけ気が軽くなったような気がした。

「ありがとうアイーシャ、ナデン。ハルもすまない」

「任せとけって。だけどまぁ意外だよな」

「意外？」

「ああ。ソーマってああいうぶっ飛んだ才能を持っているヤツ好きだろ？　いつもなら配下に欲しいって思うんじゃないかと思ったのさ」

　不思議そうに言うハルに、俺は苦笑気味に首を横に振った。

「俺が欲しいのは歩調を合わせて一緒に進んでくれそうな人材だ。俺一人のできることなんて高が知れてるからな。多くの優れた人材に支えてほしいと思ってる。だけど……あの男は誰かの下に付いたり、誰かと歩調を合わせたりするようなヤツじゃないだろ？」

　俺はそこまで勘が良いほうじゃない。アイーシャたちのように、相手を見ただけでどれだけの強さかがわかるようなセンスも持ち合わせていない。

　だけど、そんな俺でもフウガの顔を見るなり感じたんだ。この男は〝やばい〟って。感情とか経験とかではなく、本能みたいなものが警鐘を鳴らしたんだ。

「あの男に対して思いこみは厳禁だ。従えてると思っていたら、いつの間にか従わされている。利用しようとすれば利用され、共に歩んでいると思っていたら引き摺ずられている。そんな気がする。上う手まく言えないんだけど、多分、相性が悪いんだろうな」

「相性ねぇ……」

　まあフウガのほうも似たようなことを感じていたようだったけどな。

　俺を見て「泥沼に引きずり込まれる」「違う枠組みの中にいる」みたいなことを言っていたし。それでも俺とは違って気にした素振りが見えないのは、フウガの生来の強さゆえだろう。同じものを感じていたとしても、俺は弱いから危機感を強く抱き、フウガは強いから気にも留めなかったのではないだろうか。

　すると、先行していたフウガが振り返り、こちらへとＵターンしてきた。

　俺たちも一旦その場で停止すると、フウガは下を指差した。

「ソーマ。戦場の様子を見ていたんだが西側の守備陣が崩れそうだ。ちょっと応援に行ってくるから、先導はここまでにさせてもらっていいか？」

「わかった。ウェダン城はもうすぐそこだし、こちらからも人員を出そうか？」

　俺がそう申し出ると、フウガは肩に偃えん月げつ刀とうを担ぎながら豪快に笑った。

「そいつぁ助かる。すぐに片付きそうだ」

「ハルバート。飛竜ワイバーン騎兵隊の半数を率いてフウガ殿に合力してくれ」

「了解っ」

「俺は先に行ってるぜ」

　言うが早いかフウガはドゥルガの背を叩き、眼下の戦場へと急降下していった。

「それじゃあ俺たちも……」

「待て、ハル」

　フウガのあとを追おうとするハルの背中に、一抹の不安を感じた。

　俺はハルにこっち来いと手招きすると、ナデンの尻尾でルビィの身体からだをグッと引き寄せてもらって固定した。距離が近づき訝いぶかしげな顔しているハルに言った。

「ハル、もしもフウガに引き摺られそうになったら、カエデとルビィの顔を思い出せ」

「はあ？　それ、呼び止めてまで言うことなのか？」

　訝しそうな顔をするハルに俺はしっかりと頷うなずいた。

「大事なことだ。お前とフウガはどこか似ている気がする。人は自分と似ている存在が近くにいれば意識し、共感するか、あるいは反発する。引き摺られるってことだ」

「？　よくわからねぇけど……真面目な話なんだな？」

　そう尋ねるハルに、俺は本気さを伝えたくて真面目な顔で頷いた。

「……わかった。心に留めておく」

「ああ。ルビィも、ハルのことをよく見ておいてくれ」

『合点承知』

『それ、私の台詞せりふ！』

　ムキーッと憤慨するナデンにクスリと笑いながら、ハルとルビィは五十騎ほどの飛竜ワイバーン騎兵隊を引き連れて、フウガのあとを追っていった。




　◇　◇　◇




「下は……派手にやってるみたいだな」

　ハルバートたちがフウガのあとを追って地表へ向けて降下すると、多種多様な魔物たちの攻勢をなんとか防いでいる東方諸国連合軍の姿があった。

　東方諸国連合の兵士たちは柵や逆さか茂も木ぎ（尖とがった木の杭くいや枝を外側に向けて並べた物）などに囲まれた野戦用の陣地に籠もり、その後ろから弓矢や魔法で遠距離攻撃を行っているようだ。戦略や戦術もなく、自分たちの被害などお構いなしに遮二無二突っ込んでくる魔物たち相手にはそれが有効な戦法なのだろう。

　ただ魔物の勢いは凄すさまじく中には柵を崩されるところもあった。

　そういったところには盾持ち兵が密集して素早く塞ぎ、遠距離攻撃部隊が牽けん制せいしている間に柵を再構築しているようだ。そしてまた柵の後ろから遠距離攻撃が行われて、敵が混乱したところで騎兵などの機動力の高い兵士たちが出て行き、討ち漏らしを倒してからサッと引き上げる……といったことを繰り返しているようだ。様々な国の軍で構成された連合軍だが、採る戦法が同じおかげでそこそこ連携がとれていた。

「連合軍もなかなかやる……ん？」

　ハルバートが思わず感心していると、不意に戦場からざわめきが聞こえてきた。

　声のする方を見れば、西側の守備陣になにかが近づいているのが見えた。

「あれは……ライノサウルスか？」

『ライノサウルスってあんな醜悪な見た目をしてたっけ？』

　その巨大な生物は王国で大型貨物の運搬に使われているライノサウルスに似ていた。

　しかしルビィが言ったように、そのライノサウルスは王国のものとはかけ離れた見た目をしていた。上顎の上に生えている角は変形し、身体は腐ったように弛たるみ、ところどころ内側の肉が露出していることから、ゾンビライノサウルスと呼ばれるものなのかもしれない。

　そんなゾンビライノサウルスが数体、西側の陣へと向かっていたのだ。

　ざわめきはそれに怯おびえた兵士たちの叫びだった。

「まずいな。生きてるのか死んでるのかよくわからない見た目だけど、あんな巨体が突っ込んできたら陣地なんて軽く突破されるぞ。城壁だって危ない」

『そうね。止めないと』

　ハルバートが率いてきた飛竜ワイバーン騎兵隊に「迎撃するぞ」と言おうとしたそのとき、先行していたフウガが偃月刀を構えるのが見えた。するとフウガは白虎ドゥルガの腹を鐙あぶみで小突くと、そのゾンビライノサウルスの方へと突っ込んでいった。

「あっ、おい！　くそっ……俺たちも行くぞ！」

　ハルバートたちも慌ててそのあとを追った。一方、フウガはというと、

「はっはっは！　仕留めがいのある獲物だな！」

　嬉き々きとしながらドゥルガを走らせた。ちょうど西側の陣にゾンビライノサウルスが突貫し、逆茂木ごど柵を吹っ飛ばしたときに、その真上に駆けつけた。

「南の王国のヤツらも見てるんだ。いっちょ派手にぶちかまそうか！」

　そう言って構えたフウガの偃月刀がバリバリと雷光を帯び出した。

　フウガはドゥルガを駆って、陣地を蹂じゆう躙りんしかけていた一頭のゾンビライノサウルスの背中に降り立つと、その偃月刀をその背目掛けて振り下ろした。

　ズダンッ!!

　空気を裂くような音が鳴り、一本の太い雷がゾンビライノサウルスを貫いた。

　小山のように大きなゾンビライノサウルスの背中に、直径六メートルくらいはありそうな焼け焦げた大穴が開いていた。生きているか死んでいるかわからない見た目のゾンビライノサウルスだが、身体に大穴を開けられれば絶命したようで、急に命を刈り取られたことで慣性のままにズザザザザと地面を滑るようにして地に伏した。

　そのフウガの一撃には味方さえも驚きよう愕がくした。

　雷の光を間近で見ることになった守備陣の兵たちは声を失い、やがて我に返ると難敵が倒されたという事実に驚喜し、歓声を上げた。

　驚いているのはハルバートたちも同じだった。

『人間なのにナデン並みの電撃を放つなんて……』

「あれは雷だけの力じゃねぇな。フウガ自身の武力も加わってあの威力なんだろう。……どっちにしても人間技じゃねぇのは確かだが」

　ハルバートは双そう蛇だ槍そうを握る自分の両手が汗にまみれていることに気が付いた。よほど緊張していたのだろう。フウガの戦いぶりに頭よりも本能が反応していたようだ。

　肌が粟あわ立だっている。圧倒的な武勇を見せつけられたことなら以前にもある。ソーマに置いて行かれたアイーシャと鬱憤ばらしの模擬戦をしたときも、ハルバートはアイーシャのたがが外れた武勇に恐怖を覚えた。しかし、アイーシャはソーマの第二正妃候補であり味方だ。暴れてはいても本気の命の取り合いにはならかった。

　一方フウガは他国の王である以上、常に味方であるとはかぎらない。

　情勢次第ではあの男と戦うことになるかもしれない。そうなったらあの力の矛先は自分たちに向けられるわけだ。そのときに、自分はあの男を止められるだろうか。

　ハルバートたちが緊張した面持ちで見つめる中、フウガは声を張り上げた。

「我が名はマルムキタンの王フウガ・ハーン！　デカブツどもはこの俺が引き受けた！　連合の将兵たちよ、その武を振るえ！」

　フウガの大音声が戦場に鳴り響くと、勇気づけられた兵士たちが鬨ときの声を上げた。ゾンビライノサウルスへの恐怖が、フウガの武勇によって上書きされたのだろう。

　フウガは次なる獲物に目掛けて魔物の群れの中へと突っ込んで行った。

「っ！　あの腐ったライノサウルスを優先的に叩たたく！」

　ハルバートも飛竜ワイバーン騎兵隊に命じ、戦場へと向かった。

　ゾンビライノサウルスはその巨体から地上部隊で迎撃するのは難しいが、飛竜ワイバーンの火炎で集中攻撃すれば簡単に打ち倒すことができた。ハルバートもルビィの火炎で二頭のゾンビライノサウルスを仕留めた。すべてのゾンビライノサウルスが倒され、陣地の安全が確保されたことを確認したところで、ハルバートはフウガの姿を捜した。

「はーっはっは！」

　すると魔物の群れの中で笑いながら偃月刀を振り回し、まるで無人の荒野を駆けるが如ごとく突き進んでいるフウガとドゥルガの姿を見つけた。

　殺意に満ちた戦場を、フウガは緊張するどころか心底楽しそうに駆け抜けている。

　あの一人と一頭の進撃を止められる魔物はいないように思われた。

　するとフウガの周りになにやらピョンピョンと跳びはねるものが集まり始めていた。

　山や羊ぎのような生き物を狩り、三日月のように反り返った刀と、独特な形状の弓矢で戦う騎兵たち。フウガの国『マルムキタン』が誇る跳躍騎兵隊だ。

　跳躍騎兵隊はフウガの周りに集結するとフウガのあとについて戦い始めた。

　数が集まったことでフウガの突破力も格段に上がった。

　その集団はフウガを先頭に、戦場を縦横無尽に駆け回り、竜巻のように魔物の群れを蹂躙していた。フウガは相変わらず楽しそうだったが、ついて行くマルムキタンの騎兵たちは必死の形相だった。それでいて誰もその戦列から脱落しなかった。

　そんなフウガの軍の活躍をハルバートは遠くから見つめていた。

（フウガのあとに続くのは大変そうだ。だけど……誰も付いていくのをやめない）

　ハルバートにはその騎兵たちの気持ちがわかるような気がした。

（きっと……誇らしいんだろうな）

　戦場を駆け抜けるフウガのあとに続くことが。

　圧倒的な武勇を見せつけるフウガの配下として、彼と共に戦えることが。

　あの戦い振りはまるで英雄譚たんの一場面のようだった。

　強敵の前に当然のように躍り出て、そして撃破する。

　彼と戦うことでその物語の登場人物になれたかのような気分になるのだろう。

　フウガにはそういう華がある。華がある大将のもとで力のかぎり戦える。

　武人としてこれほど誇らしいことがあるだろうか。

（そんな風に戦えたら、きっと……いつ死んでも後悔しないだろう……）

　そういう大将のもとで戦えるなら、

　たとえ命尽きたとしても後悔はしないだろう。

　自分の死を意味のあるものだと受け入れることができて笑って逝けるはずだ。

　だからフウガに続く兵たちはあんなに必死になってまでついて行こうとする。

　真っ赤に、真っ赤に、熱く、熱く、命を燃やしつくさんとする。

　なんて……なんて眩まばゆい輝きなんだろう。




　―――自分も、できるならばあんな風に……。




『バカハル!!』

「っ!?」

　ハルバートの頭にルビィの声が大音量で響いた。

　驚きのあまり、ハルバートはビクッと震えて手にした槍やりを落としそうになった。混乱から立ち直り切れていないハルバートの頭にまたルビィの声が響いた。

『あいつに引き摺ずられないで！　ソーマが言ったことを思い出して！』

（ソーマの言ったこと？　そう言えば……別れ際になにか言っていたっけか……）

　ハルバートはその言葉を思い出そうとした。たしかあれは……。

『もしもフウガに引き摺られそうになったら、カエデとルビィの顔を思い出せ』

（カエデとルビィの顔？）

　ハルバートは半信半疑ながら目を瞑つぶり、二人の顔を脳裏に思い描いた。

　まずはカエデの顔。子供のころから当たり前のように傍そばにいた、いつもオドオドしていたけど、最近ではハッキリと物を言うようになってきた愛いとしい狐きつね耳みみの幼おさな馴な染じみ。

　次にルビィの顔。星せい竜りゆう連峰から自分のところに嫁に来てくれる、普段はツンケンしているけど、実はとても寂しがりでとても女の子らしい赤竜の少女。

　ハルバートは二人が〝いまの自分〟をどう見ているかを想像した。

　想像の中のその二人の表情は、どこか不安げに揺れていた。

「っ!?」

　ハルバートは大きく目を見開いた。

　自分はいま、なにを考えていたんだ？

　自分もフウガやその配下のように力の限り戦いたい？

　真っ赤に、熱く、輝くように、命を燃やし尽くしたい？

　そうやって命を燃やし尽くせたら、たとえ死んでも後悔しない？

　……カエデやルビィを残してか？

「そんなわけあるかああああ！」

『ひゃっ!?』

　急に天に向かって吼ほえたハルバートに、ルビィがビクッと震えた。

　するとハルバートは右手に持った槍の柄に自分の額を力一杯に打ち付けた。ゴンッとすごい音がするほどの手加減なしの一撃だった。額からは少し血が出ていた。

　いきなり流血したハルバートを見て、ルビィが慌てた。

『なにやってるのよ！　大丈夫なの!?』

「……ああ、大丈夫だ」

　そう言ってハルバートは天を仰いだ。その頰を熱いものが伝って落ちた。

『えっ……ハル、貴方あなた泣いて……』

「大丈夫。俺はもう……大丈夫だ、ルビィ」

『………』

　ハルバートは血と涙を拭って前を向いた。

　まったく……自分はなにを考えていたのだろう。

　フウガの武勇に魅せられて、自分の命を自分だけのものだと思い込んで、自分が護まもるべきものを、自分を護ろうとしてくれる存在を頭の中から追い出していた。

　たしかにフウガやその配下たちの生き様を羨ましく思う気持ちはある。

（だけどそれは俺だけならば許される生き方だ……）

　ハルバートにはもうカエデとルビィという婚約者がいる。

　彼女たちはこんな自分を好いてくれていて、やがて家族になる。

　命を燃やすような生き方をカエデやルビィにまで強いたいとは思わない。

　武人として、火花のように熱く激しく散る生き方に憧れる気持ちはあるが、自分の大事な人たちには地味でも楽しく笑って生きていてほしい。

　それはフウガに付き従っていてはできないことだった。

　ソーマと会う前の功名心に取り憑つかれていたころの自分なら、そのまま引き摺られていたかも知れない。だが、いまは違う。

（俺にはもう、自分の名を上げること以上に大事なものがある！）

　もう二度と間違えないためにハルバートは気合いを入れ直した。

　そして二本の短たん槍そうを戦場に向けて言った。

「行くぞ、ルビィ！　とっとと片付けて、二人でカエデのとこに帰ろう！」

『っ!?……うん！』

　ハルバートの覚悟が伝わったようにルビィは大きく翼を広げた。

　そして赤き竜騎士が戦場に舞い降りた。




　◇　◇　◇




　フウガやハルたちと別れた俺たちは、小山を背後に築かれたウェダンの都市部よりも高台に位置するチマ公の居城『ウェダン城』へと向かっていた。眼下の戦場では諸国連合軍と魔物が激しい攻防戦を繰り広げている。フウガのあとを追ったハルが、あの男の空気に引き摺られていないかがちょっと心配だけど、まあルビィがいるなら大丈夫だろう。

「陛下、あれを見てください」

「ん？」

　アイーシャの指差す先を見ると、城壁の上で兵士が手旗を振っていた。

「えーっと……中庭に降りるようにとのことです」

　遠目が利くアイーシャがそう教えてくれた。俺たちはウェダン城の指示に従い、護衛として残した半数の飛竜ワイバーン騎兵隊と共にウェダン城の広い中庭へと降り立った。

　トモエちゃんたちが乗っているゴンドラを下ろし、ナデンが人の姿へと変わるのに合わせてアイーシャと共に地面に飛び降りると、すぐに建物の中から中年の男性が現れて、和やかに笑いながら俺たちのもとへと歩み寄ってきた。

「これはこれは、フリードニア王ソーマ・カズヤ殿！」

　両腕を広げ、大仰なリアクションで俺たちを出迎えたカイゼル鬚ひげの男性。中肉中背で、白髪交じりの黒髪を見るに五十歳前後といったところだろうか。

　リーシアの親おや父じさんであるアルベルト殿を思い出すような好こう好こう爺やじみた笑みを浮かべてはいるものの、どこか胡う散さん臭くささのようなものも感じられた。うちの国で言うならば『銀の鹿の店』のセバスチャンか、アルトムラの領主ワイストが近いだろうか。

　また、男性の後ろには長剣を背負った綺き麗れいな女性の姿もあった。

　年齢は二十歳くらいで、腰のあたりで結んだ長く綺麗な黒髪が印象的な女性だ。袴はかまの上に古代日本風の鎧よろいを身につけている。いかにも武術を嗜たしなんでそうな出いで立たちもあって、向こうの世界にいた信しん州しゆう上うえ田だの『小こ松まつ姫ひめ』や木き曾そ義よし仲なかの愛あい妾しよう『巴ともえ御ご前ぜん』を思わせた。

　すると、カイゼル鬚の男性は俺の手を両手でとると地面に片膝を突いた。

　女性もそのあとに続くようにして地面に膝を突き、頭を下げる。いきなりのことに呆あつ気けにとられていると、男性は俺の手を押し頂くようにして言った。

「御配下の方より報告を受けております。遠方よりの救援、真まことに感謝に堪えません」

「たしかに自分はソーマですが……貴殿は？」

「申し遅れました。私はこのチマ公国を治めているマシュー・チマと申します」

　あっ、このカイゼル鬚の男がチマ公だったのか。

　あまりにへりくだった態度をとるものだから誰かと思ったけど……うん、そう言われてみると納得できる部分がある。好好爺じみた笑顔に胡散臭さを感じたのも、巧みな外交で生き残ってきた一族としての面が見え隠れしていたからかもしれない。

「お立ち下さい、マシュー殿。一国を治める者として我らは対等です」

「いえいえ、我が国は東方諸国連合内でも小国です。南の大国であるフリードニア王国の国王であらせられるソーマ殿とは天と地ほどの差がございます」

「は、はあ……」

（や、やりにくい……）

　徹底的に下手に出て、こちらを持ち上げてくる相手は凄すごくやりにくい。

　腹の奥ではどう思っているかわからない人物のおべんちゃらを聞いたところで嬉うれしくもなんともない。かといって友好的に接されているから無下にもしづらい。平身低頭するワイストに翻弄されたアミドニア公王ガイウス八世はこんな気分だったのだろうか。

「この体勢では話もしづらいです。お立ち下さい。そちらの方も」

「おお、紹介が遅れました。我が娘のムツミでございます」

　マシューは立ち上がると、隣の背に手を当てながらそう言った。

　ムツミ・チマ。それじゃあこの女性が、マリア殿の言っていたチマ公の子供たちの中で一番人気だというムツミなのか。たしかに聡そう明めいそうな美人だし、諸公が欲しがるのもわかる気がする。ムツミも立ち上がると俺たちに一礼をした。

「ムツミ・チマです。救援の兵を出していただき本当にありがとうございます。ソーマ殿は良き配下を持たれているようですね。とても頼もしいです」

　そう言ってムツミはチラリと俺の両隣を見た。

　俺の横にはアイーシャとジュナさんが立っている。二人を見て「良き配下」と言ったということは、この人も見ただけで相手の強さがわかるくらいの武人なのだろう。知勇兼備の美しい女性という前評判に誇張はなかったようだ。

「ムツミ殿。たしかに護衛役も担ってくれていますが、彼女たちは俺の婚約者です。右がアイーシャで、左がジュナです」

「はっ、アイーシャ・ウドガルドです」

「ジュナ・ドーマです。お見知りおきください」

「あっ、これは失礼しました。ムツミ・チマです」

　ムツミは家臣呼ばわりしたことを謝罪してから二人と握手した。すると、

「ソーマ」

　袖を引っ張られたので振り返ると、ナデンがふくれっ面でこっちを見ていた。不満そうな目が「私だって婚約者なんだからちゃんと紹介してよ！」と訴えている。

「オホン……そして彼女がナデン。この子も俺の婚約者です」

「初めまして。角に鱗うろこのあるしっぽ……蛟こう龍りゆう族ぞくなのですか？」

　ムツミはナデンと握手を交わしながら、頭の鹿角をマジマジと見つめていた。

　見られたナデンは薄めの胸を張ってフンスと鼻を鳴らした。

「違うわ。私は星竜連峰の龍ドラゴンよ」

「ドラゴン!?　ソーマ殿はドラゴンと竜騎士契約を結んでいるのですか!?」

「ええ、まあ……ちょっと変則的なドラゴンとナイトですけど」

　驚きに目を見開いたムツミに、俺は苦笑しながら言った。すると俺がドラゴンと契約していると聞いた途端、マシュー殿の笑みがさらに深くなった気がした。

「なんと！　ノートゥン竜騎士王国の騎士でもないのにドラゴンと契約を結ばれているとは、まさに英雄の如ごとき業績。感服いたしました」

「あ、いや、だから、俺とナデンの契約はとても変則的なもので……」

「謙遜なさいますな。いやはや、そんなソーマ殿に嫁がれる方々が羨ましいですなぁ。我が娘たちにも貴方のような御お方かたのもとに嫁いでほしいと思っているのですが」
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「うぅ……」

　近い近い！　顔が近いってば。

　なんだかさっきから妙にグイグイ来るな。それに妙に娘を押してくるし……。

　するとジュナさんがそっと俺の腕に自分の腕を絡ませてきた。どうしたのだろうと思っていると、ジュナさんは距離が近い俺にだけ聞こえるくらいの声で囁ささやいた。

（「お気をつけください。マシュー殿は陛下との繫つながりを求めているのでしょう」）

　繫がり……ああ、パイプということか。

　マシュー・チマは今回の魔ま浪なみで諸国に救援を求める際、その働きに応じて有能だと噂うわさされる自身の子供六名を婿や嫁、配下として差し出すという旨を公表している。

　これは他国から援軍を求めるためのエサであると同時に、有力な勢力に子供たちを仕官させる、或あるいは嫁がせることで、自身の影響力を高めようというしたたかな戦略だった。

　そんなマシュー殿から見れば、大陸東側で一大勢力となったフリードニア王国の暫定国王である俺は、さながらネギを背負ったカモなのだろう。

　この機会になんとしてでもパイプを作りたい。

　できるならば娘を娶めとってもらって外戚になりたい。

　だから諸公に一番人気であるムツミ殿を売り込もうとしているのだろう。

（「あまり好きなやり方じゃないけどな……」）

　俺はジュナさんにだけ聞こえる声でそう呟つぶやいた。

　娘の婚約を利用する。やっていること自体は先代国王であるアルベルト殿と変わらないはずなのに、こちらのほうが遥はるかに不快感は大きかった。

　アルベルト殿の選択には俺とリーシアの未来のためという理由があったし、俺たちの幸せを心から願ってくれていた。こんな風に政略の道具にしたわけじゃない。

　するとジュナさんがまた囁いた。

（「気持ちはわかりますが、こういう交渉術を行えるような人物でなければ中小国家が乱立するこの土地で、交渉のみで独立を保つのも難しいのでしょう……」）

（「……そうですね」）

　表ひよう裏り比ひ興きようでなければ生き残れない国や土地もある。好きなやり方でないのはたしかだけど、これがこの国の処世術だというなら否定はできない。

（「とはいえ、あまりグイグイ押されても面倒です。ジュナさん、しばらく俺にピッタリと寄り添ってもらえますか？　婚約者がいる前でお見合い話はしづらいでしょうし」）

（「うふふ、役得ですね。援軍に残って正解でした」）

　そう言って悪戯いたずらっぽく笑うジュナさんは見み惚とれるほどに可愛かわいかった。

　そんなことを話していると不意に羽音が聞こえ、見上げれば白虎と赤竜と無数の飛竜ワイバーンが降りてくるところだった。フウガとハルたちが戻ってきたようだ。

「はっはっは！　まったく、歯ごたえのないヤツらばかりだったな！」

「………」

　偃えん月げつ刀とうを担ぎ意気揚々と凱がい旋せんするフウガと対照的に、ハルはなにやら疲れ切った表情でルビィの手綱を握っていた。よく見たらハルの額にはまだ生々しい傷があった。戦場でなにかあったのだろうか。あとで話を聞いておいたほうがいいかな？

　フウガは白虎ドゥルガから飛び降りると、大股でこっちに歩み寄ってきた。

「チマ公、崩れそうな場所のデカブツどもを蹴散らしてきたぞ」

「おお、さすがフウガ殿！　鬼神の如き働きぶりですなぁ！」

「これくらい造作もない。俺らがいるかぎりこの国は負けぬよ」

　そう言ってフウガはムツミ殿にウインクして見せた。

　ムツミはニッコリと微笑ほほえむと手を前に組んで一礼した。

「敵を蹴散らした上での無傷の帰還、お喜び申し上げます。見事な武勇だと感服いたしますが、フウガ殿は怖くはないのでしょうか？」

「なぁに、お前を嫁に貰もらうためさ。もっと頑張らないといけないだろ」

　いきなり嫁に貰う宣言!?　なんとも大胆だな。

　言われたムツミも一瞬目を丸くしていたけれど、やがてクスリと微笑んだ。

「正直な御方なのですね」

「欲しいと思ったら口に出し、口に出したらそれを叶かなえる。俺の信条だ」

　フウガは自信満々にそう言い切った。欲しいと思ったら……か。

　己の欲望に正直に生き、欲望を力に変えるタイプってことか。行動が読みやすくはあるけど、利益が対立したときが怖いな。こうと決めたら絶対に退ひかないだろうし。

「「　ひゃっ!?　」」

　そんなとき、背後でなにやら声がした。

　振り返ると、ハルがカエデと人間の姿になったルビィのことを、抱え込むようにして抱きしめていた。びっくりしたカエデがワタワタと手を動かしている。

「ちょ、ちょっとハル!?　急になんなのですか？」

　カエデがそう抗議しても、ハルは二人を離さなかった。

「……すまない」

「え？」

「お前たちのことを一瞬でも忘れそうになって……本当にすまない」

　ハルが悲痛な声で二人にそう言った。それでなにやら悟ったようで、カエデはハルの背中をやさしく撫なでた。ルビィも黙ってされるがままになっている。

（………）

　やはり戦場でなにかあったのだろう。でもまあ、二人がいれば大丈夫か。

　崩れ落ちそうになるときでも、自分を思ってくれる誰かが傍そばにいればまた歩き出せる。俺自身これまでに何度も経験してきたことだ。ああやって温ぬくもりを確認すれば、自分の護まもるべきものがなにかを再認識できるから。

　俺は気持ちを切り替えるようにパンッと手を打った。

「マシュー殿。援軍は明日の朝には到着します。打ち合わせをしたいのですが」

　俺がそう提案するとマシュー殿はコクコクと頷うなずいた。

「おお、そうですな！　いつまでも立ち話させて申し訳ありませんでした。城の中へと参りましょう。さあさあ、フウガ殿、皆様もこちらへ」

　そう言ってマシュー殿は先導して歩き出した。

　城内に案内される前に、俺はここにいる仲間たちにそれぞれ指示を出した。

「アイーシャ、ジュナさん、ナデン、ハル、カエデ、ルビィの六名は一緒に来てくれ。飛竜ワイバーン騎兵隊の面々は次の指示があるまでこの場で待機。クーとレポリナは好きにしてくれて構わないが……」

　トルギス主従コンビを見ると、クーは手を頭の後ろに組んで笑った。

「兄貴たちが軍議してる間、ちょっくらこの辺を見て回ろうかな。なぁレポリナ？」

「お供しますけど、あまりここの人たちに迷惑を掛けちゃダメですよ？」

「ウッキャッキャ、わかってるって」

　二人はウェダンをぶらつくようだ。勝手に付いてきただけだし、まあいいだろう。

「残るはトモエちゃんとイヌガミだけど、イヌガミにはこのあとカゲトラに繫ぎを取ってもらいたい。部屋に案内されたあとでいいから頼めるか？」

「承知しましたが、その間のトモエ様の護衛はどうしましょうか」

「あ、そうか……どうしようかな……」

「わ、私なら大丈夫です。イヌガミさんはお役目を果たしてください」

　イヌガミは心配そうな顔をしたけど、トモエちゃんは笑顔でそう言った。

　一人で留守番か。ちょっと心配だけど、この城の中にいるぶんには安全だろう。

「じゃあ、部屋で待っていてくれる？」

「わかりました」

　ビシッと敬礼するトモエちゃん。なんとも愛らしい。

　デレッとしそうになった俺は一つ咳せき払ばらいをすると、みんなに向かって言った。

「それじゃ、各自行動開始ということでよろしく」

　俺の号令で、それぞれがそれぞれの役割を果たすべく動き出した。俺たちはマシュー殿のあとを追って歩き出したのだけど……このとき、俺たちは見落としていた。

「………フフ」

　トモエちゃんが尻尾を揺らしながら、周囲を興味津々で見ていたことに。

　我らが愛すべき義妹いもうとは好奇心旺盛なお年頃だったのだ。
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　私の名前はトモエ。エルフリーデン王国の先代国王夫妻であるアルベルト様とエリシャ様の養女で、ソーマ義あ兄に様さまとリーシア義あ姉ね様さまの義妹いもうとです。

　私はいまチマ公国を治めるマシュー殿のお城の一室にいました。

『それじゃあ、ちょっと一人にしてしまうけど大人しく待っててね』

『用が済み次第すぐに戻りますので』

　ソーマ義あ兄に様さまとイヌガミさんはそう言って、チマ公国の人に案内されたこの部屋から出て行きました。部屋に一人残された私は、しばらくベッドに腰掛けて足をプラプラとさせていたのですが、すぐにそれにも飽きてしまったのでピョンとベッドから降りました。

　そしてそーっと扉に近づくと、少しだけ開けて隙間から外の様子を観察します。

　廊下には誰もいませんでした。戦時下なので人手が足りないのかもしれません。

　私はスルリと部屋を抜け出すと、後ろ手に扉を閉めました。

　義あ兄に様さまたちは部屋で待っているように言っていましたけど、私はどうしてもこの城を探検したくなったのです。だって前にハクヤ先生が言っていたのです。

『子供のときの経験は財産です』

　勉強を教えてもらっているときに『早く義あ兄に様さまたちの役に立てるような大人の女性になりたいです』と意気込む私に、先生は穏やかな目でこう言いました。

『焦る必要はありません。子供の頃は子供の心のまま様々なものを見聞きし、体験することです。歳としを重ねるほど自由な感性は失われていきます。いまの義妹いもうと様さまの目や耳や心で感じたものは、いずれ大人になったときにも役立つことでしょう』

　そう言って先生は私の頭を撫でてくれました。

　だから私は、自分でいろんなものが見たくなったのです。

　義あ兄に様さまやイヌガミさんに護られながらじゃなく、こういう見知らぬ場所を自分で探検して回りたいと思ったのです。義あ兄に様さまとの約束を破るのは心苦しいのですが、あとでちゃんと謝ればきっと許してくれるでしょう。

　廊下に出た私は城内を見て回りました。パルナムのお城とは違って、チマ公のお城は無骨な感じがします。窓が少ないためにまだ真昼だというのに少し薄暗いです。

　みんな城下で戦闘中のためか人も少ないようで、すれ違う人も侍従メイドさんのような戦わない人が多いようです。あれ、でも侍従メイド長ちようのセリィナさんも侍従メイドのカルラさんも戦える人ですよね？　もしかしたらこの侍従メイドさんたちの中にも二人のように戦える人がいるのかもしれません。先生も『見た目だけで相手を判断しないように』と言ってましたし。

　そんなことを思いながらズンズンと歩き、どうやら窓辺で休憩中らしい侍従メイドさんを見つけたので、さきほど思ったこの城の無骨さについて尋ねると、

「お嬢さんが無骨に感じたのは、この城があくまでも防衛用のものだからだと思うわ。チマ公様は普段は麓の城下町にある館で政務を執っているの。そしていざ戦争になったらこの城に籠もって援軍を待つというわけ。まずは都市を囲む城壁で敵を迎え撃って、そこを突破されても、この城に籠もればまだまだ戦えるでしょ？」

　と、その侍従メイドさんは丁寧に教えてくれました。

「なるほどです……」

　お城にはその国の形が現れるようです。パルナム城は平城で、国の顔でもあるために華やかな造りであり、チマ公の城は防衛用なので無骨ということなのでしょう。

　お城から治めている人の顔が見えるだなんて面白いです。

（あっ、でも、最近のパルナム城は……）

　義あ兄に様さまが自室の大半をお裁縫部屋にしちゃったり、ポンチョさんと共同で作った料理を振る舞うお食事処どころをつくったり、階段を使わずに各階を行き来できる『えれべーたー（錘おもり式）』なるものを取り付けたりと、かなりハチャメチャなことになっています。

　前にリーシア義あ姉ね様さまが渋い顔で義あ兄に様さまにお小言を言っていました。

　ロロアさんはそれを見てケラケラと笑ってましたが……。

　お城に国の形が現れるなら、いまのフリードニア王国はハチャメチャな国ということなんでしょうか？　う～ん……そうかもしれません。

　ライノサウルス保護区ができたり、ヴァン猩しよう猩じよう軍団ができたり、黒い龍が飛び回って天気を教えてくれたりしますからね。動物関連のことには私も関わってるんですけど。

　頭を悩ませながらしばらく歩いたところで、私はふと足を止めました。

「……あれ？」

　えっと……ここは……どこなんでしょうか？

　無骨な造りということは過度な装飾が施されていないということで、それはつまりどこの廊下も同じような景色ばかりだということです。同じ色のカーペット、同じような扉、同じような燭しよく台だい……似通った景色ばかりで、しばらく考え事をしながら歩いていたせいもあって、自分がどっちから来たのかわからなくなってしまいました。

（どどどどどどど、どうしましょう!?）

　私は周囲をキョロキョロと見渡しました。

　たしか階段を一つ上ったような……あ、でもその階段はどこにあるんだろう。

　扉が等間隔にあるせいでその場で眺めてみても見つかりません。

　私はとにかく早足で歩き出しました。誰かに道を聞ければいいのですが、こういうときにかぎって誰ともすれ違いません。こ、こ、こ、困りました。

（うぅ……義あ兄に様さまたちを心配させてしまいます……）

　私を心配する義あ兄に様さまたちの顔を思い浮かべるだけで、ペタンと耳が垂れてきます。お役に立てる人になりたくて見聞を広めたいと思っていたのに、これでは逆効果です。

（うぅ……本当にどこなの…………うん？）

　廊下の突き当たりに到達したとき、少し明るくなっていることに気付きました。

　どうやら外への扉があり、そこから西日が差し込んでいるようです。外に出れば誰か見つかるかもしれません。そう思った私はその扉から外へと出ました。

（ふあっ!?）

　吹き抜けた風に目を細めました。上を見れば高い空があって、下を見れば石畳が敷き詰められています。どうやらここは城壁のようです。

（そうか……私、階段を上っていたんだっけ……）

　外といっても地面に出られるわけがなかったのです。

　どうやらあまり大きくはないチマ公の城は、城を囲む城壁と繫つながっている造りだったのでしょう。城壁の縁に沿って進むと、目の前に凄すごい景色が現れました。

　山を背に築かれたこの城から北を見れば、眼下にはウェダンの街が広がっていて、それを囲む壁の向こうでは東方諸国連合の軍勢が魔物と戦っている様子がハッキリと見えました。私はハクヤ先生が歴史の授業で言っていたことを思い出していました。

『例外はありますが、高所を陣取ることは味方に有利に働きます。敵の動きをつぶさに観察できるということは、対策を立てやすいということですからね。歴史的に見ても高所を制圧できた側が勝つという事例は多いですね』

　先生が言っていたのはこういうことだったんですね。

　この城に籠もって敵を観察しながら迎え撃ち、援軍を待つことでチマ公国はこれまで攻め落とされることがなかったということなのでしょう。発見です。

「あれ？」

　と、そこで城壁の縁に誰かが座っているのに気がつきました。

　見たところ私と同い年くらいの男の子のようです。

　栗くり色いろの髪で線が細いその男の子は、顔を頻繁に上下させていました。なにをしているのだろうと思って近づいていくと、その子はどうやら絵を描いているようです。

　首から提げた画板の上に紙を置き、手にした木炭で何かを描き込んでは顔を上げ、横に置いたあった筒型の遠眼鏡を覗のぞき込んでは、また紙の上に何かを描き込んで、を繰り返していました。私が近づいても気付かないくらい集中しているみたいです。

「あの、なにをしているので……」

「うわっ!?」

　私が急に声を掛けたので、その男の子はビックリしたように飛び上がりました。男の子は遠眼鏡の横においてあった丸い眼鏡をかけると、私の顔をマジマジと見ます。

「誰、ですか？」

「あっ、驚かせてごめんなさいです。私、トモエっていいます」

「僕は……イチハです」

　イチハくんですか。背丈は私と同じかやや下くらいでしょうか。やさしい顔立ちにほっそりとした手足をしているので、女の子のようだなと思ってしまいました。眼鏡をかけてることもあって勉強ができる子といった感じがします。

「イチハくんはこの国の人なのですか？」

「あ、はい……あの、トモエさんは何歳なのですか？」

「私？　今年で十一歳ですけど」

「僕は十歳です。だからそんな風にかしこまられても困るんですけど……」

　一つ下だったんですね。年上に丁寧語を使われたら困ってしまいますよね。

「じゃあ普通には話すね。イチハくんも話したいようにしてくれていいよ」

「……わかったよ。トモエさん」

「それで、イチハくんはここでなにをしていたの？　絵を描いていたみたいだけど……」

「っ！」

　私が画板の中を覗き込もうとすると、イチハくんは慌てたようにサッと隠しました。

　あっ、いまのはさすがに無遠慮だったかもしれません。

「ごめんなさい。絵を見られるの恥ずかしいよね」

「あっ……その……これは見せたくないというか、見ないほうがいいというか……」

「？　どういうこと？」

　そう勿もつ体たい振ぶられるとまずます興味が湧いてきます。

　私はイチハくんの目をジーッと見つめて「見せてほしいなー」とアピールしました。興味津々なことを示すように、尻尾もブンブン振っちゃいます。そうやって見つめ続けているとイチハくんも根負けしたようで、渋々とですが画板を差し出しました。

「言っておくけど……見ても楽しいものじゃないよ？」

「えへへ」

　私は画板を受け取ると紙面を覗き込みました。

「えっ、これって……」

　そこに描かれているものを見て、私は首を捻ひねりました。

　十歳とは思えないくらい上手な絵でしたが、気になったのはそのモデルです。

　そこに描かれていたのは不思議な生き物の絵でした。

　木炭をサッサッと走らせたようなタッチで、コウモリの羽のようなものが生えた、二つの首を持つ犬のような生き物が写実的に描かれています。

　そういえばイチハくんは遠眼鏡を覗きながらこの絵を描いているようでした。遠眼鏡が見つめていた先にあるものは……戦場です。

「もしかしてこれって魔物の絵なの？」

「……うん」

　画板にある紙は何枚か重なっていて、それをペラペラと捲めくってみると下から種類も様々な魔物の絵が出てきました。どれも特徴をよく捉えていて上う手まいのですが……なんでしょう。一枚だけならなにも感じませんでしたが、何枚も描いているところに特別なこだわりのようなものを感じました。ただ単に趣味で描いているのとは違うような……。

「もしかしてイチハくん……魔物の絵ばっかり描いてるの？」

「うん」

　そう返事をしたイチハくんの声はひどく乾いて聞こえました。

　その目がなんといいますか、切ないような哀かなしいような感じに揺れています。私がなんと声を掛ければいいかわからずにいると、イチハくんは自嘲気味に笑いました。

「気持ち悪いよね。こんな場所で魔物の絵ばっかり描いてるなんて」

「あの、そんなことは……」

「無理をしなくていいよ。僕自身、僕が変わり者だってことは理解しているもん。父上や他の兄弟姉妹に言われるまでもなく……」

「っ……」

　そう寂しげに言ったイチハくんに、私は昔の自分を見た気がしました。

　ソーマ義あ兄に様さまに見み出いだされる前の無価値だと思っていた自分の姿を。難民となってからは家もなくなり、母様の重荷なんじゃないかと思っていた日々を。だから私は……。

　ペチンッ

「ふべっ、ひゃにお？」

　イチハくんの頰を両手で挟み、驚くイチハくんの目を見て言いました。

「私は、いい絵だと思う。絵のことはよくわからないけど、そんな私にも伝わるくらい魔物の特徴がよく描かれていると思う」

「ほ、ほんないほふははなふへほ……（そ、そんな気を遣わなくても……）」

「お世辞じゃないよ！　イチハくんはなにか理由があって魔物の絵ばっかり描いてるんだよね？　私の義あ兄に様さまならきっとキミに興味を持つと思う！」

　イチハくんの目……ソーマ義あ兄に様さまやハクヤ先生に似てる気がします。

　自分とは違うものを見据えている人の目です。

　私は無性にイチハくんを義あ兄に様さまや先生に引き合わせたくなりました。義あ兄に様さまたちなら、私にはわからないこの子の価値がわかりそうな気がしたから。

　私はイチハくんの頰から手を放すと、その手を引っ張りました。

「ちょ、ちょっと、なんで引っ張るの!?」

「イチハくん、義あ兄に様さまに会ってほしいの。そしてその絵を見せてあげて。そうしたら……なにかが変わる気がするの」

「なにかってなに？」

「なにか！」

　私はイチハくんの手を引きながら歩き出し……すぐに足を止めました。

「ど、どうしたの？」

　急に立ち止まった私に、イチハくんが訝いぶかしげに聞いてきました。

「……そう言えば私、迷子になってたんだった。義あ兄に様さまがチマ公と話している間、部屋で待っているように言われていたんだけど……」

「……はぁ～」

　イチハくんは溜ため息いきを吐つくと頭をポリポリと搔かいた。

　あっ、その仕草、ちょっと義あ兄に様さまに似ている気がします。イチハくんは私の前に出ると、今度は私の手を引いて歩き出しました。

「父上のお客ということは応接間かな。案内するよ」

「本当!?　ありがとうイチハくん！」

　思わず抱きついて感謝を示すと、イチハくんは顔が真っ赤になってました。

「って、あれ？　いま父上って……」

「……僕はイチハ・チマ」

　キョトンとしてしまった私に、イチハくんは苦笑気味に言いました。

「チマ家八兄弟の……変わり者の末弟だよ」







「あっ」

　イチハくんに義あ兄に様さまたちのもとへ案内してもらうために手を繫いで廊下を歩いていると、不意にイチハくんが歩みを止めて手を放しました。

「イチハくん？」

　どうしたのだろうと思って廊下の先を見ると、向こうのほうから三人の大柄の男性がこっちに歩いてくるのが見えました。三人とも衣類の上からもわかるほどムキムキで、軍人なのだろうということが一目でわかりました。

　ただ気になったのは三人ともどこかしらを怪け我がしていたことでした。

　一人は頭を怪我しているのか額に包帯を巻いていて、もう一人は骨折しているのかグルグル巻きにした右腕を首から吊つっています。最後の一人は足を骨折しているのか松まつ葉ば杖づえを突いていました。すると向こうもこちらに気付いたようです。

「あん？　なんだってこんなとこにガキがいるんだ？」

　額を怪我していた男の人が目を怒らせ不機嫌そうに言いました。

　そして私たちを上から覗き込むようにしてジロジロと見始めました。

「あ、あの……」

　強こわ面もての人に見下ろされ、しかも不機嫌そうなので私は足が震えました。

　いまの私の周囲にいる人たちはソーマ義あ兄に様さまやハクヤ先生をはじめとして優しい人ばかりです。それ以前の難民キャンプにいたときも、難民の人々はお互いに助け合って生きていました。だからこんな風に、嫌悪感を剝むき出しにして睨にらまれたのは初めてでした。

　とても怖いです。すぐに逃げ出したいのに足が動いてくれません。私が怖さでなにも言えないでいると、松葉杖を突いた男性が私の耳をジロジロと見てきました。

「こいつ、北の獣人族か？　身なりは良いが……大方、流れてきた難民だろう」

「ちっ、目障りだぜ。難民のガキが城の中をウロチョロしてんじゃねぇよ」

　冷めた眼まな差ざしでそう吐き捨てたのは腕を吊った男性でした。

「俺たちは戦ってこんな怪我までしているってのによう。難民の分際で城の中でぬくぬくしてるとか間違ってるだろ！」

「おいおい、子供相手になにムキになってんだよ……」

「うるせぇ！　城門から投げ落として魔物たちのエサにしてやろうか」

　すると腕を吊った男性の無事な腕が私に向かって伸びてきました。

「い、嫌っ……」

「待ってください！」

　あまりの怖さに耳を押さえた私を庇かばうように、イチハくんが前に立ちました。

「この子は父上の客人です！　客人に対して無礼なことはやめてください！　それに、あなた方の怪我はこの子のせいではないでしょう！」

「なんだとっ、このガキゃあ」

　男性たちに凄すごまれ、イチハくんは手や足が震えているようでしたが、それでも必死に立ち続けて男性たちを睨み返していました。

「姉上に良いところを見せようと無茶をして、負傷したのではないですか？　そして負傷してしまったためにこれ以上手柄を立てられず、姉上の争奪戦から早々に脱落してしまったことへの鬱憤を、この子に向けているだけではないのですか！」

「てめぇっ、言わせておけば！」

　腕を吊った男性が無事な手でイチハくんの胸ぐらを摑つかみました。

　十歳ということもあり小柄なイチハくんはそれだけで宙に浮いてしまいます。苦しそうな声を出すイチハくん。私は我に返って叫びました。

「や、やめてください！」

「おい、さすがにやりすぎだ」

「ここで騒ぎを起こしてみろ。連合軍内での立場も悪くなるぞ」

「……ちっ」

　残った二人に説得され、腕を吊った男は渋々そうにイチハくんを放しました。解放されて床に手を突いたイチハくんは「ごほっ、ごほっ」と大きく咳せき込んでいます。

　私はすぐにイチハくんに駆け寄りました。

「大丈夫!?　ごめんね、私のせいで……」

「ごほっ……ト、トモエさんのせいじゃないよ。自分で首を突っ込んだんだから」

　イチハくんは私に弱々しくだけど微笑ほほえみかけてくれました。

「それに、ここでトモエさんを見捨てたら、姉さんに怒られてしまうから。つい最近も『人に関わりなさい』って言われたばかりだし」

「イチハくん……」

「って、こいつ、もしかしてチマ家の末弟じゃないか？」

　すると、イチハくんを見た松葉杖の男がそんなことを言い出しました。それを聞いて、腕を吊った男は鼻で笑い出します。

「なんだ、できそこないの末弟か。他の兄弟姉妹は優秀だっていうのに、こいつだけはなんの才能もないんだろ？」

「ああ、だから今回の報酬の中にも入ってないらしいな」

　額に包帯を巻いた男もそう言って頷うなずいていました。

　三人に嘲あざ笑わらわれて、イチハくんは俯うつむきながら握った拳を震わせて耐えていました。バカにされて悔しくて仕方がないでしょうに、必死に怒りを抑え込んでいます。

　多分、これ以上事を荒立てると私が危険だと思ったのでしょう。

　自分が嘲笑われるだけならいい。私に悪意が向かなければいい。

　そう思っているのかもしれません。

「ハハハ、能なしの末弟がいるとはチマ公も大変だよなぁ」

「女みてぇな顔してるのにな。いっそ本当に女だったらもらい手もあったろうに」

「ぐっ……」

　口の端を嚙かみ締めながら暴言に耐えるイチハくん。

（もういいです！　私のために我慢しないで！）

　そう思って前に出ようとした……そのときでした。

「……俺の義妹いもうとになにか用か？」

　静かだけどたしかな怒りを帯びた声に顔をあげると、男の人たちの向こうにソーマ義あ兄に様さまとアイーシャさん、そして中庭で会ったムツミ・チマさんが立っていました。

　アイーシャさんとムツミさんはともに怒り顔で、ソーマ義あ兄に様さまは平静を装ってはいるものの目の奥は笑っていませんでした。

　急に現れた三人に男の人たちは振り返りながら文句を言おうとしました。

「なんだぁ？　この難民の保護ぐぶっ！」

　しかし、腕を吊った男がなにか言うよりも早く、接近したアイーシャさんがその男の顔を右手で鷲わし摑づかみにしました。メシッとなにか嫌な音が鳴った気がします。

「……陛下。構いませんか？」

「許可する」

　短いのに不穏なやりとりが聞こえました。

　するとアイーシャさんはなんと、そのまま片手で男性を持ち上げてしまいました。

　大の男の人を持ち上げる力もそうですが、男性の全体重が掛かっても顔面を放さない握力も凄すさまじいものがあります。そんな握力を顔面に受けている男性は想像を絶するほど痛いのでしょう。手足をバタバタとさせて藻も搔がき苦しんでいました。

　そんな男の人にアイーシャさんは据わっている目で尋ねました。

「持ち上げられてどういう気分ですか？　嫌ですか？　人にされて嫌なことは人にしてはいけないと、両親から教わらなかったのですか？」

　あっ、その……男の人がイチハくんを持ち上げたときに摑んだのは胸ぐらで、決して『顔面を鷲摑みアイアンクロー』で持ち上げたわけじゃないのですが……。

　すると残った男の人二人が気色ばみました。

「なんだ、このダークエルフは!?」

「てめぇ、放しやがれ！」

　二人が腰に帯びた剣を抜こうと柄つかに手を掛けました。

　するとアイーシャさんは摑んだ男性を盾にするように二人に向けて突きつけました。呻うめく男性を見て怯ひるんだのか、男性二人は刀を抜くことができずに固まっていました。

「双方ともおやめください！」

　ムツミさんが一喝すると、男の人たちはハッとして柄から手を離しました。

　あっ、そうか。そういえばイチハくんが、この男の人たちはムツミさんの争奪戦から脱落した人たちだと言っていました。つまりムツミさんに嫌われたらまずいわけです。

　さっきは興奮していてムツミさんに気付いていなかったのでしょう。

「アイーシャも……それくらいでいいだろう」

　二人が落ち着いたのを見て、ソーマ義あ兄に様さまもアイーシャさんに言いました。

「はっ」

「うおっ……痛っ」

　アイーシャさんに急に放されて、腕を吊った男の人が尻餅をつきました。

　他の二人がムツミさんを見て萎縮する中、腕を吊った男の人だけはメンツを潰されたせいか、怒りが収まらない様子で義あ兄に様さまを睨んでいました。

「てめぇ、急に割り込んできて何様のつもりだ！」

「何様って……王様かな？」

　しれっとした顔で義あ兄に様さまはそう言いました。義あ兄に様さまは事実を述べただけなのですが、茶化されたと思ったらしい男の人はさらに怒りの形相を濃くしました。

「なめくさりやがって。叩たたき斬って……」

「おやめください！　誰に喧けん嘩かを売っているのかわかっているのですか!?」

　ムツミさんが義あ兄に様さまの前に立って言いました。

「この御お方かたを誰だと思っているのです！　南の大国『エルフリーデン及びアミドニア連合王国』の国王であるソーマ・カズヤ殿なのですよ!?」

「なっ、それじゃあこの男……あ、いや御方がフリードニア王!?」

　フリードニア王国の名前が出た瞬間、男性たちが急に慌てふためきました。

　態度から観みて、この男の人たちは東方諸国連合内ではそれなりに地位がある人たちなのかもしれません。国の統治者だったり一軍を率いる立場だったりしたのでしょう。ですが東方諸国連合に属する一国とフリードニア王国とでは国としての力が全然違います。

　この人たちにとっては義あ兄に様さまは絶対に怒らせてはならない相手で、そんな義あ兄に様さまに喧嘩を売るようなことをしていたと自覚し、困惑しているようです。

　ちなみに義あ兄に様さまは、

（「こういうご老公な展開も久々な気がするなぁ……」）

　と呟つぶやきながら苦笑いを浮かべていました。ゴローコーとはなんでしょうか？

　ともかく、すっかり萎縮した男たちにムツミさんは一喝しました。

「そこにおられるトモエ殿は、ここにおられるソーマ殿の義妹いもうと君ぎみです！　そのトモエ殿に無礼を働いて、あなた方はフリードニア王国と事を構えるお積もりなのですか！　南の大国と外交問題を起こすような行為は、東方諸国連合内の各国が黙っていませんよ！」

「「「　は、ははあっ。真まことに申し訳ありませんでした！　」」」

　男の人たちはその場に平伏しました。

　そして義あ兄に様さまだけでなく私やイチハくんにまで何度も何度も頭を下げました。

　外交問題になっては自分たちの立場が危うくなると思っているのでしょう。必死に許しを希こいねがっています。放っておいたら義あ兄に様さまの靴に頰ずりをしそうな勢いです。

　さすがに鬱陶しくなってきたのか、義あ兄に様さまが、

「……はあ。もういいから、とっとと行け」

　と言うと、男の人たちはペコペコと頭を下げながら去っていきました。

「まったく、困った人たちです……イチハ、大丈夫？」

「は、はい！　姉さん」

　返事をしたイチハくんにムツミさんは歩み寄ると、その頭に手を置きました。

「女の子を護まもったことは善し。でも、あまり無茶をしてはダメよ？」

「……はい。すみませんでした」

「怒ってるわけじゃないの。ちゃんと男を見せてくれて嬉うれしいわ」

　ムツミさんは柔らかく微笑みながらイチハくんの頭を撫なでました。

「それではソーマ殿、義妹いもうと君ぎみも見つかったようですので、私も失礼します。あの者たちに対しては、父上のほうから所属する国々に対して抗議させていただきます」

「あっ、はい。感謝します」

　ムツミさんは私たちに一礼して去っていきました。

　とりあえず助かったことにホッとしていると、不意に私の上に影が差しました。

　恐る恐る、上目遣いになりながら見上げると、感情の見えない真顔の義あ兄に様さまが立っていました。その横には取りなしたいけどそれをグッと堪こらえている様子のアイーシャさんも立っています。義あ兄に様さまはしゃがむと、真っ直すぐに私の目を見ながら言いました。

「……トモエちゃん」

「は、はい！」

「俺が言いたいことはわかるよね？」

「はい……勝手に抜け出して、心配をお掛けしてごめんなさいです」

　私がシュンとして頭を下げると、義あ兄に様さまは小さく溜ため息いきを吐ついた。

「トモエちゃんの義妹いもうととしての立場は俺たちが押し付けてしまったものだ。だから『立場に相応ふさわしい振る舞いを』なんて堅苦しいことは言わない」

　怒鳴り散らすのではなく平静な言葉。それがかえって胸に刺さります。

「だけど、兄貴分としては妹分になにかあったらと思うと気が気でないんだ。アイーシャだってそう。あんなに怒ったのも、トモエちゃんが怖い目に遭わされていたようだったからだ。まぁ、俺もむかっ腹が立ったから止めなかったけど……」

「みんな心配していたんですよ？　イヌガミ殿などはトモエさんを捜してまだ走り回っているでしょうね」

　アイーシャさんに気遣うように言われて、私はますます申し訳なくなりました。

　義あ兄に様さまたちのお役に立てるような人になりたかったのに、結果として皆さんに迷惑を掛けてしまっています。ダメダメです。そんな私に義あ兄に様さまは言いました。

「トモエちゃんになにかあったら、俺たちも、義姉リーシアも、実母のトモコさんや弟のロウくんも、義父母のアルベルト殿やエリシャ様も悲しむことになる」

「はい……」

「これからはなにかしたいと思ったら誰かを護衛として連れていくとかして、ちゃんと自分の安全を確保すること。イヌガミとかなら好きに使ってくれていいから、子供なんだからそういうときはちゃんと誰かに甘えなさい」

　真っ直ぐな目でそう言う義あ兄に様さまに、私はもう一度頭を下げました。

「はい……ごめんなさいです」

「以後気を付けるように。……ふう。まあ、その垂れ下がった耳と尻尾を見るかぎりちゃんと反省しているようだし、お説教はこのくらいでいいか」

　そう言うと義あ兄に様さまは立ち上がり、私の頭の上にポンと手を置きました。

「まぁ、出会った頃は引っ込み思案でなんに対しても遠慮していたトモエちゃんが、ここまで行動的になってくれたってことには兄貴分として嬉しくもあるんだ」

「義あ兄に様さま……」

「リーシアねえさんの影響かなぁ。だったらまぁ、やんちゃしたくなるのもわかるけど……ほどほどにね。それでもやんちゃしたくなったら誰かを頼ること。いいね？」

「はい！」

　元気良く返事をすると義あ兄に様さまは私の頭を撫でてくれました。

　そして、義あ兄に様さまは黙って成り行きを見守っていたイチハくんのもとに歩み寄り、片膝を突いて目線の高さを合わせると頭を下げた。

「義妹いもうとが迷惑を掛けたみたいで申し訳ない。護ってくれてありがとう」

「あ、いえ……僕は弱いからなにもできなくて……」

「でも、トモエちゃんの前に立ったんだろう？　弱くてなにもできない身で、強こわ面もての男の前に立つ怖さはよく知っている。その歳としでそれができるなんて大したものだよ」

　そう言うと義あ兄に様さまは立ち上がり、イチハくんに手を差し出した。

「トモエちゃんの兄貴分のソーマ・カズヤです。よろしく」

「あっ……イチハ・チマです」

　イチハくんは怖おず怖ずと手を取り、二人は握手を交わしました。

　人材狂いと呼ばれるほど人を見み出いだすのが上う手まい義あ兄に様さまと、人とは違うなにかを持っていそうなのに誰からも評価されていないというイチハくん。

　そんな二人が握手している光景を見て、私はなにかが動き出しそうな予感がして、少しだけ胸が高鳴ったような気がしました。




　◇　◇　◇




　俺たちの愛すべき義妹いもうとであるトモエちゃんを助けてくれたこの男の子は、チマ公ことマシュー・チマ殿の一番下の子供で、名前はイチハ・チマというらしい。

　線が細くて眼鏡をかけていて、ややひ弱そうには見えるけど、顔立ちはムツミ殿にも似て端整なので、あと五年もすれば女の子たちがキャーキャー言いそうな文学美少年になりそうだ。いまはこの国風の袖のない衣服を着ているけど、明治の文豪風の袷あわせや袴はかまとかが似合いそうな気がする。国が違うから作ってはあげられないけど。

　普段着のコンセプトが似ているためか、トモエちゃんと並ぶと一対のお人形さんのように見えて、アイーシャも「お二人とも可愛かわいらしいです」と頰を緩めていた。

「あの、どうかしたのでしょうか？」

　そんなことを考えていると件くだんの少年が怖ず怖ずと尋ねてきた。

　どうやらジロジロと見てしまっていたらしい。

「あー、ごめん。考え事をしていたんだ。えっと、イチハ殿……って、トモエちゃんと同じくらいの相手には変な感じだな。俺もイチハくんって呼んでいいかな？」

「あ、はい。どうぞお好きなように」

「じゃあイチハくん。公の場所以外では俺のことも『殿』とか『様』とかは付けなくていい。ここにいるアイーシャなんかも引っくるめて『さん』付けにしてくれ」

「わ、わかりました。ソーマ様……さん」

　躊躇ためらいがちに言ったイチハくんと改めて握手をした。するとイチハくんはここまでの流れが信じられない様子で、目をパチクリとさせながら視線をトモエちゃんに移した。

「トモエさんはフリードニア王国のお姫様だったんだね。えっと……ごめんなさい。無礼な態度をとってしまっていたかもしれません」

「お姫様!?　いえいえ、全然、私自身は偉くもなんともないんで、さっきまでどおりに普通に接してくれると嬉しいな。むしろ接してほしい」

「う、うん。わかった……」

　ワタワタする子供二人。そんな二人の様子を俺とアイーシャは、

「なんかやりとりがカワイイな」

「そうですね。なんだか甘酸っぱい気分になってきます」

　と、微笑ほほえましく見ていた。俺はトモエちゃんの頭にポンと手を置いた。

「それで、プリンセス・トモエちゃん？」

「あ、義あ兄に様さままでやめてください！」

「わんぱく大冒険の成果はあったかい？　なにか面白いものでもあった？」

「あっ！　そうです義あ兄に様さま！」

　するとトモエちゃんはなにかを思い出したかのように声を上げた。

　そしてイチハくんの背後に回り込むと、グイグイとその背中を押した。

「ちょ、ちょっとトモエさん!?」

　イチハくんは前に出されまいと床に足を突っ張っていたけど、トモエちゃんのほうが若干年上っぽいからか、はたまたこの年頃だと女の子のほうが体力があるからか、その力に抗しきれずにズリズリと俺の前に押し出されてきた。

　この子たちは一体なにをしてるんだろう。変則的な押しくら饅まん頭じゆうだろうか。

　首を傾かしげながら見ているとトモエちゃんが凄すごく真面目な顔で言った。

「義あ兄に様さま、イチハくんの描いた絵を見てもらえませんか？」

「ト、トモエさん！」

「絵？」

　そう言えばイチハくんは首から画板を提げていて、何枚かの紙が取り付けられているようだった。王城だと当たり前のように使っているけど、この世界の紙って割と高いんだよなぁ。紙かみ漉すきの技術は確立されているようで一般人には手が届かないほどではないんだけど、鼻をかんで捨てるなんてもったいないぐらいの値段はする。

　そんな紙を自由に絵を描くために与えられているのは、さすが小国とはいえ一国のトップの子息だと思った。俺はイチハくんを威圧しないように屈かがんで視線を合わせた。

「えっと……その絵、俺も見てもいいのかな？」

　そう尋ねると、イチハくんは恥ずかしいのか顔を伏せながらもコクリと頷うなずいた。

　画板を手渡されたので、俺とアイーシャはさっそくその絵を覗のぞき込んだ。

「これは……魔物の絵か？」

「おお、なかなかよく描けておりますな」

　そこに描かれていたのは炭でデッサンのように描かれた魔物の姿だった。

　コウモリの羽の生えたケルベロス……いや、首が二つだからオルトロスか。そんな感じの魔物が写実的に描かれていた。身体からだの部位などその魔物の特徴がよく捉えられていると思う。とても十歳前後の子供が描いたとは思えない仕上がりだった。

　とはいえ、それはあくまでも『子供が描いたにしては』という前置きが付く。

　芸術関係はあまり……というか、まったくの無教養な俺だけど、この絵は芸術的とかそういう絵ではなく、かといって上手さが理解できないようなものでもない。写実的ではあるが動きは感じられず、図鑑の絵を見ているようだ。これくらいの才ならうちの国にも大勢いることだろう……って、俺は子供の絵をどういう目で見てるんだ。

　いつも人材を募集しているせいで、人に会うと特異な才能の有無をまず見るようになってしまっていた。この癖は相手に対しても失礼だから矯正しないとな。

　そんなことを思いながら紙をペラペラと捲めくっていると、

「ん？」

　そこで俺はあることに気付いた。

　魔物の絵の下にあったのもまた魔物の絵で、それが何枚も重なっているのだけど、下のほうにあった魔物の絵にはいくつかの四角い枠わくが描き込まれているのだ。よくよく見れば魔物の部位を四角い枠で囲っているようなのだ。先ほどのコウモリの羽を持ったオルトロスだけど、下のほうにもまたべつの個体を描いたであろう絵があった。

　その絵にはコウモリの羽に一枠、胴体部分に一枠、二つある犬の首にはそれぞれ一枠ずつが描き込まれている。その下にあった絵は身体のただれたオーガ（ゾンビオーガ）は全身を一枠で囲みつつ、その枠の中に斜線が走っている。その下の首が二つあるオーガはまずその全身を一つの枠で囲み、その中で一つの首を枠で囲っている。

（これは、もしかして……）

　ペラペラと紙を捲る速度が速くなる。

　行きつ戻りつして絵を見比べる。

　先ほどの枠が描き込まれているオルトロスの絵、よく見れば胴体部分が犬の物じゃない。足に蹄ひづめがあるからどうやらカモシカのようなものかもしれない。一番上にあったオルトロスはちゃんと胴体部分が犬なので、まったくべつの個体であることがわかった。

（この枠……間違いない。ちゃんと規則性がある）
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「あの、陛下？　どうされたのですか？」

　食い入るように絵を見ていたら、アイーシャに心配そうに声を掛けられた。

「あー、ごめん。この絵に見入ってた」

「なにかこの絵に気になることでも？」

「ああ。なあ、イチハくん。こういった魔物の絵は他にもあるかい？」

　そう尋ねると、イチハくんは目をパチクリとさせたあとで小首を傾げた。

「僕の部屋に沢山ありますけど、来ますか？」







「うわっ……」

　そして案内されたイチハくんの部屋で、俺たちは再度、目を瞠みはることになった。

　部屋の壁の大部分に魔物の絵が貼ってあったのだ。

　あまりの光景に怯ひるんだトモエちゃんがギュッと俺の腰に抱きついてきた。たしかに見ようによっては不気味な光景だろう。しかしいまの俺はその絵に興味津々だった。

　壁に貼られているすべての魔物の絵には、さきほどの絵と同じように四角い枠が描き込まれている。そして壁の絵は特定の部位ごとにまとめられているようだ。

　ある区画はコウモリの羽を持つ魔物だけがまとめられていて、またある区画は肉の爛ただれたゾンビ状態の魔物だけがまとめられている。この光景を見て確信した。

「イチハくん、キミは魔物の絵を描いていたんじゃなくて、魔物を部位や状態ごとに分類していたんだね？」

　俺がそう尋ねると、イチハくんはコクリと頷いた。

「はい。この国は魔王領に近いので頻繁に魔物が現れます。そんな魔物たちを城壁の上から見ていたら、身体の部位が似通っているものがいることに気付いたんです。もしかして魔物は部位ごとにまとめられるんじゃないかと思って絵に描いたんです」

　やっぱりか。あの四角い枠は魔物の部位を分けていたのだろう。

　コウモリの羽を持ったオルトロスなら四つの部位に分類できるということ。

　射線枠は肉は爛れているものの一つの個体であるということ。

　首が二つのオーガの絵にあった枠の中の枠は、一つの個体に余計な部分がくっついているということをそれぞれ表していたんだ。

　イチハくんはそういった魔物の特徴を分類して、体系化していたのだ。

「トモエちゃん。黙って抜け出したことはいけないことだったけど……イチハくんを見つけ出したことは大手柄かもしれない」

「義あ兄に様さま？」

　俺は身を寄せているトモエちゃんの頭にポンと手を置きながら言った。

「ここにある絵は人類の至宝だ」

「そ、そんな、大おお袈げ裟さですよ」

　イチハくんが慌てて首を振ったけど、俺はこれらの分類された絵にはそれだけの価値があると思っている。

　魔物とはこの世界の人々から見ても異形の存在だ。

　どんな見た目であっても『魔物ならばさもありなん』とされ、その異形さについて深く考えられることもなかった。俺だってそうだ。この世界は魔法なんてものがある世界なのだから魔物なんていても不思議じゃないと、漫然と受け入れてしまっていた。

　しかしこの部屋中に貼られた魔物の絵を見て認識を改めさせられた。乱雑な異形の生物と思われた魔物にも、ある種の規則性があるのだと気付かされたからだ。

　この部屋にある魔物の絵を研究すれば、魔物のどの部位に、どんな能力があるかがわかるかもしれない。部位ごとの能力がわかれば飛行能力の有無や俊敏性が、その形状を見ただけでわかるようになるかもしれない。

　戦闘方面だけではない。

　ラスタニア王国で確認した魔物の肉は食べられるということも、もっと具体的に定義できるかもしれない。例えばどの部位が食べられて、どの部位が毒などがあって危険かがわかれば、食べられる魔物と食べられない魔物の取捨選択も可能になる。

　トビツチノコ以外にも食べられる魔物の範囲は拡大するだろう。

　食べる以外にも魔物の素材は利用価値がある。

　超科オーバー・サイ学者エンテイストジーニャの発明品には魔物の素材が使用されている。

　形状が複雑怪奇な魔物の素材であるため、これまでは〝偶たま々たま手に入るもの〟でしかなく、希少価値も高くなる傾向にあった。しかし部位ごとの利用価値がわかれば、討伐後の回収率も高まるだろう。ユノたち冒険者が討伐後、ダンジョン内に放置していた魔物の死体からの素材の回収率が上がれば、市場への流通量も増え価格も下がるだろう。

　冒険者ギルドや商業ギルドに周知させるのもいい。いままではわかりやすく価値のある素材しか回収できなかったものが、細かく値段が付けられるとわかれば冒険者たちの懐も潤うことになる。希少な部位を避けて攻撃するという選択もできるしな。

　つまりイチハくんの描いたこの絵には、この世界の治安、食文化、科学技術、経済などの多岐にわたって影響を与えられるほどの可能性が秘められているのだ。

（いや本当に、とんでもないもんが見つかったもんだ……）

　この分類された絵の中にどれだけの価値があるのか、想像するだに恐ろしい。

　しかもだ。この絵を描き、ごちゃ混ぜで規則性がなさそうだった魔物にある種の規則性を見み出いだしたのが十歳の少年だという。なんとも末恐ろしい話じゃないか。

　例えばこの子をハクヤに預けてみたら、将来はどんな風に化けるだろうか。

　まさに東方諸国連合の麒き麟りん児じ。

　俺は感嘆の溜ため息いきを吐つくしかなかった。

（この子、うちの国に欲しいなぁ。好待遇で迎えるから仕官してくれないかな）

　希け有うな人材には目がない俺の直感が青田買いしたいと叫んでいる。

「チマ公の子供たちはすべて優秀だという話だけど……本当だな。イチハくんはその中でぶっちぎりだろう」

「と、とんでもないです！　僕はその優秀な子供の中には含まれていませんよ！」

　イチハくんは慌てた様子で開いた両手をブンブンと振った。

「そうなのか？　じゃあ報奨の中にキミは入っていないの？」

「はい。僕は身体が弱くて、変わり者って言われてますから……」

「マジか。なんて見る目のない……」

　もし戦功次第でイチハくんを配下にもらえるのだとしたら、俺はあのフウガを押しのけてでも戦功第一位を獲とりに行ったことだろう。

　それが認められなければ大国の特権を振り翳かざしてでもだ。

　いや待てよ。報奨の中に入ってないのなら交渉次第でどうとでもなるか？　あっ、でもさすがにこんな小さい子供をいきなり家族から引き離すのも……でもなぁ……。

「陛下。なんだか凄すごく渋い顔をされてますが大丈夫なのですか？」

　う～んと悩んでいたらアイーシャにまた心配されてしまった。

「あー、うん。大丈夫、大丈夫」

　……まあ、ここで悩んでいてもしょうがないか。

　とりあえず交渉の余地があるかどうかだけでも探ってみよう。

「イチハくん。もう少し詳しく話を聞きたいんだけど、大丈夫だろうか？」

「えっ……あ、はい……僕なんかでよろしければ……」

「そうか！　それじゃあ、ポンチョが別れ際に持たせてくれた焼き菓子でも食べながら、じっくりと話し合おうじゃないか！」

　俺は嬉き々きとしてイチハくんを部屋から連れ出した。

　予期せぬ人材に巡り会えたことに変なテンションになっている俺を見て、アイーシャとトモエちゃんは顔を見合わせていた。

「陛下はやっぱり、おもしろい人物と出会うときが一番活いき活きとしていますな。ポンチョ殿を初めて見つけ出したときのことを思い出します」

「ふふ。義あ兄に様さまとイチハくんを引き合わせたらなにかが起きるかも、という私の予感は間違いじゃなかったみたいです」

「さすが陛下の義妹いもうとで、ハクヤ殿の一番弟子ですね」

「えへへ」

　アイーシャがそう言って頭を撫なでると、トモエちゃんは照れくさそうに笑った。

「さて、それでは私たちも行きましょうか。置いてかれてしまいます」

「ハイ！」

　二人は苦笑いを浮かべながら俺たちのあとを追ってきた。







　イチハくんを連れて俺たちに用意された部屋へと向かっていたときだった。

　廊下の向こうの方になにやら小さめの人影が立っているのが見えた。近づくにつれて、トモエちゃんと同じくらいかちょっと上の女の子だということがわかった。

　その女の子は俺たちに気が付くと「あっ」と言って駆け寄ってきて言った。

「ダークエルフの女戦士を護衛に連れた黒髪の青年。情報どおりね」

　背丈はトモエちゃんと同じくらいだけど、十二、三歳くらいだろうか。

　水色の遊牧民風の装束を身に纏まとい、紺色の髪をツインテールに結んだ、活力が漲みなぎっている目が印象的なちょっと気の強そうな女の子だった。身内で言ったらリーシアとかナデンに近しいタイプかな。将来はトモエちゃんとは違ったタイプの美人になりそうだ。

　そしてもう一つ特徴的なのは彼女の肩越しに見えている翼だった。

「もしかして貴方あなたがお兄様の言っていたソーマ・カズヤ殿？」

　そんなことを思っていると、ツインテールの少女に爛らん々らんとして見られていた。

　まるで獲物を品定めしているかのような目だ。ジーッと見られて俺はなんだかいたたまれない気分になり、頰をポリポリと搔かきながら返事をした。

「そうだけど……って、お兄様？」

　そこで俺も思い至った。この翼と髪の色はもしかして……。

「もしかしてフウガの妹さん？」

「ユリガ・ハーンって言います。そうなんですね……貴方がフリードニア大王」







[image: ]







　大王って、久しぶりに言われた気がするな。グソクムシやホウズキイカみたいな、見た目がえぐい生物によく付いている印象があってあまり好きじゃないんだけど。

　するとユリガは俺をまたジロジロと見だした。そして、

「大王って呼ばれてるにしては弱そう。お兄様のほうがよっぽど強そうだわ」

　と、そんな率直な感想を口にした。事実ではあるので俺は肩をすくめた。

「そりゃあフウガと比べられたらなぁ……」

「ちょっと、ユリガさんでしたっけ？　陛下に対して無礼ではありませんか？」

　するとアイーシャが引き攣つった笑みを浮かべながらユリガの前に立った。

　あ、顔は笑っているけど、これは相当イラッときてるな。さすがに子供相手に本気で怒るのは大人げないと思ったのだろうけど、笑顔が強こわばっている。すると我が国最強クラスの戦士のその笑顔（怒）の圧力に、ユリガもたじろいだようだった。

「あっ……えっと……その……」

　さっきまでの元気さはどこへやら、ユリガはすっかり怯おびえきっていた。まるで蛇に睨にらまれた蛙かえるのように固まって、なにも言えなくなってしまっている。

　これはちょっと拙まずいか？　泣かせでもしたら面倒なことになりそうだ。

「アイーシャ、子供の言ったことなんだから……な？」

　俺自身は気にしていないし、国王としての体面を気にしてあのフウガの身内相手にいざこざを起こしたくない。だからなんとかアイーシャを宥なだめようとしていると、

「この悪ガキっ！」（ポカッ）

「イッターイ！」

　いつの間にか現れたフウガが、ユリガの頭にポカリと拳げん骨こつを落とした。

　アイーシャが自分より強いと言っている武人なので、ちゃんと手加減はしているだろうけど、それでも痛かったらしくユリガは頭を押さえながら涙目で蹲うずくまっていた。

　そんなユリガにフウガは厳しい口調で言った。

「部屋で大人しくしていろって言ったろ！　お前はいつもちょこまかとして」

「うぅ……だって部屋にいたって退屈なんだもん」

「お前がワガママ言って勝手に付いてきたんだろうが！　しかも他国の王様と勝手に接触するとかなに考えてんだ！　ここは草原じゃないんだぞ！」

　そう言うとフウガは俺の前に立ち、ユリガと一緒に頭を下げた。

「うちの妹がすまなかったな。お転てん婆ばで困ってるんだ。なにか失礼なことをしていたのなら謝る。ほら、ユリガも」

「あぅ……ごめんなさい……」

「あーいや、頭を上げてくれ。そんなに失礼なこともされてないし、子供のしたことなんだからさ。うちの義妹いもうとも似たようなヤンチャはしてるし」

　俺がそう言うと、フウガは「そう言ってくれると助かる」と照れた笑みを浮かべながら顔をあげた。そして俺の背後のトモエちゃんに気付くと尋ねてきた。

「妹ってのはその子か？」

「ト、トモエです」

　フウガにペコリと頭を下げるトモエちゃん。

　そんなトモエちゃんの愛らしい仕草を見てフウガはニカッと笑った。

「うちの小生意気なのと違って礼儀正しそうな子だな。あっ、そうだ！　なぁソーマ。面倒を掛けたついでに一つ頼みたいことがあるんだが……」

「頼み事？　俺にか？」

「ああ。ちょっとの間でいいからユリガを預かってくれないか？」

　そう言ってフウガはユリガを俺たちのほうに押し出した。

「ちょっとお兄様!?」

　まるで猫でも放り投げるかのように扱われて、ユリガはフウガに抗議の声を上げた。しかし、フウガはまったく気にした様子もなく笑いながら言った。

「俺は戦場の陣地を回って、各国のお偉いさんたちにフリードニア王国の援軍が到着することをふれ回るようにチマ公から依頼されたんだ。士気が上がるからな」

「なるほど……」

「それでだ。その間ユリガを預かってほしいんだよ。ソーマのとこには歳としの近いのがいるみたいだし、部屋に一人でいるよりはユリガも退屈せずにすむだろうからな」

「べつに構わないけど……妹に護衛を付けなくていいのか？」

　そう尋ねると、フウガはユリガの頭をグリグリと撫でた。

「こいつは護衛を付けても撒まいて自由行動するヤツだからな。俺の妹だけあって周りのヤツらはこいつに甘いし、余よ所そ様さまに厄介になってるほうが大人しくするんじゃないかと思ったんだ。ソーマも、他ひ人と様さまから預かった子を粗略に扱うヤツには見えないしな」

「信用されて悪い気はしないけど……フウガだって一つの国を治める王だろ？　ユリガ嬢も王族ってことになる。いきなり他国の王族を預かれって言われてもなぁ……」

「そう堅苦しく捉えるなよ。ただの子守のお願いだ。それともお前は子供に欲情したりするヤツなのか？」

「するか！」

「はっはっは、なら安心だ。ちょっとの間だけさ。それじゃあ頼んだぜ」

　そう言うな否や、フウガは廊下の彼方かなたへと走り去っていった。

　急に現れて、妹を押し付けて、去っていく……本当に通り雨のような男だ。いや、あの熱量はゲリラ豪雨かな？　俺は取り残されたユリガに話しかけた。

「……慌ただしいヤツだな」

「仕方ないわ。お兄様はそういう人だもの」

　こういう扱いには慣れっこなのか、ユリガもそう言って肩をすくめるだけだった。預けたヤツが走り去ってしまった以上、いつまでも廊下に突っ立っている意味もないか。

「……とりあえず部屋に移動しようか」







　俺たちの宿泊場所として割り当てられた、他に比べれば調度品などが置かれていてちょっと良い感じの客間で、俺とアイーシャとジュナさんとナデンはポンチョが持たせてくれたジンジャークッキーを摘つまみながらイチハくんの身の上話に耳を傾けていた。

「へ～、そんなことが……（モグモグ）」

「はい。そうなんです（モグモグ）」

　チマ家は父親が一人に兄弟姉妹が八人いる九人家族で、母親は小さい頃にすでに他界しているそうだ。他の兄弟姉妹は武勇・知略・魔法などの方面に才能があり、世に知られているのに対して、身体からだが弱くてイチハくんは浮いた存在だったようだ。

　べつに兄弟姉妹間の仲が悪いわけではないのだけど、それでも他の兄弟姉妹と比べられてコンプレックスを感じていたらしい。

　魔物の絵を描いていたことも周囲から奇異の目で見られる一因となったようだ。

　姉のムツミだけはそんなイチハくんを励ましていたらしいけれど、そんな彼女でさえイチハくんの持っている才能を理解することはできなかったようだ。

「なんともまぁ、もったいない話だな」

「権謀がうずまくこの地域で尊ばれるのは武勇と知略です。戦果を上げられる武勇、交渉を優位に進められる知略。僕にはそういったものが皆無ですから……」

「……まあ、価値観は土地によって変わるしな」

　だから誰もこの子の持つずば抜けた才に気付けなかったのか。家族でさえも。

　イチハくんにとっては気の毒な話だけど、そんな彼の才を最初に見み出いだしたのがトモエちゃんだと思うと鼻高々な気分になる。我が愛すべき義妹いもうとは凄すごいだろうと世間に自慢したくなるくらいだ。もちろん情報秘匿の観点から黙っているけれども。

「そのニヤニヤ顔はやめなさいよ。なに考えてるか丸わかりよ？」

「………」

　ナデンに指摘されて自分の頰をペチペチと叩たたいた。

　そんなにわかりやすい顔をしていたかな？

　アイーシャとジュナさんのほうに視線を送ると……露骨に目を逸そらされた。……していたらしい。いけないいけない。と、そんなとき威勢の良い声が聞こえてきた。

「もうホント、さすがお兄様って感じよね」

「へ、へ～……そうなんだー……」

　俺たちの横ではユリガがトモエちゃん相手にフウガの武勇伝を語っていた。

「それでね、お兄様が戦場に降り立って敵部族の勇士を一瞬にして仕留めたものだから、敵部族の戦士たちは怖おじ気けづいたの。すぐに算を乱して逃げ出したわ。そこにテムズボックの騎兵たちが追い打ちをかけたものだから、敵将たちはみんな首をなくしたの」

「は、はあ……凄いねー……」

　トモエちゃんは若干引き気味に、強こわ張ばった愛想笑いを浮かべながら聞いていた。

　身内自慢を長々と聞かされていたらあんな顔もするだろう。

　しかしユリガは気付いていないようで、嬉き々きとして話を続けていた。

「お兄様が乗っている飛虎ドゥルガだってね。お兄様が単身で魔王領に入ったときに出会ったらしいわ。たった一頭で魔物の群れと戦っているのを見て、お兄様が助太刀したんだって。それから意気投合したらしくていつも一緒にいるの」

　フウガのやつ、魔王領に護衛も付けずに入ったのか!?

　いくら規格外の強さを持っているにしても無謀が過ぎるだろう。豪胆を通り越してバカなんじゃないかって思えてきた。あとあの空飛ぶ白虎って『飛虎』って言うのか。

「というか、魔王領産の生き物だったのか。もしかして魔物なのかな？」

　話をイチハくんに振ると、イチハくんは「わかりません」と首を横に振った。

「僕もあんな生き物は見たことがありません。仮に魔物だったとしても、とても珍しい部類に入るでしょう。翼がないのに飛ぶ生物なんて初めて見ましたし」

「そうなのか？　わりと身近にいるんだけどな？」

　ナデンに視線を送ると、そこで私を見ないでよとばかりにプイッと顔を背けた。

　珍しい生き物扱いしたから拗すねたのかと思っていたら、

「私をあんな人の姿にもなれないような虎と一緒にしないでよ！」

　……と怒られた。ドゥルガに対抗意識を燃やしていただけだったのか。

　すると視界の端でユリガがトモエちゃんの頰をむにっと摘まんでいるのが見えた。

「もう、トモエったらさっきから空返事ばっかりじゃない。ちゃんと聞いてるの？」

「ひいへる、ひいへるよ」

　トモエちゃんの顔を見るかぎり痛くはないようだ。喧けん嘩かじゃなくてよかった。

　ユリガはトモエちゃんから手を放すと、腕組みをしながら胸を反らした。

「ま、トモエにはまだお兄様の格好良さはわからないかしらね」

「むう……ユリガちゃんって何歳なの？」

「十三歳よ」

「私と二つしか違わないじゃない」

「大違いよ。あと一年もすればお婿さんだって（ギリギリ）迎えられるもの」

「むう……」

　この世界の女の子の結婚適齢期って早いみたいだからな。

　ただ十四歳での結婚はこの世界の常識に照らしても早いと認識されるだろう。ユリガの言い分には多分に見み栄えが含まれているようだ。……そもそも年齢で張り合っている時点でどっちも子供だろうに。俺は女性たちのほうを見た。

「女の子って結婚可能年齢こういうことで張り合うものなの？」

「……それを私たちに聞く？」

「十三歳なんてまだまだ幼児です。ダークエルフの適齢期は三十過ぎてからですね」

　ナデンとアイーシャはそう答えた。まあ二人とも長命種族だしな。

　頑かたくなに教えてくれないので、どちらの実年齢も知らないのだけど。

「結婚は女性にとって一生一度の一大イベントですから」

　ジュナさんが微笑ほほえみながらそう言った。

　結論としては、寿命がバラバラなこの世界では年齢を比較してもあまり意味をなさないけど、やっぱり女の子としては気になるものなのかもしれない。

　ともかくトモエちゃんは今日だけでタメ口を利くことができる友達（？）が二人もできたようだ。兄貴分としてここは喜んでおくとしよう。

「虎に乗ってるのよ、虎に！　やっぱりお兄様は特別なのよ！」

「あ、義あ兄に様さまだって龍に乗ってます！」

「なによう、張り合おうって言うの？」

「なにをーなのです！」

　ムキになっているのか、バチバチと視線が火花を散らしている二人。

　……やっぱり友達は選ぶように言うべきだろうか。悩ましいところだ。
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　夕方。魔物の攻勢が落ち着き、フウガが戦場から戻ってきたと聞いた俺たちは、ユリガを連れてナデンで降り立った場所である中庭へと向かった。到着するとそこでは、

「はっはっは！　いいぞ、もっと来い！」

「舐なめるなああああ！」

　ハルとフウガが激しい打ち合いを行っていた。カエデとルビィがいたので、

「なぁ、なんで二人が戦ってるんだ？」

　と尋ねたけど、二人とも戦いに見入っているのか答えてくれなかった。

　ハルの双そう蛇だ槍そうとフウガの偃えん月げつ刀とうが唸うなりをあげてぶつかり合い、衝撃音を何度も響かせている。戦いに見入っている周囲の将兵たちの雰囲気からして、おそらく模擬戦なのだろうけど、お互いに愛用の武器を使っているため迫力が段違いだった。

　ハルが二つの槍やりを駆使して連続突きをフウガに浴びせるが、フウガはそれを偃月刀の刀身部分と反対側の石突き部分を切り替えながら打ち払っていく。そして隙を見て振るわれるフウガの偃月刀の一いつ閃せんを、ハルは双蛇槍を交差させて受け止めた。

　凄すさまじい攻防戦で、俺にはどちらが優位なのかその武技からはわからなかった。

　しかし表情に余裕があるのはフウガのほうだった。

「いい闘志だ！　お前ほどの勇士はうちの国にもそうはいないぞ！」

「ごちゃごちゃと、余裕かましてんじゃねぇぞ！」

　逆にハルは熱くなってるようだ。……そいつ、一応他国の王様だから言葉遣いには気を付けてほしいんだけど、まあフウガはそんなこと気にしないか。

　するとハルはフウガが斬りかかってくるタイミングで大きく後ろに跳躍し、その一閃を交わしながら片方の槍をフウガに向かって投げつけた。ハルの体勢も崩れた状態での投とう擲てきだけど、攻撃を終えたばかりのフウガは咄とつ嗟さには動ける状態ではなかった。

「うおっと、危ねぇ」

　フウガは上体を反らして回避した。あれをかわせるのか。

　そこに追撃をかけるべく、ハルがもう片方の槍を手に再度突っ込んでいく。

「これで決める！……っ!?」

「ハルバートだったか？　お前、本当に良いセンスをしてるな」

　フウガは偃月刀から手を離し、地面に落ちていた双蛇槍を繫つなぐ鎖を手に持った。

「五年も鍛えりゃあ俺の武に追いつけるかもしれねぇな」

「なっ……うおっ!?」

　フウガは摑つかんだ鎖を握りしめると、身体を回転させてハルを振り回した。まるでハンマー投げのようにハルはフウガの周りを走らさせた。そして１周半回ったところでフウガは鎖から手を離し、ハルは勢い余って地面に転がされた。

　フウガはパンパンと手を叩きながら言った。

「だが、そのとき俺はもっと先に行ってるだろうがな」

　強い。あのハルが文字通りに振り回されていた。

　アイーシャが警戒するのもわかる圧倒的な武勇の持ち主だった。

「ハル！」「ちょっと、大丈夫なの!?」

　カエデとルビィが同時にハルに駆け寄った。

　ハルは目が回っているのか、額を押さえながら「強ぇ……」と一言呟つぶやいた。

「ん？　おう、ソーマじゃないか」

　すると俺たちに気付いたフウガが近づいてきた。

「ユリガを預かってくれたこと感謝する。助かったぞ」

「それはいいけど……なんでうちのハルバートと戦ってるんだ？」

「模擬戦だ、模擬戦。弱い魔物たちばかりを相手にしていたら腕が鈍るからな。ちょうど腕に覚えがありそうなのがいたから、相手になってもらってたのさ」

　弱い魔物って……そんなことを思うのはフウガだけだろう。

　ラスタニア王国での俺たちは魔物はどんな特性を持っているかわからないから、形状や生態を観察して、備えて、有効な対処法を導き出してきた。俺も、ハクヤも、カエデも、ユリウスも、魔物は恐ろしいという認識のもとに知恵を絞り作戦を立案したのだ。

　しかし、それもフウガにとっては小細工なのだろう。

　どんな困難をも打開できるだけの武力があり、その武力を信じられる度胸があれば、どんな敵が相手であっても臆すことなく向かっていける。ただの脳筋ではない。フウガの武勇に惹ひかれ、彼ならばどんな苦境も乗り越えると信じ、人が集まるのだから。

　フウガは俺の隣に立つアイーシャを見ながら言った。

「俺としては、そちらのお嬢さんにも是非お手合わせ願いたいね」

「アイーシャと？」

「面を見りゃあわかる。相当な手て練だれだ。良い勝負になると思うぜ」

「いやでも、それは……」

　チラリとアイーシャのほうを見た。アイーシャの目は闘争心に燃えていた。

「陛下、私もフウガ殿と戦いたいです。これほどの武人の相手はなかなかできるものではありませんから。自分の武を見つめ直す良い機会です」

　やる気満々って感じだ。これは二人とも引きそうにないな。

「……いいだろう。でも、怪け我がはしないでほしいし、させないでほしい」

「はっ。他国の王ですからね。承知しました」

「フウガ。アイーシャは俺の妃きさきとなる女性だ。怪我をさせられては困るぞ」

「わかった。ちゃんと加減はしよう」

　あ、加減すると言われて、挑発されたと思ったのかアイーシャがムッとしていた。

　……二人ともちゃんとわかってるのか心配になってきた。

　そしてアイーシャは大剣を構え、フウガは偃月刀を構えた。

「では、参ります！」「行くぞ！」

　二人は同時に地を蹴り、得物と得物をぶつけ合った。その瞬間、音だか衝撃波だかわからないものが響き渡り、周囲にいた全ての将兵たちを仰のけ反ぞらせた。

　そのまま何度も何度も打ち合う二人。フウガとハルが戦っていたときのような武技を競う戦いではなく、力任せに相手をねじ伏せようとする戦いだった。恐ろしいのは、フウガがハルを圧倒する武技を持ちながら、アイーシャの馬鹿力にも一歩も引けを取っていないことだ。力と技を両方兼ね備えている。天性の武人としか言いようがない。

　フウガはアイーシャと打ち合いながら楽しそうに笑った。

「王国はダンジョンか？　いろんなヤツが飛び出してくるな！」

　楽しそうなフウガの様子にアイーシャは不機嫌そうだった。

「戦いながら笑うとは、随分と余裕ですね」

「そうでもない。とんでもなく一撃一撃が重い。だがっ」

　横薙なぎにきたアイーシャの大剣を、フウガは深い伸脚（準備運動で脚を伸ばすアレ）のような体勢になって下に搔かい潜くぐるようにして回避し、真横に目一杯振りきった偃月刀の一撃を、がら空きになったアイーシャの胴体に喰くらわせようとした。

「くっ」

　大剣の刃部分で受けては間に合わないと判断したのか、アイーシャは咄嗟に大剣の長い柄つかでその一撃を受け止めた。ガンッと音が響く。しかし、そんな無理な体勢ではさすがに受け止めきれず、五メートルほども弾はじき飛ばされることになった。
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「って、あのアイーシャが弾き飛ばされた!?」

「いえ、衝撃を逃がすために自分でも跳んでいます」

　隣にいたジュナさんがそう解説した。見ればアイーシャはヒラリと着地しており、たしかに弾き飛ばされるのは織り込み済みだったのだろう。

「それじゃあ勝負は互角ということですか？」

「……いいえ、フウガ殿がアイーシャさんの胴を薙ぎに行くとき、刃部分ではなく長柄の部分を当ててました。怪我をさせないという約束を守ったのでしょう」

「あっ、だから柄でも受け止めることができた？」

「そうですね。もし刃部分で薙がれていたら……大剣の柄には鉄の芯が通してあるとはいえ、もしかしたら受け止めきれなかったかもしれません」

　フウガの意外な律儀さに救われた形になったのか。攻撃をしのいだアイーシャが悔しそうな顔をしているのもそのためなのだろう。

　フウガは偃月刀を頭の上で風車のように回してから構え直した。

「アイーシャ嬢は生まれ持った膂りよ力りよくに頼りすぎだな。いままではそれで押し切れたんだろうが、同じだけの力を持った相手と対たい峙じしたとき、優劣を決めるのは技だ」

「未熟……ということですね。やはり世界は広い」

「続けるかい？」

「無論！　陛下の刃として、盾として、負けるわけにはいきませんから！」

「はっはっは！　良い気概だ！　愛されてるなぁ、ソーマ！」

「いざ参ります！」

　アイーシャが再びフウガに挑んでいった。

　再び打ち合うアイーシャとフウガだったが、やはりフウガのほうが優勢なようだ。

　武人としては大陸でも最強クラスなのは間違いないだろう。そんな男が国王であり、そんな男が治める国がある。末恐ろしい話だ。しかしアイーシャもさすがは王国随一の武勇を誇っているだけあって、そんなフウガになんとか食らい付いていた。

「二人とも素晴らしい武技ですね。観みてるだけで血が滾たぎってきます」

　アイーシャとフウガの戦いに見入っていると、俺たちと同じように見学していたらしいムツミが話しかけてきた。ムツミはジュナさんのほうを見た。

「見たところ貴女あなたも武を嗜たしなまれている様子。一勝負いかがでしょう？」

　そう言うとムツミはジュナさんに木剣を差し出した。

「……私は真っ向勝負より奇襲のほうが得意なのですが」

　そう言いながらもジュナさんは木剣を受け取った。

「ですが私も、ムツミ殿には興味がありました」

「そうなのですか？」

「はい。諸国連合の諸将を夢中にさせるという美貌と武技に」

　ジュナさんは剣を構えながら俺にウインクをした。

「陛下を夢中にさせるのは、私の役目ですから」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむジュナさんに思わず見とれてしまった。

「……まさか惚のろ気けられるとは思いませんでした」

　ムツミも苦笑しながら木剣を構えた。ムツミの木剣のほうが長いようだ。そう言えば長剣を背負っていたし、普段使っているのに近いものを用意したのだろう。

「ですが、戦えるというなら好都合。いざ尋常に勝負です」

「それでは……参ります」

　二人の木剣が打ち合い、カンッカンッと高い音を響かせた。

　一撃の威力はリーチの分だけ重いムツミに分があるようだけど、ジュナさんは素早い体裁きと手数の多さで上う手まく攻撃をいなしていた。どちらかが攻勢に出れば相手側は防戦一方になり、攻守が入れ替われば優勢と劣勢が入れ替わる。一進一退の攻防戦。

　戦いながら二人は楽しそうに笑っていた。

「さすが、諸将が魅了されるのもわかる素晴らしい武技です」

「貴女こそ。その美貌でこの技の冴さえはずるいです」

　ジュナさんが称賛を送れば、ムツミも同じように称賛を返した。

　一息吐つくために一旦距離を取るとムツミは一つ溜ため息いきを吐いた。

「父上は、私がソーマ殿を籠絡することを望んでいそうですが……貴女のような人がそばにいたら、武技や色仕掛けで取り入ることなどできそうにありませんね」

「貴女の武技は実直です。そのようなこと、なさるつもりもないでしょうに」

　ジュナさんがそう指摘するとムツミは困ったように笑った。

「私自身は。ですが、謀略家の家系だとそうも言っていられないのです。ふふ、おかげで断りやすくなりました。やはり私が嫁ぐ相手は私自身の目で見極めたい」

「同じ女性として、その心意気は応援しますわ」

　この世界の女性の社会進出にはまだまだ制限がある。だけどそれに負けないくらい、この世界の女性たちには強さがある。二人を見ていて改めてそう感じた。

　一呼吸置き、二人は再度打ち合いを始めた。

　アイーシャとフウガ、ジュナさんとムツミ。四人の戦いはそう簡単には終わらなそうだったので、俺はカエデとルビィに介抱されているハルのところへと向かった。

　ハルは近づいてくる俺に気付くと顔をしかめた。

「……ソーマか。格好悪いところを見られたな」

「俺からすれば戦えるヤツは全員格好良く見えるけど？」

　アイーシャとかジュナさんとか。リーシアもいたら嬉き々きとして交ざっただろう。

　少し男二人で話がしたかったので女性陣には外してもらった。ジュナさんとナデンがカエデとルビィを連れていくのを見送ったあとで、俺はハルの隣に腰を下ろした。

「それで、お前にはどう見える？　あのフウガって男」

　そう尋ねると、ハルはふうと息を吐いた。

「……怖いな。単純な強さだけじゃなくて、持っている空気も」

「空気が怖い？」

「ああ。ソーマたちと別れてアイツの背中を追いかけて戦ってたら、知らず知らずのうちにアイツの空気に引き摺ずられそうになっていた。アイツのように戦えたら気分が良いだろうなぁとか、それで死んでも悔いがないだろうとか……一瞬だがそんなことを思っちまったよ。そんなこと、あるわけないのにな」

「………」

　自嘲気味に笑うハル。俺はそんなハルの言葉を黙って聞いていた。

「カエデとルビィを残して勝手に死ぬなんて、誰よりも俺自身が許せねぇよ。だけどあの瞬間の俺はそれを受け入れてしまっていた。ソーマに『二人の顔を思い出せ』って言われてなかったら、ルビィが止めてくれなかったら、俺はもっとアイツの深みにはまっていたかもしれない。こうなるってわかってて助言してくれたのか？」

「まさか。不安があったから念のため保険を掛けておいただけさ。俺の身近な人物の中では、お前が一番フウガに近しい人物だったからさ」

　苦笑しながらそう言うと、ハルは首を傾かしげた。

「近しい？　似てるってことか？」

「性格がな。どっちも秀でた武勇があって、どこまでも上を目指すタイプだろ？」

「自分では答えにくいな……」

　照れたように鼻を搔くハルに、俺はまた苦笑しながら言った。

「外からはそう見えるってこと。そしてそういう人物は共に戦う者たちを惹きつける。ハルだって国防軍の中ではみんなから一目置かれてるんだからな」

「はあ？　俺が？」

「ランデル近郊での戦いからずっと、俺の陣営として戦ってくれただろう？　アミドニア公国軍との戦いでも存分に活躍したみたいだし、星せい竜りゆう連峰では竜騎士にもなった」

「あ、あれはただの成り行きだっただろ!?」

「言ったろ。外からどう見えるかだって。そしてラスタニア王国では多くの将兵たちが、天を翔かける赤き竜騎士の姿を目撃したわけだ。そりゃあ二つ名も付くってもんだ」

「はあ!?　ちょっと待て、なんだ二つ名って!?」

　あれ？　ハルは知らなかったのか？

「『赤鬼』……国防軍の兵士たちはお前をそう呼んでるぞ？」

「………」

　ハルは絶句していた。本当に知らなかったようだ。あ、そうだ。

　俺は立ち上がってナデンが運んできたゴンドラへと向かった。そして荷物の中からあるものを取り出すと、ハルのところに戻ってそれをハルに差し出した。

「……これは？」

「鉢金だよ。鬼の角付きの」

　それは金属部分に鬼の角の装飾がついた鉢金（額当て）だった。

「お前が『赤鬼』として名を馳はせているみたいだから、鍛冶士のタルに頼んで製作してもらったんだ。ここのところ忙しくて渡すのを忘れてたけどな。これを巻いていたら『赤鬼』だってすぐにわかるから、味方の士気を高め、敵の士気を挫くじけるんじゃないかな。その赤くなってる額の傷を隠すのにちょうどいい、早速巻いてみたらどうだ？」

「………」

　ハルは呆あつ気けにとられた表情のまま、鬼の鉢金を受け取った。

　どうやら理解が追いついていないようだ。

　これが『赤鬼のハル』誕生の瞬間だったのだけど、このときのハルはなんとも間の抜けた顔をしていた。まあハルが今後ちゃんと武功を上げてくれれば、この場面も後世の劇作家によって格好良く脚色されることだろう。だから頑張れ、ハル。







　その日の夜。

「なかなか格好良いのですよ、ハル」

「頭に角って私とお揃そろいっぽくていいわね」

「そ、そうか？」

　早速鬼の鉢金を着けたハルだったが、カエデとルビィに褒められたら満更でもなさそうな顔をしていた。現金なヤツだな。まあ気持ちはわかるけれども。

　部屋にはアイーシャ、ジュナさん、ナデン、ハルバート、カエデ、ルビィ、クー、レポリナがいて、これからの動きの最終確認を行おうとしていた。他にも見学したいと言われたので、トモエちゃんとイチハくんも壁際に置かれた椅子にちょこんと座っていた。

　俺はチマ公から借り受けたこのウェダン近辺の地図をテーブルに広げた。

「さて、それじゃあ始めたいのだけど……」

　そう言って俺はトモエちゃんの隣に視線を送った。

　そこにはなぜかユリガがちゃっかりと座っていたからだ。

「フウガのところに帰ったんじゃなかったのか？」

「だって暇なんだもの。戦場で暴れ回った日のお兄様はすぐ寝ちゃうし」

「だからってうちに来なくてもいいだろ」

「歳としの近い子がいる場所なんてここだけだし。お願い、邪魔はしませんから！」

　ユリガは手を合わせて頼み込んできた。彼女を無下に扱うと、フウガとの関係であとあと面倒事になりそうだしなぁ。……仕方ないか。

「大人しく見てるだけにしてくれよ？」

「わかってるわ」
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「はぁ～……それじゃあカエデ。説明を頼む」

「了解なのです。地図をご覧くださいなのです」

　参謀役のカエデが立ち上がり、地図を指し示しながら言った。

「当日の東方諸国連合軍の配置はこのようになります。我々はフリードニア王国の援軍本隊に合流しますのでこの配置には加わりません。流れ自体は単純なのです。東方諸国連合軍が魔物の侵攻を食い止めているところを、私たちフリードニア王国の軍勢が背後から攻めかかり、一息に包囲し殲せん滅めつします。以上です」

「……えっ、それだけなのか？」

　ハルが拍子抜けしたような声を出した。もっと事細かく説明されると思っていたのだろう。そんなハルにカエデはピシャリと言った。

「ハル、我が軍は魔物たちよりも数で勝り、装備で勝っているのです。単純ですが、これが現状では最も堅実で最も有効な戦術なのですよ」

「お、おう……わかった」

　理詰めで説明されてハルは黙らされていた。

　まあカエデが太鼓判を押すのだからそうなのだろう。俺は皆に言った。

「俺たちはこの夜のうちにルドウィン率いる援軍本隊と合流する。ハル、カエデ、ルビィはルドウィンの指揮下で戦ってもらうことになるだろう。トモエちゃんは……この城に残しておくのも心配だし、俺の近くにいてもらおうか」

「はいです、義あ兄に様さま」

「アイーシャ、ジュナさん、ナデンも今回は本陣に詰めていてくれ」

「「　承知しました　」」

「合点承知よ」

「他になにか質問があるヤツは？」

「はいはい、兄貴」

　真っ先に手を挙げたのはクーだった。

「今回オイラたちは戦ってもいいのか？」

「却下だ、却下。ラスタニア王国ではクーの手も借りたいほど人手不足だったけど、いまは敵を圧倒できる戦力がある。今回は大人しくしていてくれ」

　俺がそう言うとクーは手を頭の後ろで組んで唇を尖とがらせた。

「ちぇ～。じゃあオイラたちはこのウェダン城に残っていていいか？　こっち側から東方諸国連合軍の戦い振りを見てみたいし」

「それはべつに構わないけど……俺たちの目がないからって勝手に前線に出るなよ。お前になにかあったらゴウラン殿に顔向けできなくなるんだからな」

「ウキャキャ。わかってるって」

　クーは頷うなずいたけど、どうにも不安だ。俺はレポリナのほうを見た。

「レポリナ。家臣でもないキミに命じるような形になって申し訳ないけど、クーのことをしっかりと見張っていてもらいたい。もしも前線に出ようとするようならなにがなんでも止めてくれないだろうか？」

「うう……私に止められるかわかりませんが、頑張ります」

「お願いする。なんなら足を自慢の矢で射抜いてもいいから」

「ウキャ!?　兄貴、それはあんまりなんじゃねぇか!?」

　クーが抗議の声を上げたけど無視することにした。クーが大ケガでもすれば、本当に外交問題に発展しかねないんだから少しは自重してほしい。

　とりあえずこれで指示は出し終えたかなと思っていると、

「あの、ソーマさん」

　見学していたイチハくんが躊躇ためらいがちに手を挙げた。

「どうしたんだ？」

「あの……僕も一緒に行っていいでしょうか。フリードニア王国軍の本陣なら安全に生きている魔物をもっと近くで見られるかなって」

「えっ、……どうだろう」

　イチハくんの魔物に関する希け有うな才を知った以上、彼に魔物を詳しく観察する機会を与えてあげたいとは思う。だけど、なぁ……。たしかに本陣は安全だとは思うけど、まだ小さい他国の子を連れて行くのは大人としてどうなのだろうか。

　俺は渋ったけれどイチハくんはどうやら本気のようだった。

「父上の許可は自分で取り付けます。どうでしょうか？」

「……チマ公が許可を出すならいいか」

　個人的にもイチハくんにはもっと魔物について知ってもらいたいし、許可が取れるならそれもいいだろう。そんなことを思っていると、不意にユリガが立ち上がった。

「それなら私も付いて行くわ！　南の大王の戦い振りも見てみたいし！」

　未発達の胸を張って宣言されたけど、戦い振りって言われてもなぁ……。

「俺は本陣で大人しくしているだけだぞ？　みんなに迷惑が掛かるし」

「そうなの？　じゃあ采配振りを……」

「指揮はルドウィンに任せている。俺は本当にその場にいるだけだ」

「……貴方あなた、戦場にいる意味あるの？」

　呆あきれたような顔でどストレートに痛いところを突いてくる。

「ちょっとユリガちゃん、それはソーマ義あ兄に様さまに失礼なんじゃないかな」

　トモエちゃんがムッとした表情で文句を言った。

　しかし、ユリガは気にした様子もなくフンと鼻を鳴らした。

「お兄様が戦場に立って武勇を振るえば、みんながお兄様のあとに付いていって死力を尽くすわ。人を率いるってことは、そういうことなんじゃないの？」

「義あ兄に様さまは戦う姿を見せなくても、みんなが戦ってくれるもん。アイーシャさんたちだって、ハルさんたちだって、みんな自分の意思で戦ってくれるんだから」

「人任せ？　それって王様として格好悪くない？」

「悪くない！」

　挑発するように肩をすくめてみせるユリガに、トモエちゃんは犬歯を剝むき出しにして怒っていた。トモエちゃんのこういう顔は初めて見たかもしれない。俺はガルルと唸うなるトモエちゃんの頭を「よしよし」と撫なでて宥なだめながら、ユリガに言った。

「まあ、どっちが格好いいかって話ならそれはフウガだろうさ。俺だってあいつくらい戦えたらなぁって思うし、強さに憧れもある」

「当然でしょ」

　ユリガはフフンと得意げな顔をした。子供のこういう家族を誇らしく思っている仕草は可愛かわいいよな。俺のほうは侮られているわけなのだけど。

「でも俺はフウガじゃないし、フウガのようにもなれない。他のヤツらだってそうだ。どんなにフウガに憧れて付いていったとしても、他の誰もフウガにはなれない。それでも無理にフウガのようになろうとすれば、そいつは早死にするだろうな」

　思い当たることがあるのか、ユリガも「それは……」と言葉を詰まらせた。

　フウガの言動はどこか生き急いでいる感じがするからな。

　魔王領に単身乗り込んだり、群がる敵の中へと一騎駆けしたり……フウガだから生きているのであって、他の誰かが真ま似ねすれば命を落とすことになる。

「俺はどう頑張っても俺にしかなれない。だから俺は俺のやり方で国や家族を守るよ。苦手な分野は誰かの手を借りてね。そうすることで、どうにかこうにか国王を続けてこられたんだ。格好悪かろうが大事なものを守れるのなら、それでいいと思うから」

　俺がそう言うとユリガはキョトンとした顔をしていた。

「貴方って……変な王様ね」

「自覚はある」

「ふ～ん……そうね。余計に本陣に連れて行ってほしくなったわ」

「なんで!?　俺は戦わないって言っただろ!?」

「だって、貴方はお兄様とは全然違うタイプなのに、どうして多くの人が従っているのか興味が湧いてきたもの。ねぇいいでしょ？　お兄様にちゃんと許可を取るし」

　おねだりするような目で見られて、俺は肩を落とした。仕方ないか。

　イチハくんに許可を出した手前ユリガだけダメというわけにもいかないだろう。断ればどうしてイチハくんだけ特別扱いなのかと勘ぐられる可能性もあるし。

「ちゃんとフウガの許可を取れたらな……」

「やった！　じゃあ許可を取ってくるわね！」

　そう言うないなやユリガは部屋を飛び出していった。こういう思い立ったが吉日的な行動力があるところはロロアに似ているかもしれない。同じ妹キャラだしな。

　その後、チマ公もフウガも許可を出したため、俺たちはちびっ子三人衆を連れて本陣に戻ることになった。奇くしくもトモエちゃん（妖よう狼ろう族ぞく）、イチハくん（人間族）、ユリガ（烏からす天てん狗ぐっぽい獣人族）という組み合わせは犬・猿・キジを連想させた。

　鬼退治かな？　桃太郎は誰だろう。赤鬼は味方にいるけど。




　◇　◇　◇




　空を厚い雲が覆い、また風が強いためにとても肌寒く感じるこの日。

　ウェダン都市部を囲む城壁の近くに布陣している東方諸国連合軍の陣地の中では、一軍を率いて馳はせ参じた各国の将官たちが声を張り上げて兵士たちを叱しつ咤た激励していた。

「よいか！　間もなくフリードニア王国の援軍が到着する！」

「この援軍は五万という大軍であり、このウェダンでの戦いは本日中に決着がつくであろう！　つまり、今日が最後の武功の立てどきなのだ！」

「フリードニア王国軍が到着したら我らは武功の立て場所を失うことになる！　マルムキタンの騎兵隊ばかり活躍させるわけにはいかない！」

「報奨となっているチマ公の子女は六名。つまり、譲り受けられる国は六つのみ。その六国に食い込むためにも、皆、励むのだ！」

「「「　おおおおおおお！　」」」

　そこかしこの陣から兵士たちの鬨ときの声が上がっている。

　フリードニア王国軍の到来を知り、最後の武功を立てんと気勢を上げる東方諸国連合の将軍たち。その将軍たちの飛ばす檄げきに応えるように動き出す兵士たち。そんな東方諸国連合軍の様子を、クーはウェダン都市部を囲む城壁の上から眺めていた。

「ウッキャッキャ！　どいつもこいつも猛たけり狂ってやがるな！　よほどあの美しいムツミ殿を娶めとりたいと見える！」

「そんなこと言って、若様も本当は交ざりたいんじゃないですか？」

　楽しそうにはしゃぐクーにレポリナは呆れた顔で言った。

「ムツミ様、綺き麗れいなお方でしたし」

「んん？　あそこで暴れたいって気持ちはあるが、べつにムツミ嬢には興味ねぇな。オイラは思わず守ってやりたくなるようなかわい子ちゃんがタイプなんだ」

「タルさんってそういうタイプでしたっけ？」

「昔は泣き虫だっただろ？　いまは意地っ張りになっちまったけど」

「そう言えば……そうでしたね」

　クー、タル、レポリナは幼おさな馴な染じみだ。レポリナは昔のことを思い出した。

　子供のころのタルは人見知りの泣き虫で、よくクーやレポリナの陰に隠れているような女の子だった。クーはそんなタルを笑わそうとして、やんちゃしたり空回りしたりで余計にタルを泣かせていた。そしてクーは父ゴウランに拳げん骨こつをくらい、監督不行届としてレポリナも一緒にお説教を受ける日々だった。

　そんな三人の関係が変わってきたのは思春期に入ってからだろう。

　クーはタルに好意を冗談めかしてしか伝えられず、タルはクーに好意を抱いていても素直になれず、レポリナはそんな二人の気持ちを知っているからこそ、タルには邪険にされず、またクーの傍そばにいられるような立ち位置をキープした。

　気がついたらなんとも奇妙な三角関係ができあがっていた。

（この関係もやがて変わっていくのでしょうか。できるならば、三人それぞれが望む形になると良いんですけど。そのためには、自分でも動かないとダメでしょうか）

　レポリナがそんなことを考えていたときだった。

「おっ、あそこにいるのがそうか！」

　クーがいきなり立ち上がったかと思ったら、戦場の一点を見つめて言った。

　レポリナがその視線の先を追うと、戦場を駆け抜ける白い虎の姿があった。フウガの騎獣であるドゥルガだろう。とするとその背中に麦粒程度に見えるのがフウガか。

　フウガとドゥルガは魔物の海を順風満帆で渡る船のように突き進んでいた。

　そんな光景を見ながらクーは溜ため息いきまじりに言った。

「フウガ・ハーンだっけ？　兄貴が警戒していただけのことはある。いや～世界ってのは広いねぇ。あんなとんでもねぇのが隠れてたなんてよう」

「とんでもない、ですか？　たしかにお強いお方だとは思いますけど……」

　疑問顔のレポリナに、クーは口の端をつり上げてわずかな笑みを浮かべた。

「強いだけじゃねぇ。あいつは純粋だ。世界一の欲張りと言ってもいいか。欲しい物にはなんでも手を伸ばし、摑つかみ取ろうとする。たとえそれが炎の中にあって、取ろうとすれば手が焼けただれるような代物でもな。まったく、怖いねぇ」

　怖いという割りに、クーは面白そうに言った。

「兄貴や帝国の女皇マリアなら手を出すのを躊躇いそうなものにまで、あいつはなんの躊ちゆう躇ちよもなく手を伸ばすだろう。あいつがいまよりも力を持ったそのときにゃあ、あいつの純粋なまでの欲望が大陸中を覆うかもしれねぇ。おー怖い怖い」

　抽象的すぎてレポリナにはクーの言っていることが理解できなかった。しかし、ここまで断言しているということは、クーにはなにかしらの確信があるのだろう。

「それは若様の勘ですか？」

「まあそんなもんだが、自信はあるぞ。あいつはオイラの理想とする生き方そのものだからな。でっかい夢を思い描いて、それを実現させてしまう力を持っている。ああいう風に生きられたら気持ちがいいんだろうが……敵となったら厄介だな」

　そう言うとクーは笑みを消し、真っ直すぐフウガのいるほうを睨にらんだ。

「トルギス共和国は寒いし上空の気流も不安定で飛竜ワイバーンも飛べない。オイラたちにとっては厄介なことだが、そのおかげで諸外国から攻め込まれないという利点もある。攻め落としたとして統治も難しいし、得られる物も少ないからな。だから兄貴やマリア殿だったら攻めとろうなんて思いもしないだろう」

「……フウガ殿は違うのですか？」

　レポリナが恐る恐る尋ねると、クーはどかりとあぐらをかいた。

「あいつの見る夢はあいつを信じる者たちの夢になる。あいつがもし『大陸統一』なんて夢を思い描いたとしたら多少の……いや、たとえ被害ばかりが大きくなったとしても攻め込んでくるだろうぜ。夢を叶かなえるためだけにな」

「そんな……」

「兄貴ならまたべつの見方をするのかもしれねぇが、オイラはそう感じた。うかうかしてられねぇぞ。兄貴やマリア殿が食い止めてくれるともかぎらねぇ。オイラたちもオイラたちで、あいつが攻め込んできても負けねぇ国を造らねぇとな」

「………」

　そう語るクーの眼まな差ざしにはすでに為政者としての風格が見え隠れしていて、レポリナは思わず見とれてしまった。本人に自覚があるかどうかはわからないが、トルギス共和国から外に出たことでクーも着実に成長しているようだった。

　レポリナはドキドキしている胸元を押さえた。

（クー様に一生ついて行くためにも、私も……覚悟を決めなくちゃ）

　いつの間にかレポリナの目にも覚悟の炎が宿っていた。

　そのとき、にわかに東方諸国連合軍の陣営がざわめきだした。魔物の群れの向こう側にフリードニア王国の援軍五万の姿を確認したからだった。

　そして今回の魔ま浪なみは最終局面を迎えることとなった。
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　時刻は正午を過ぎたころだろうか。

「どうですか？　これで見えますか？」

　布陣を終えた王国国防軍が魔物たちを包囲殲せん滅めつせんと動き出したころ、その本陣ではアイーシャが両肩にトモエちゃんとイチハくんを乗せて立っていた。

　アイーシャが二人を肩車しているのは、

『ここからじゃ戦場の様子がよく見えません』

　と、ちびっ子二人が言ったからだった。

　高台に布陣しているので俺たちには全軍の動きは見えているのだけど、前方に矢留の楯たてなどが置かれているため、背の低い二人には見えなかったようだ。

「はい、よく見えます。ありがとうございます」

「た、たしかに眺めはいいのですが……やはりフリードニア王国の第二正妃となられるお方に、このようなことをしていただくのは……」

　喜んでいるトモエちゃんとは対照的にイチハくんは遠慮がちにそう言った。

　しかしアイーシャは「なんのなんの」と笑い飛ばした。

「お二人程度ならば、ちっとも重くありませんのでお気になさらず」

「いえ、その……重さの話ではなく畏れ多いという話なんですけど……」

　王妃となる人間に肩車されてるわけだし、イチハくんの気持ちもわかる。

　でも、うちはそういうところ緩いからなぁ。俺もだけど。

　もちろん公務などのときには身分に即した立ち居振る舞いをするけど、四六時中偉そうにしているのもなんか嫌だしな。抜けるところは抜いておかないと肩が凝る。

「アイーシャがいいって言ってるんだからいいんじゃないか？」

　俺は苦笑しながらイチハくんに言った。

「ソ、ソーマさん！」

「ほらほら、魔物のスケッチしに付いてきたんだろ？　ちゃんと描かないと」

「うぅ……わかりました」

　そう言うとイチハくんは画板を首にかけて紙面に木炭を走らせはじめた。

「べつに肩車なんてしなくても、私が変身して飛べばよくない？　ちびっ子たちはゴンドラの中に入っていればいいし」

　三人の様子を隣で見ていたナデンが腕組みをしながら言ってきた。

　今回は俺自身が戦場に出ることもないので、本陣に待機しているしかなく手持ちぶさたのようだった。不満げなナデンの頭を優しく撫なでながら言った。

「そうなると飛竜ワイバーン騎兵隊を護衛につけなきゃいけないだろ？　連れてきた飛竜ワイバーン騎兵隊は全騎が戦闘に参加しているんだから、余計な手間をかけさせるわけにはいかない」

「私とアイーシャがいれば空飛ぶ魔物が来ても大丈夫だと思うけど？」

「二人を乗せるとしたらゴンドラだ。ゴンドラをぶら下げながら戦うのは危ないだろ？　チマ公から預かっているイチハくんになにかあったら大変だしな」

「……それもそうね」

　ナデンも納得してくれようだ。とまあ、そんなことを話していると、

「ここって緊張感なさすぎじゃない？」

　同じく隣にいたユリガが冷めた目で見ていた。

「今日があの魔物たちとの最終決戦なんでしょ？　緊張感というかもっとこう……そう、真剣！　真剣な感じにならなくていいの？」

「そうは言ってもあとは囲んで押し潰すしかないしなぁ……」

　今回の動きは魔物たちを東方諸国連合軍が抑えている間に、その背後に鶴かく翼よくの陣でフリードニア王国軍が襲いかかり、右翼と左翼の部隊を徐々に狭めていって包囲殲滅するというシンプルなものだった。一言で表すなら『力尽くで囲もう』だ。

　魔物の取りこぼしを嫌うならもっと各国と連携し、役割分担を決めてかかるべきなんだろうけど、いまの東方諸国連合軍は最後の武功を取り合っている状況だ。

　とてもじゃないが細かい連携などがとれるような状況ではない。

　俺たちにできるのは自分たちだけでもちゃんと包囲し、できるだけ多くの魔物をここで討ち果たすことくらいだった。

　大事なのは群れで逃がさないことだ。討ち漏らしが少なく、分散されていれば各国の警察力や冒険者ギルドへ依頼を出すことで対処できるだろう。

「俺たちは俺たちの役割を淡々とこなすだけさ。そしていまの俺にできることは本陣で大人しくしていることぐらいだ。前に出ようとすると余計な迷惑がかかるしな」

「ホント不思議よね。強さや勇猛さを見せないで、よく将兵たちが付いてくるわね？」

「ちょっと貴女あなた、その言い方は失礼なんじゃないの？」

　ナデンがユリガを睨んだ。少しだけだけど龍の威圧感も放っているようで、並の子供だったら彼女の目を見ただけで泣き出していたかもしれない。

　しかしユリガはそんなナデンの目を真っ直ぐ見返して言った。

「だって！　人って強い相手には従うけど、一度でも弱みを見せると離れていくものじゃない。お父様が死んだとき、ハーン家から離れたり叛はん逆ぎやくを企たくらんだ氏族をいくつも見たわ。そういう氏族は跡を継いだお兄様にことごとく滅ぼされたけどね」

「ユリガ、貴女は……」

　重い話をさらりとされてナデンは言葉を失っていた。

　フウガだけでなくユリガも、人とは違った人生を送ってきたようだ。

「人は強さでまとめ、導くもの。お兄様はそう言ってるわ」

　マルムキタンの草原は小さな東方諸国連合とでも言うべき、中小勢力が乱立して合流と分裂を繰り返す土地柄だったという。そういう世界では力ですべてをまとめるしかなかったのだろう。それを間違いだと否定することは誰にもできない。

「マルムキタンでは力で統べるのが正しかったんだろう」

　俺はユリガの前に屈かがんで視線を合わせながら言った。

「だけど世界は草原や東方諸国連合だけで完結されるものじゃない。価値観とは土地柄や歴史によって形成されるものだから、もっと多様で複雑なんだ。宗教という権威で統べる国もあれば、傭よう兵へい契約という金銭で繫つながる国もある。グラン・ケイオス帝国のような理想の旗を掲げて魔王領と向き合おうとしている国もある」

「……よくわからないわ」

「あー、うん……まあ、十三歳にする話じゃなかったか」

「子供扱いしないで！」

「それっていかにも子供が言いそうな台詞せりふだよな」

「ぐぬぬ……」

　ユリガは歯がみしていた。子供相手に大人げなかったかな。

　だけど……この子の身の上話を聞いて少し不ふ憫びんに思ってしまったのだ。ほっとけない気持ちになり助言をしたくなったのだけど、伝わらなければ意味がないか。

　さて、どう言えばいいのかな……。

「そうだな……機会があればうちの国に来るといい。そしていろんな人と出会い、いろんな人の生活に触れてみるんだ。そうすれば自分とは違う価値観に出合えるだろう」

「ふ～ん……そういうものなの？」

「そういうものさ」

　ユリガは納得しきってはいないようだったけど、やがてコクリと頷うなずいた。

「一応、憶おぼえておくわ」

　するとそのとき、戦場のほうから歓声が上がった。

　いままさに魔物の包囲が完成したのだ。

　ゾンビライノサウルスのような巨大な魔物を、フウガ＆ドゥルガが率いるテムズボック騎兵隊や、ハル＆ルビィが率いる飛竜ワイバーン騎兵隊が集中攻撃して倒している。

　特大の雷電が飛び散り、獄炎が吹き荒れる。

　巨大な魔物が倒されるのを見た魔物たちは逃げだそうとしたようだけど、すでに包囲は完成しており、陣形を組んだ兵士たちに突っかかっていって殺されるもの、逃げ場がないまま包囲を狭められて圧殺されるものがほとんどだった。

　一方的な蹂じゆう躙りん劇。あれだけ蠢うごめいていた魔物たちは動かぬ骸むくろへと変わり、やがて戦場からは奇声も断末魔も聞こえなくなった。

　空を厚く覆っていた雲は散り散りになり、夕焼けに赤く染まるころに聞こえてきたのは兵士たちの「エイ、エイ、オオオオー！」という勝ち鬨どきだった。




　―――それは魔ま浪なみの終了を告げる勝利の雄お叫たけびだった。




　◇　◇　◇




　戦場に残された魔物の死体を夕焼けが赤く染めるころ。

　魔物たちの殲滅が完了し、フリードニア王国軍に野営の準備をさせたあとで、俺はナデンに乗って一部の仲間たちとウェダンの城へと舞い戻った。預かっていたイチハくんとユリガをそれぞれの保護者に返さなくてはならないからだ。

　昨日来たときと同じように中庭に降り立つと、これまた来たときと同じようにチマ公が満面の笑みを浮かべて出迎えてきた。

「おお、ソーマ殿！　フリードニア王国の援軍のおかげで魔物は殲滅され、我が国は危機を脱しました。なんとお礼を言ったらいいかわからぬほどです」

　俺の手を取りながら大げさに感謝するチマ公には苦笑するしかなかった。

　多分にリップサービスが含まれているだろうから話半分に聞いておこう。

「我々は数を頼りに最後の一押しをしただけです。最初から戦っていた他の方々の労苦には及びませんよ」

　あまり持ち上げられたくはないので遠慮気味にそう言うと、近くで聞いていたユリガが腕組みをしながらウンウンと頷いていた。

「たしかに、ソーマ殿は本陣で戦場を見ているだけだったわね」

「むぅ、ユリガちゃんってばまたそんなこと言って……」

　トモエちゃんが苦言を呈したけど、ユリガはプイッとそっぽを向いた。

「なによ、本当のことじゃない。その点、フウガお兄様は今日の戦場でも大活躍だったわね。トモエも見たでしょ？　でっかいゾンビライノサウルスが電撃に焼かれる姿を。あれは絶対にお兄様の一撃だわ」

「見たけど……ああいうのは匹夫の勇だって先生が言ってたよ？」

「どんな勇だろうと勇は勇よ！　勇ましく強い、まさに王の中の王！」

「むぅ……弱くたって立派な王様はいるもん。アルベルト様だって義あ兄に様さまだってみんなのために決断できる王様なんだから」

　トモエちゃんとユリガはバチバチと視線の火花を散らしている……のかもしれないけれど、二人とも子供なので睨にらめっこしているようにしか見えないな。

「まあまあトモエさんもユリガさんも落ち着いてください」

　イチハくんが二人の間に入ってなだめていた。そんなイチハくんの姿を目め敏ざとく見つけたチマ公は、好こう々こう爺やじみた笑みを浮かべながら「おお！」と驚きの声を上げた。

「引っ込み思案だったイチハもすっかり義妹いもうと君ぎみとうち解けているようですな！　やはり歳としが近いと仲良くなるのも早いのでしょうか！」

「あはは……そうなんですかね」

　チマ公には歳が近いのに犬歯が見えるぐらいギリギリと睨み合っているトモエちゃんとユリガの姿は見えていないのだろうか。きっとちびっ子同士の関係であっても、うちの国との接点になるのでは……とか考えているんだろうなぁ。

　さすが中小国家間の争乱が絶えなかったこの地で、外交能力で独立を維持してきた国のトップなだけはある。油断のできない御仁だ。

「義妹いもうと君ぎみにはイチハと仲良くしてくださって感謝しております」

「あはは……」

　こういう抜け目のない人物とはあまり深く関わるべきではないのだろうけど、イチハくんの有能さに気づいたいまはそう邪険に扱うこともできない。また、俺がイチハくんに興味津々だということを悟られたらそれを利用しようとするかもしれない。

　ここは内心を悟られないように愛想笑いで誤魔化すしかなかった。

　するとチマ公はもう一度俺の手を取って言った。

「今こ宵よい、ささやかながら此この度たびの勝利を祝う宴うたげを行います。そこで報奨の授与なども行いますのでソーマ殿にも是非とも参加していただきたい」

「あ、はい。参加させていただきます」

　俺はコクコクと頷いた。その返事にチマ公は満足げに頷くとイチハくんを連れて城の中へと入っていった。俺たちも部屋に戻ろうかと歩き出そうとしたそのとき、

「あっ、お兄様」

　空を見上げたユリガがそう口にした。

　見上げると大きな白い虎が空から舞い降りるところだった。

　フウガと飛虎ドゥルガだ。

　ドゥルガは魔物の返り血を浴びたのか、白い毛並みの所々に赤黒い染みができていた。巨大なドゥルガを見上げていると、フウガが上からひょっこりと顔をのぞかせた。

「よおっ、ソーマたちも戻ってきてたんだな」

「ああ。フウガも大活躍だったみたいだな」

「まあな。フリードニア軍が来たら一気に獲物がいなくなっちまったがな。もう少し暴れたかったんだが仕方ない……っと、そうだ」

　するとフウガはドゥルガから飛び降りると、ぐっと顔を近づけてきた。

「なあソーマ。お前も空を飛べる騎獣を持ってるんだろ？　あの黒いの」

「……あ、ああ。騎獣というより婚約者だけどな」

「婚約者？……まあいいや。少し空の上で話をしないか？　国を治めている者同士、俺とお前の二人だけで腹を割って話そう」

「それは、陛下の護衛として看過できません！」

　俺が返事をするよりも早くアイーシャがそう言うと、フウガは自分の弓と矢筒をユリガへと放って渡し、偃えん月げつ刀とうのような武器をドスッと地面に突き刺した。

「ただの世間話だ。武器は全部置いていく。もちろん『斬ざん岩がん刀とう』もな」

　あの青せい龍りゆう偃月刀のような武器は『斬岩刀』って名前だったのか。地面に突き立ったときの重量感といい、たしかに岩でも真っ二つにできそうだ。

「それに二人って言ってもそっちには強いドラゴンがいるんだろ？　俺がなにかしそうになったら飛んで逃げるなり攻撃するなりすればいいじゃないか」

「ですが……」

　アイーシャは尚なおも不安そうな顔をしていた。その不安もわかる。

　きっとフウガなら武器などなくとも俺を殺すことなど容易なのだろう。

　もしものとき、ナデンだけでは守り抜けないかもしれないと考えているのだ。フウガはそれほどまでに警戒しなければならない相手だ。

　だからこそ、いま警戒していることを悟られるのは得策ではない。

「いいよ、アイーシャ。話をするだけだろうし」

「陛下……」

「アイーシャさん」

　ジュナさんがなおも心配そうな顔をするアイーシャの肩にそっと手を置いた。そして耳元でなにやら囁ささやいたようだ。ここからではその内容は聞こえないけど、ジュナさんのことだから「ここは陛下にお任せしましょう」と説得してくれたのだろう。

　アイーシャは渋々ではあるものの引き下がってくれた。

「……わかりました。ナデン殿、陛下をくれぐれもお願いします」

「陛下をよろしくお願いしますね。ナデンさん」

「合点承知よ。アイーシャ、ジュナ」

　するとナデンは龍の姿に変化し、その巨体をフウガの前に晒さらした。

　龍状態のナデンの体長は三十メールくらいなので、地面に脚をついた状態でもドゥルガよりも大きくなる。見上げたフウガは感嘆の声を漏らした。

「おお～……でっかいな！　遠くから見たときにも思ったけど、これだけ近くで見ると凄すごい迫力だ！　やっぱり強いのか？」

『そうね。だからソーマに危害を加える気なら容赦しないわ』

　ナデンが怒気を含んだ声でそう言ったけど、フウガは愉快そうに笑うだけだった。

「頭に直接語りかけてくるのか。見た目は珍妙だが、そこらへんは音に聞くドラゴンと変わらないのだな。わかったぞ、ドラゴンのお嬢さん！　俺が変な動きをするようならそのでっかい顎あぎ門とでかみ砕いてくれていい」

　龍を見ても臆さずそう言ってのけるフウガの胆力には驚嘆を禁じ得ない。

　この男に怖いものはないんだろうか。ナデンは龍の金色の目で見つめながら、

『そうさせてもらうわ』

　と重々しい声で言った。ドゥルガも龍の出現を警戒してか低い唸うなり声を上げていた。なんかもうこの場で龍虎が激突しそうなギスギスとした雰囲気になっていた。

　俺は場の空気を変えるためにパンと手を叩たたいた。

「ほら、話をするんだろ？　さっさと行こう」

　俺はナデンの背に乗ると大空へと舞い上がった。

　フウガとドゥルガもそのあとに続いて駆け上る。ナデンは空を泳ぎ、ドゥルガは空を駆け、龍と虎はウェダンの空を並んで進んだ。高くまで昇ったので東方諸国連合と魔王領の境界線であるダビコン河が見えた。そんなときだった。

「なあソーマ。お前の目に東方諸国連合このくにはどう見える？」

　フウガが不意にそんなことを聞いてきた。

「……どうっていうのは？」

「どうしようもないと思わないか、ってこと。中小国家の乱立地域で、合体と分裂、同盟と裏切りの歴史を繰り返してきた。ちょうど俺の国の草原のようにな。その上、ごちゃごちゃに縁戚関係を結んでいるせいで、お互いにズブズブの関係になっている。そこかしこに親類縁者がいるんじゃ、誰も本気で国内を統一しようと考えない」

　フウガは吐き捨てるようにそう言うと、ドゥルガの上であぐらをかき、膝の上に肘を乗せて頰ほお杖づえを突いた。眼下に広がる台地を見下ろすその目は冷め切っていて、まるで東方諸国連合このくにそのものを蔑んでいるかのようだった。

「せっかく東方諸国連合という一つのまとまりができたっていうのに、その体質はこれっぽっちも変わっちゃいない。今回の魔ま浪なみにしたってそうだ。一丸となって戦えばもっと簡単に終わるだろうに、各国の保身やら利益やらが絡んで連携もとれない。フリードニア王国の援軍がなかったら殲せん滅めつまでにもっと時間がかかり、中規模国家でさえ崩壊するところもあったかもしれない。だから、お前には感謝している」

「……えらく素直だな」

　まさかフウガから感謝の言葉を聞けるとは思わなかった。

　しかし、思い返してみればフウガの行動は自分の感情に素直な面が見受けられた。素直だから他国の王にも臆することがなく、ムツミ殿にもストレートに好意を伝えていた。その素直さはきっと他人の目を気にしなくていい強さを持っているからなのだろう。

　そんなことを思っているとフウガがニカッと笑った。

「お前らが来てくれなかったら、このウェダンでの戦いがどれだけ長引いたかわからないからな。みんな報奨欲しさに欲望丸出しで好き勝手に戦ってたし」

「他ひ人と事ごとみたいに言うなよ。フウガだってその一人だろう？」

「俺はいいんだよ。好き勝手やっても一番戦果を上げてるんだから」

「物は言い様だな……」

　でも、実際にその通りなのだろう。

　好き勝手に戦ってもフウガは結果を残してしまう。

　だからといって、他の者たちが同じように行動したとしても同じ結果になるとはかぎらない。フウガの戦果は彼の天性の資質によるところが大きいだろうからだ。

　そういえば……トモエちゃんに絡んできた男たちもどこかしらケガをしているようだったな。態度の大きさからして、どこかの国でそれなりの地位についてそうな者たちが怪け我がをする。本来ならばあまり前線に出る必要もない立場なのに。

　もしかして、これもフウガの影響なのだろうか。

　他国の将たちもフウガに引きずられて、フウガのように戦果を上げようと無茶をして、そしてフウガのようには行かず重軽傷を負い、あるいは命を散らす。

　この地での一連の戦いで死傷した諸国の武将は多いのではないだろうか。そう思い至ったとき背筋がゾクッとした。もう何度目かわからない警戒心が湧き上がる。

　俺のそんな内心に気付くはずもなくフウガは話を続けた。

「それでだ。今回の魔ま浪なみを通して思ったんだ。東方諸国連合は本当の意味で一つにまとまらなくちゃならない。ちょうど親おや父じが制覇した草原のようにな」

　フウガは前に向かって突きだした手をグッと握り込んだ。

「北に魔王領があるこんな時代に、いまの東方諸国連合はなにもできない。西で聖女って言われてる女皇が人類側国家をまとめ上げようと旗を振っているときも、東で若き王様が古ぼけた国を立て直して一大強国を造り上げようしているときも、いまの東方諸国連合にはなにもできない。この時代という舞台に上がることさえできないでいる。それはこの地に生きる者にとってはしゃくに障る話だ」

「………」

　時代という舞台……フウガはそこに上りたいのだろうか。

　そこでなにを演ずるつもりなのか。何者になろうとしているのだろうか。

「だからこそ、誰かが本当の意味で統一しなければならない」

　フウガはドゥルガの上に立つと大きく腕を開いた。

「この東方諸国連合をだ。そのためには一度すべてをぶっ壊す覚悟がいる。さっきも言ったように、この国は各国の乱雑な縁戚関係や同盟関係でズブズブだ。それを統一しようと思ったら、それらをすべて破壊して、切り裂いて、更地に戻さなければならん。たとえどんな手段を使ってでも、どんなに手が血で汚れてもやりとげる覚悟がいる」

「それを、フウガがやろうというのか？」

　自分でも強こわばっているとわかる顔で尋ねると、フウガはドンと自分の胸を叩いた。

「おう！　いまのこの時代に俺以外の誰ができるっていうんだ！　実際に俺はそれを草原で成し遂げている。親父が折角草原を一つにまとめ上げたのに、そんな親父を謀殺するような者たちを俺は武で従えた。いまでは草原の誰もが俺に期待している」

　親父を謀殺。黒猫部隊の報告では、フウガの父ライガ・ハーンの死因は病気か毒かわからないということだったが……フウガは謀殺だと認識しているようだ。

「こんな時代だ。『強さ』は聖女の掲げる『理想』と同じくらい強い旗頭となる」

　そしてフウガは眼下を指さした。

「いまの東方諸国連合には北から逃れてきた難民たちがいる。扱いは各国によって異なるが、現状に不満を持っている者も多いだろう。仮に魔王領の一部でも解放できれば、そういった者たちは俺に故郷の奪還という希望を見て馳はせ参じることだろう。そして魔王領の解放を願うのは難民たちだけじゃない。土地が欲しい将兵や農家、産物が欲しい商人・職人、そして領地を増やしたい諸公もその流れにあやかりたいと思うはずだ」

　語られるフウガの思い描く青写真。

　画餅のように思える部分もあるけど、フウガならやってのけるんじゃないかという妙な予感があった。もし、この予感をフウガの言ったような者たちが感じたとしたら……それはその者たちにとって『希望』になるのかもしれない。

「しかし、そう簡単にいくものでもないだろう？　最盛期の帝国でさえ魔王領への侵攻に失敗しているんだぞ？」

「それは知っている。だが、俺には確信があるんだ」

「確信？」

　聞き返すと、フウガは力強く頷うなずいた。

「帝国が主導した連合軍を壊滅させたのは魔物ではなく魔族という話だ。そして〝魔族は魔王領の奥のほうにしかいない〟」

「!?」

　魔族は魔王領の奥のほうにしかいない？

「……その根拠は？」

「興味があって魔王領に入ったことがあるんだが、魔物の襲撃は頻繁にあったが魔族とはついぞ出くわさなかった。結構深くまで行ったのにな。それはつまり魔族は魔王領全体に散らばっているわけじゃないってことだ」

「………」

　俺は絶句した。フウガの推測は当を得ているように思われた。

　フウガは知らないだろうけど、帝国とはすでに『魔物と魔族は、人類と動物のような関係なのではないか』という推論を共有している。魔族とやらが魔物と意思疎通ができないならば、魔族にとっても魔物は害獣と認識されているかもしれない。

　魔族が魔物を警戒するなら、戦えない子供などが襲われないように戦力を分散させず大きなコロニーを作っているんじゃないだろうか。

　それが真実ならば、帝国主導の連合軍が最初は順調に進撃していたという記述にも納得がいく。つまり連合軍は魔王領の奥深くに入りすぎて、魔族のコロニーと遭遇してしまったのではないだろうか。そして魔物と魔族の区別なく攻撃して……。

　害獣駆除は全面戦争へと発展した。

「ぐっ……」

『ちょっとソーマ。大丈夫？』

　頭痛を憶おぼえて額を押さえていると、ナデンが小声で心配そうに言った。

　一応大丈夫だと答えはしたものの、内心ではちっとも大丈夫だとは思っていなかった。考えなければならないことが多すぎる。すぐにでもマリアと話し合いたいところだ。

　そんな俺の様子に気づいた様子はなく、フウガは話を続けていた。

「だから一部ならば魔王領の奪還は可能だと思うんだ。それを実績として東方諸国連合内の世論を味方につけて、統一の機運を作り出す。邪魔する者は叩きつぶし、非協力的な者は力で屈服させ、くだらない柵しがらみはぶっ壊し、この国を一つとする」

「それを全部お前がやろうっていうのか？」

「言ったろ。この俺がやらないで誰がやる！」

　自信満々に言ってのけるフウガ。

　その凄すさまじいまでの発想力と覚悟。やはりこの男は他の者とは次元が違う。

　そしてこの男を創り出したのは、間違いなくこの国の切羽詰まった状況であり、それを打開したいと考える人々の願いだ。人々の願いの体現者がこの男なのだ。

「どれだけ血が流れるかわかっているのか？　修羅の道だぞ」

「かまわねぇよ！　人の生などほんの束つかの間だ。長命種族ですら死ぬときゃ死ぬ。ならば後世まで残るような大事業を成し遂げてこそ男子の本懐ってもんだろう！」

「………」

　……あー、これはもう間違いない。

　この男は俺とマリアが〝なりたくないと否定したもの〟になろうとしている。

　人々の期待を糧に成長し、人の分限を大きく超えてしまう存在。

　この時代の『英雄』に。

　時代が膠こう着ちやく状態になったとき、人々の願いに応えるように英雄が登場する。

　秦しんの嬴えい政せい（始し皇こう帝てい）、織お田だ信のぶ長なが、ナポレオン……どうにもならない現状を打破してほしいという願いに応えて台頭する英雄は、暴力的なまでにそれまでの価値観や柵を破壊し、更地になった場所に新たな世界を築こうとする。後世には偉業として讃たたえられる多くの事業が、当時代人から見れば殺さつ戮りくでしかないというのもよくある話だ。

　俺はフウガの中にそういった英雄の資質を見た気がした。

　北に魔王領があるこの混迷の時代に、人々は期待を注ぐ器を探している。俺が腐らせている『勇者』という看板や、マリアの『聖女』もこの器となりえた。しかし、俺たちは人の分限を超えた存在になることを否定したので、その器はまだ現れていない。

　それではフウガはどうだろう。もしも人々がフウガに『英雄』になることを求めたら、フウガは躊躇ためらうことなく『英雄』となるのではないだろうか。

　そして人々の期待を背に、この時代に覇を唱えようとするのではないだろうか。

（国に帰ったら……マリアにも伝えないとな）

　東方諸国連合のフウガ・ハーンには気をつけろ、と。

　この男が本当に台頭してくるならば、人類最強の国力を持つ帝国も危うい。




　―――そして俺自身もフウガ・ハーンの名を、今後もっとも警戒すべき人物として胸の中に刻み込んだ。
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　その日の夜。

　ウェダンの城では今回の魔ま浪なみでの戦勝を祝う宴うたげが催されていた。

　ただラスタニア王国のときのような飲めや歌えの無礼講ではなかった。

　集められているのが東方諸国連合軍の首脳陣ということもあり、さすがに羽目をはずすような者はいなかったからだ。そこかしこで表面的には互いの健闘を称たたえながら、世間話のふりをして互いの国の情報収集が行われているようだった。

　援軍で来ている者たちなので着ているものこそ鎧よろいが多いようだけど、この感じは貴族の夜会に招かれたときに近い。実際にさっきからうちの国と誼よしみを結びたいお偉方が、入れ替わり立ち替わり挨拶にやってくるので俺たちは若干辟へき易えきとしていた。

「祝勝会ってもっと楽しいものだと思ったわ」

「まあまあ、これも私たちの大事なお勤めですから」

　隣で疲れた顔をするナデンを反対側にいるアイーシャが宥なだめていた。

　俺は寄り添うように立つジュナさんに尋ねた。

「ジュナさんも疲れませんか？」

「私は慣れているので大丈夫です。牽制任務はお任せ下さい」

　俺はエクセルから譲られたという青いドレスを着たジュナさんと腕を組み、両脇に黒いドレス姿のナデンと、カクテルドレス姿のアイーシャを置くという鉄壁の布陣でこの祝勝会に臨んでいた。彼女たちが俺のパートナーであることをアピールすることで、各国首脳陣から余計なお見合い話を持ち込まないように牽けん制せいしているのだ。

　うちは一応ここに集まった者たちの中では一番の大国なので、将来の妃きさきの機嫌を損ねてまで縁談を持ち込もうという者は少ないだろう。とくにジュナさんは美人な上に女性的な魅力に溢あふれる人なので、縁談を持ち込もうとした諸公もジュナさんを見て、これは無理だと世間話でお茶を濁してそそくさと帰っていく光景が何度も見られた。

「『綺き麗れいなお嬢様方ですね』とばかり言われました」

「咄とつ嗟さだと他に手頃な話題も見つからなかったのでしょうね。まあ、こんなに素敵なジュナさんのドレス姿を近くで見られたのだから、十分でしょう」

「ふふ、陛下に褒められるのが一番嬉うれしいです」

「ちょっとソーマ！　私のこともちゃんと見てよね！」

「この格好もかなり久しぶりな気もします」

「ナデンもアイーシャも、とても素敵だよ」

　俺がそう言うと二人は満足そうに微笑ほほえんだ。

　ちなみにナデンの黒いドレスは星せい竜りゆう連峰で踊ったときの自分の鱗うろこを変化させたドレスで、アイーシャのカクテルドレスは以前に歌番組の司会のときに着ていたものだ。なにかあったときのためにと荷物の中に入れておいてよかった。

　するとナデンはドレスの裾をつまみながら「はぁ～」とため息をついた。

「でも、この格好疲れるのよね。誰か来るたびに気を張らなきゃいけないし」

「ナデン殿は休んでいてもいいのですよ？　陛下の護衛は私一人でもできますし」

「それは嫌よ」

　アイーシャが気遣わしげに言ったけど、ナデンは拒絶した。

「それじゃあアイーシャとジュナだけがソーマのパートナーだって、ここにいる人たちに認識されちゃうじゃない。私だってソーマのパートナーなんだからね」

　そう言うとナデンはギュッと俺の腕に抱きついてきた。

　そんなナデンの行動に触発されたのか、ジュナさんもムギュッと絡めた腕により力を込めた。……擬音の違いに他意はない。アイーシャが少しむくれながら言った。

「お二人ばかり寄り添って狡ずるいです！　面倒ならその役目も私に任せてください。リーシア様に陛下のことを頼まれているのですから」

「私だって頼まれてるわよ！　それに竜ドラゴンと騎士とは一心同体なんだし」

「ナデン殿と陛下は竜ドラゴンでも騎士でもないでしょう？」

　バチバチと火花を散らす二人。周囲の視線も気になるところなので止めるべきか。

「あの二人とも、こんなことで張り合わなくても……」

「「　ソーマ／陛下は黙ってて／ください！　」」

「あっ、はい……」

「……貴方あなたって本当に王様なの？」

　二人の剣幕にタジタジになっていると、ユリガが呆あきれ顔でそう言ってきた。そういえばトモエちゃん、イチハくん、ユリガのちびっ子三人組もいたのだった。

　恥ずかしいところを見られて、俺は照れくささを誤魔化すように尋ねた。

「ユリガはフウガのところに帰らなくていいのか？」

「お兄様のところにいても大人の男の人たちばっかりでつまらないんだもの。だったらまだトモエやイチハのいるこっちにいたほうがいいわ」

「むぅ。もしかしてユリガちゃんって友達いないの？」

　トモエちゃんがそう言うとユリガの顔がピシッと固まった。

　あっ……これは図星だったのかもしれない。するとユリガは貼り付けたような笑顔でトモエちゃんのほっぺに手を伸ばしてムニッと摘つまんだ。

「な、なに言っちゃってるのかしらね。このチミッコは」

「ひゃう!?　ひょっひょ、ひゃへへひょ」

「や、やめてあげてください。ユリガさん」

　イチハくんが間に入って引き剝がすと、ユリガはふくれっ面になりながらフンッと腕組みをした。その姿は強がっているようにしか見えなかった。

「いいのよ！　みんな私のことをお兄様の妹としてしか見ないし、大人たちはお兄様の顔色ばっかりうかがってペコペコするだけだし」

「………」

　……ああ、なるほどね。

　フウガはこの子にとって誇りであるのと同時にコンプレックスでもあるわけだ。

　兄弟姉妹に優秀な人材がいるならば、そういう感情を抱くのは自然のことだろう。イチハくんだって他の優秀な兄弟姉妹と自分を比べて卑下していたみたいだしな。

　とくにいまのユリガは多感なお年頃のようだし、普段のツンケンとした態度はそういった感情の裏返しなんじゃないだろうか。つまるところ……。

「自分に構ってくれるトモエちゃんに甘えてるわけか」

「だ、誰がこんなチミッコに甘えてるっていうのよ！」

「わ、私に甘えたかったの？　頭ナデナデとかしたほうがいい？」

「ぬああああ、しなくていい！」

　ワーキャー騒ぎ始めたちびっ子たち。ユリガは絶対に認めないだろうけど、多分トモエちゃんたちが一番、彼女の素を引き出せているように思った。この三人組は案外いい友達になれるのではないだろうか。そんなことを考えていた、そのときだった。

「ええ、皆様。宴の最中ですが少々よろしいでしょうか」

　設けられた演壇の上にチマ公が立っていった。

　その後ろには六人の若い男女が段の上で並び立っている。ムツミ殿の姿もあった。

「それではこれより、予かねてからお約束していたとおり、援軍派遣のお礼として我が子たちを仕官させる国を発表させていただきます」

　壇上に立ったチマ公が高らかにそう宣言した。

　ということは、壇上に立っている六人が報奨となっているチマ家の兄弟姉妹なのだろう。八兄弟のうち跡継ぎである長男と末弟であるイチハくんを除く六名。

　たしかそのメンツは以下の通りだったと思う。




　ナタ（二十二）次男……巨大な斧おのを使う剛力の持ち主。

　ムツミ（二十）長女……美しく知略・武勇に優れている。

　ゴーシュ（十八）三男……弓の腕前は天下一品。

　ヨミ（十七）次女……双子の姉で魔導士。また読書家で知識が豊富。

　サミ（十七）三女……双子の妹で魔導士。また経理に明るく暗算が得意。

　ニケ（十六）四男……美少年。槍やりの名手。




　ムツミ殿やイチハくんの家系だけあって全員が美男美女だった。

　それでいてそれぞれに秀でた才能があるのだから、各国が婿に嫁に家臣にと欲しがるのもわかる気がする。わかる気はするのだけど……それでも俺が無理にでも獲得したいと思うような人材はあの中にはいなかった。あの中には、ね。

　まあ最後にやってきたうちには関係ないだろう。

　そう思っていたのだけど……不意に壇上のチマ公と目が合った気がした。なんとなく嫌な予感がしたのだけど、それはすぐに的中することになる。

　壇上のチマ公が俺のほうを見つめながら言ったのだ。

「今回の選考方法ですが、戦功の多かった国の方から指名していただく方法をとりたいと思います。そしてもっとも多くの軍勢を率い、国としてもっとも多い数の魔物を倒してくださったのはこの御お方かたでしょう。フリードニア王国のソーマ・カズヤ殿！」

　そう言った瞬間、周囲の視線がすべて俺たちに集まった。

　その視線は諦観、興味、そして妬みの感情が入り交じったものだった。結果として最後にやってきて美お味いしいところを持って行こうとしているのだから当然だろう。

（ああくそっ……余計なことをしてくれる……）

　チマ公としては有力な国家とのパイプはなんとしても欲しいところなのだろう。

　当然、もっとも国力が高いうちの国とのパイプは是が非でも欲しいはずだ。だから俺たちの国を戦功第一位としたのだろう。こっちとしてはこの場は目立たずに、あとでひっそりと〝目的〟を遂げようと考えていたのに、面倒くさいことになったものだ。

（なっ!?）

　と、そこで一際突き刺さるような視線を感じた。ジュナさんとナデンが絡ませていた腕を解ほどき、アイーシャは視線から俺をかばうような位置に立った。

　アイーシャの肩越しに視線を感じたほうを見ると、そこにいたのはフウガだった。

「………」

　フウガは無表情のまま真っ直すぐに俺のことを見つめていた。その視線は、

（ムツミ嬢を獲とるつもりなら覚悟しやがれよ）

　と、暗に訴えかけているようだった。

　多分、ここで俺が戯れにでもムツミ殿が欲しいなどと言ったら、フウガは俺を明確な敵と認定するだろうな。マキャベッリも『君主論』の中で『人は自分が傷つけられた恨みはすぐに忘れるが、財産や女を奪われた恨みは一生忘れることはない』と言っている。

　ここでムツミ殿を奪うようなことをすれば、フウガはフリードニア王国と戦争することになってでも奪い返しに来そうだ。さながら絶世の美女だったという弟の妻ヘレネーを奪い返そうとトロイアに攻め込み、滅ぼしたアガメムノーン王のように。

（フウガとの禍根を残す気は最初からないけど……）

　あの男はここまで自分の欲望に素直なのか。

　望みがあれば、なにがなんでも叶かなえようとする。その姿勢が恐ろしく思えた。

　俺はチマ公に向けて軽く会釈をしてから静かに首を横に振った。

「せっかくの申し出ですが辞退させていただきます」

「な、なんですと!?」

「我らフリードニア王国軍は遅参してきた身であり、その労苦はこの地で長く戦ってきた方々に及ぶものではありません。どうか報奨は他の方々に与えていただきたい」

　俺がそう言うとあからさまにホッとした空気が流れた。

　報奨の枠が減らずにすんだからだろう。ところどころから、

「素晴らしい配慮ですな」

「新しきフリードニア国王は物事の分別がわかっておられる」

「いやはや本当によくできた御仁だ」

　……と、俺を持ち上げる声が聞かれた。どこまで本気で言っているのだろうな。

　そして俺が辞退したことで戦功第一位はフウガのマルムキタンとなり、フウガは念願だったムツミ殿を手に入れることができたようだ。

　フウガは壇にあがるといきなりムツミ殿をお姫様だっこで持ち上げた。

「俺は家臣に欲しいだなんて面倒くさいことは言わない。ムツミ、俺はアンタを一目見たときから惚ほれている。俺の妻になってくれ」

　壇上で、しかも各国軍の首脳陣が見ている前でのド直球なプロポーズだった。これにはムツミ殿も目を丸くしていたが、すぐにそのしなやかな腕をフウガの首に絡めた。

「ふふ、素直な人ですね。いいですよ。私、強い人は好きですから」

「おう！　お前のためになら誰にも負けないと誓う！」

「その言葉を信じます。フウガ様」

　そんな二人には拍手とともに、祝福と嫉妬が半々の視線が送られていた。

　いや、嫉妬の視線のほうが多いかな。それだけムツミ殿を狙っていた者が多かったのだろう。こういった視線をまったく気に留めていないのが、さすがフウガといったところか。ともかくフウガと余計な軋あつ轢れきを生まずに済んでよかった。

　ホッと胸をなで下ろしていると、ユリガがジーッとこっちを見ていた。

「……どうかしたのか？」

「どうして戦功第一位の権利を放棄したの？　ムツミさんだってもらえたのに」

　その目は興味本位などではなく、真剣に知りたがっているように見えた。

「もしかしてお兄様がムツミさんを狙っていたから？」

「さっき言ったとおりだけど……それもあるかな。フウガとは喧けん嘩かしたくないし」

「そう。貴方はお兄様を恐れるのね……」

　そう言ったユリガの表情はやや険しかった。どうかしたのだろうか？

　するとユリガは静かな声色で語り出した。

「私たちはお兄様の凄すごさを知っている。だけど他の人たちは必ずしもそうじゃない。東方諸国連合内にもお兄様をせいぜいが小さな草原の王と甘く見ている人がいる」

　まあ、マルムキタンはまだ国土が小さいからな。フリードニア王国を治める俺が小国の王であるフウガを恐れていると言ったら、小心者過ぎると笑われるだろう。

　しかしユリガは決して笑うことはなかった。

「だけど……貴方はそうじゃないのね。マルムキタンの草原とは比べものにならないくらいの大国を治めているのに、貴方はお兄様をちゃんと警戒している」
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「いや、それは……」

「お兄様が貴方のことを気に留めていた理由がわかった気がするわ。どうしてこんなにも多くの人に守られているかもね」

　そう言うとユリガは薄うつすらと笑った。

　十三歳の女の子に見透かされたように笑われて、少々ドキリとしてしまった。この子もまた、フウガとは違った意味で只ただ者ものではないのかもしれない。

　そうこうしているうちに報奨の指名は終了したようだ。

「これにて我が子らの仕官先が決定いたしました。皆様、本当に……」

「あっ、少しよろしいでしょうか」

　チマ公がまとめの挨拶をしようとしていたとき、ここが勝負の為し所どころだと判断した俺は、チマ公の挨拶を遮るようにして挙手した。

「あの、報奨の件に不満がおありなのでしょうか？」

　チマ公は目を丸くしながら聞いてきた。俺は慌てたように首を横に振った。

「あー、いえいえ。報奨の件ではないです。マシュー殿にはイチハ・チマ殿というお子さんがおられますよね？　末子の」

「え、ええ。というよりも、そこにおりますが……」

　チマ公の言うとおりイチハくんは俺のそばにいた。

　俺はそんなイチハくんの頭の上にポンと手を置くと、チマ公に向かって言った。

「見たところ、我が義妹いもうととすっかり打ち解けた様子。またチマ家の兄弟姉妹はみな優秀ということもあり、この子にも素質があると思います。ですので、どうでしょう？　このイチハ殿を我が国で預かり教育を施したいと思うのですが」

「な、なんと……」

　突然の申し出にチマ公も面食らっていた。

　きっと頭の中ではこちらの思惑や、申し出を受け入れるメリット・デメリットを素早く計算していることだろう。ちなみに、この提案をすることにイチハくんからは前もって了承をとってある。イチハくんもうちの国に来ることに乗り気なようだった。

　魔物の絵ばっかり書いている変わり者として肩身の狭い思いをしていて、一番の理解者であったムツミ殿もよそに行くことになるのでこの国に未練はないそうだ。

　母親はすでに亡くなっているそうなので、あとはチマ公の許可をとれるかどうかが問題だった。チマ公は恐る恐るといった感じで言った。

「あのう……その子は少々変わり者で身体からだも弱く、ご期待に添えるかは……」

「身体が弱いのでしたら尚なおのことうちに来ていただきたい。いま我が国では医療改革を行っていて優秀な医者もいます。一度診察を受けてみるといいでしょう。また……変わり者、大いに結構です。私はそういう人物に目がありませんので」

　俺は畳みかけるようにそう言った。

「しばらくは義妹いもうとのトモエと一緒に宰相ハクヤのもとで学ぶことになるでしょう。そして来年の春には二人には学校に行ってもらおうと考えています」

「わ、私が学校にですか!?」

　トモエちゃんも驚いていた。俺はニッコリと笑いながら頷うなずいた。

「ああ。ハクヤとも話していたんだ。集団生活の中で学べることも多いからね。ハクヤの家庭教師だけでは学べないことを学校に行って学んでほしい。『王立アカデミー（学術関係）』と『士官学校（軍関係）』（軍関係）のどっちにするかは考え中だけどね」

「わ、私が……イチハくんと学校に……」

　トモエちゃんは動揺しながらも喜んでいるみたいだった。表情は混乱しているようだったけど、狼おおかみの尻尾はぶんぶんと振られていたので丸わかりだった。

　すると思案がまとまったのか、チマ公は好こう々こう爺やじみた笑みを浮かべた。

「おお、そういうことでしたら是非！」

　どうやらうちの国とのパイプができるのは喜ばしいと判断したようだ。

「イチハもそれで構いませんね？」

「は、はい！　父上」

　イチハくんはコクコクと頷いた。俺はホッとしたように右手を差し出した。

「よかった。それではイチハくん。これからよろしく」

「はい。よろしくお願いします」

　俺とイチハくんはしっかりと握手を交わした。

　そんな俺たちを集まっていた者たちは狐きつねにつままれたような顔で見ていた。

　報奨を辞退したと思っていたフリードニア王が、報奨の中になかった末弟を獲得したのだから面食らってしまったのだろう。ただチマ家の末弟は変わり者として有名だったので、そのことに不満を言う者はいなかった。それどころかむしろ、

「あれだけの援軍を率いてきて、得たのが末弟とは割に合いませんなぁ」

　と、あからさまにイチハくんをバカにしたことを言う者もいた。俺を持ち上げるためなんだろうけど、そのためにイチハくんを貶おとしめるというのは不快だ。

　まあそんなヤツらにイチハくんの有用性をわざわざ教えてやる必要もないので、顔には出さずに愛想笑いを返すだけに留とどめるけどね。俺は暴言を受けて俯うつむいてしまったイチハくんの頭にポンと手を置き、彼だけに聞こえる声で言った。

（「言いたいヤツには言わせておけ。俺は最初からキミだけが欲しかった」）

（「ソーマさん……」）

（「もしキミが最初から報奨の中に並んでいたとしたら、俺は戦功第一位を譲らずにキミを指名していただろう。たとえフウガと争うことになってもな」）

　ニッと笑ってみせると、イチハくんもようやく小さく微笑ほほえんでくれた。
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　祝宴から二日ほどが経過した。

　この地の魔物は一掃できたけど、魔ま浪なみの現状が判明するまでは俺たちはこの地に留まっていた。そして二日たって各国の状況がようやくわかった。

　黒猫部隊からの報告によればこのチマ公国に集結していた魔物たちが壊滅したことで、各国を襲っていた魔物の数は目に見えて減少しているようだ。あとはもう東方諸国連合軍だけで対処できるとのことだったので、俺たちは晴れてお役御免となった。

　そんなわけで俺たちがフリードニア国防軍の野営地で撤収作業をしていると、

「おう！　ソーマ。もう帰るのか？」

「フウガ？」

　いきなりフウガが飛虎ドゥルガに乗ってやってきた。

　急に現れたものだからアイーシャたちが警戒していたけど、フウガは背中にムツミ、鞍くらの前にユリガを乗せていたので荒事を起こしに来たわけではないだろう。

「なんだか慌ただしいなぁ」

　忙せわしなく兵士たちが動き回っている様子を見ながらフウガが言った。ヒラリとドゥルガから飛び降りると、ムツミとユリガが降りるのに手を貸しながら聞いてきた。

「もう少しゆっくりしていってもいいんじゃないのか？」

「そういうわけにもいかないさ。あまり長いこと国を空けてもいられないしな。この大部隊だと長居するだけ費用もかさむし、魔ま浪なみが片付いた以上とっとと帰りたい」

　東方諸国連合には王国ほど舗装された道路もないし、ライノサウルストレインのような輸送手段も使えない。結局帰りもえっちらおっちら帰るしかないのだから、早く出発したいのだ。ハクヤからも用が済んだらさっさと帰って来るよう言われてるしな。

　それにリーシアの出産予定日も近いし、個人的にも早く帰りたかった。

　するとムツミ殿が前に歩み出て俺に頭を下げた。

「ソーマ殿。此この度たびの援軍、まことにありがとうございました」

「……昨日の夜にも言いましたけど、俺たちは最後に来て残っていた敵を倒したにすぎません。過剰な礼など無用です」

「それでもです。この国が救われたのは事実ですから」

　ムツミは顔を上げるとにこやかに笑った。

「それと、イチハのことをどうかよろしくお願いします。あの子は年齢よりはしっかりしていますけど、身体も気も弱くて少々心配しています」

「はは、それは大丈夫でしょう。しっかりしているのは話していてわかりますし、義妹いもうととも仲が良いようですから上う手まくやっていけると思います」

　そう言って見つめた先ではトモエちゃん、イチハくん、ユリガのちびっ子三人組が別れの挨拶をしていた。

「それじゃあね。ユリガちゃん」

「どうかお元気で。ユリガさん」

「……あっ……うん」

　あれ？　トモエちゃんとイチハくんは普通だけど、ユリガはなんだかしおらしい様子だった。いつもの強気な感じが出せていない。

　それでも無理矢理年上ぶろうとしているのか、腕を組んで胸を反らした。

「その……アンタたちと一緒にいるのは、悪くなかったわ。妹分、弟分ができたみたいでね。アンタたちも王国に帰ってからも頑張りなさいよ」

「弟分って……」

「もしかしてユリガちゃん、寂しがってる？」

　トモエちゃんにストレートに聞かれて、ユリガの顔が真っ赤になった。

「だ、誰が寂しいって!?　チミッコのくせに生意気なのよ！」（ムニッ）

「ははらほっへふはははひへっへは～（だからほっぺつままないでってば～）」

「ユリガさん、その言動がもう寂しがってる駄々っ子みたいですよ？」

「うっさい！　アンタも摘つまんであげるわよ！」

「ってい……逃げよう、イチハくん！」

「は、はい！」

　ユリガの手を振りほどくと、トモエちゃんはイチハの手を取って逃げ出した。

　そのあとをユリガが「待ちなさいよ！」と言って追いかけている。

　三人はワーキャー言いながら本陣の中で追いかけっこをしていた。喧けん嘩かなら止めるべきところだけど、トモエちゃんは楽しそうに笑っているようなので大丈夫だろう。

　……というかトモエちゃん、直情型のユリガをからかって楽しんでないか？

　もしかしてトモエちゃんが成長したら、ジュナさんのような小悪魔美人になるんじゃないだろうか。すでに若干その片へん鱗りんも見られるような気もするし。

　我らが愛すべき義妹いもうとの将来に一抹の不安（と言っていいものか悩むけど）を抱いていると、フウガが思い出したようにポンと手を叩たたいた。

「ああ、ユリガで思い出した。なあソーマ」

「なんだ？」

「ものは相談なんだが、ユリガをしばらく王国で預かってくれないか？」

「「　はあ!?　」」

　フウガの突然の提案に、俺とたまたま近くにいたユリガの声が重なった。

　この男はいきなりなにを言い出すんだ。

「い、いきなりなにを言い出すんですか、お兄様!?　私は王国になど……」

　ユリガも同じような感想を抱いたようだ……って、当事者っぽいユリガさえも寝耳に水の発言だったのかよ。本当になにを考えてるんだか。
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「……どういうつもりだ？」

「昨夜の宴うたげでお前んとこの小ちっこいのと、俺の義弟おとうとになるだろう小っこいのを学校に入れるって話が出てただろ？　それを聞いたらユリガも大きな学校に入れて勉強させてみたくなったのさ。マルムキタンにはそういう施設もないからな」

「お兄様！　私、読み書き計算くらいならできます！　いまさら勉強なんてするくらいなら、私はお兄様のそばで役立てるような武将を目指したいです」

　ユリガはそう訴えたけど、フウガはそんなユリガの頭にポンと手を置いた。

「お前の武将としての資質は悪くはない。だが、悪くはないだけで武勇一辺倒ではすぐに頭打ちになるぞ。幸いお前は頭も悪くない。知識を積んで、それをもとに軍を動かす知将か、もしくは内政官としてならば大成できると俺は思っている」

「で、ですが……」

「それに俺はこれから忙しくなる。ムツミという嫁さんも迎えることだしな。マルムキタンにいても、前ほどお前に構ってやるわけにもいかない。だったら、喧嘩友達のいるフリードニア王国で勉強してくるっていうのもいいんじゃないか？　そしていつか俺の夢を手伝えるようなヤツになって帰ってこい」

「………」

　ユリガはチラリとトモエちゃんやイチハくんのほうを見た。

　これからは一緒にいる時間が減るであろうフウガのところに残るか、それとも王国に行ってトモエちゃんたちと一緒に学校に通うか迷っているのだろう。

　ユリガはしばらく無言のまま考え込んでいたけど、最後にはコクリと頷うなずいた。

「わかりました。王国で学び、きっとお兄様のお役に立てる人物となります！」

　ユリガは拳を握りしめながら決意したように言った。

　って、待て待て！　なに俺たちを無視して勝手に話を進めてるんだ!?

「そもそもうちが受け入れるとも言ってないんだが？」

「まあ、そこをなんとか頼むぜ」

　するとフウガは俺の首に腕を回して肩を組んできた。

　この体勢……フウガの膂りよ力りよくなら簡単に絞め殺されそうで怖い。

　さすがのフウガといえども、王国の最強戦力が揃そろっているこの場で俺をどうこうする気はないだろうけど……ないよな？　ちょっと怖いから放してほしい。

　チラリと見たらアイーシャは大剣の柄つかに手をかけ、ジュナさんはすでに投げナイフを手に準備していて、ナデンの髪の毛は逆立ってきていた。

　変な動きをすれば斬る＆投とう擲てきする＆痺しびれさすという意思表示なのだろう。

　するとフウガは俺の耳元で小さく囁ささやいた。

（「まあもちろん……ユリガに学ばせるためってだけじゃない」）

（「大事な妹じゃないのか？　一人で預けるなんてどういうつもりだ？」）

（「大事な妹だからだよ」）

　フウガは八重歯が覗のぞくようなギラリとした笑みを浮かべた。

（「俺の国はこれから大きく動き出す。国内ではマルムキタン内に潜伏している敵対種族の残党を殲せん滅めつし、国外では東方諸国連合に属する国々の支援を取りつけて魔王領へと繰り出す。その過程では一時的であるにせよ荒れることもあるだろう」）

（「……あの話、本気だったんだな」）

（「当たり前だろ。俺は実現する覚悟のないことは口にしないさ」）

　魔族は魔王領の奥にしかいないという認識の下、魔王領へと自国だけで踏み込む。あの日に語ったことを本気で実行に移そうとしているのか。

　するとフウガはフッと口元を緩めた。

（「そんなとき俺の肉親が狙われる恐れがある。ムツミには自分を守る知恵も力もあるが、ユリガはまだ小さい。人質にとろうとして拐かどわかそうとする輩やからも現れるかもしれねぇ。万が一のことを考えたら、遠いフリードニア王国に預けておくべきだと思ったのさ」）

（「なるほど……そのこと、ムツミ殿は知っているのか？」）

（「おう。ムツミも賛同してくれたぜ」）

　俺がムツミ殿のほうに視線を送ると、彼女は小さく一礼をした。

　義妹ユリガをよろしくお願いします、ということだろうか。

　フウガのこの提案に賛同したということは、これからフウガが大きな賭けに出ることを知っているということだ。自分に危険が及ぶかもしれないと知ってなお、フウガと共に征ゆく道を選んだのだろう。その眼まな差ざしがリーシアと重なって見えた。

（「良い嫁さんじゃないか。あんまり悲しませるようなことをするなよ」）

（「確約はできないが善処はするぞ。ムツミのことは必ず護まもる。あいつが見たいと言ってくれた〝俺の世界〟を見せてやらなければならないからな」）

　そんな話をしていたのか……なるほどね。

　リーシアが俺に賭けてくれたように、ムツミ殿はフウガに賭けたのだろう。

　自分の未来を。俺は脱帽のため息を吐つきながらフウガに言った。

（「事情はわかったけど、本当にそれで構わないのか？　俺がユリガを人質に取るといったことは考えていないのか？」）

（「お前は絶対にユリガに手は出さないよ」）

　大型捕食獣のようなギラついた目をしながら、フウガはニヤリと笑った。

（「俺にはお前のことがよくわからないんだ。強くもないのに多くの者を従えていて、万の兵を動かす力があるくせになにかを為なそうともしない」）

（「………」）

（「お前になら五倍の兵力差があったとしても負ける気はしない。だが、いざ戦うとなると泥沼になりそうな予感がするんだよな。なんかこう、面倒くさい戦いを強いられそうな……そんな予感だ。できるなら戦いたくない相手だと思っているよ。お前も俺に対して似たようなことを思っているんじゃないか？」）

（「……まあな。俺の場合は『できるなら』ではなく『絶対に』だけど」）

　そこまで開けっぴろげに言われてしまっては誤魔化すこともできない。

　俺が頷くとフウガはやっぱりなと言わんばかりに腹部を叩いた。

（「大国の王様にそこまで警戒されるとは光栄だ。そして俺と敵対したくないお前が、ユリガに手を出して俺の怒りを買うような真ま似ねはするまいよ。むしろきっちりと保護しといてくれるんじゃないか？」）

（「………」）

　その通りだから否定のしようがない。

　もしも王国でユリガを預かったとしたら、機密事項に触れさせないよう監視はつけるだろうけど、身の安全は最大限に守ろうとするだろう。

（「それで？　うちがユリガを預かるメリットは？」）

（「俺に一ひと先まず恩が売れる」）

（「必要とあれば恩や義理なんて躊ちゆう躇ちよなく踏み倒すんじゃないか？」）

　嫌みっぽく言ってみたけど、フウガはむしろ愉快そうに笑った。

（「否定はしない。だがユリガは、嫁に来るムツミを除けば俺に残されたたった一人の肉親だ。そんなユリガのいる国に好き好んでちょっかいかけようとは思わんよ」）

（「その言葉を信じていいもんなんだろうか……」）

　フウガのことだから過信はできないだろう。だけどある種の抑止力としての効果がまったく期待できないわけでもない。持っていないよりマシ程度のカードだけど、マシ程度であってもフウガへの備えであるならば悪くはない。

（「……わかった。ユリガを預かろう」）

（「はっはっは、助かるぜ」）

　フウガは俺を肩組み状態から解放した。フウガが離れたことでアイーシャとジュナさんとナデンの警戒体勢も解除された。武力衝突せずにすんで本当に良かった。

　するとフウガはユリガの頭にポンと手を置きながら言った。

「話はまとまったぜ。王国に行ってしっかりと勉強してこい」

「はい！　がんばります、お兄様！」

　ユリガは元気よく返事をした。

　フウガはニヤリと笑うとまた俺のほうに寄ってきて小声で言った。

（「さっきお前はユリガに手を出さないだろうとは言ったが、性的な意味でなら手を出してくれても構わんぞ？」）

（「はぁ!?　なにを言ってるんだ!?」）

　ユリガはまだ十三歳だろ。手を出すわけがない。

　しかしフウガは愉快そうに笑った。

（「いやいや、なにもいますぐ手を出すだろうって言ってるわけじゃない。ユリガが学校とやらを卒業するまでは預けることになりそうだからな。あいつは数年後には美人になりそうだし、お前も手を出したくなるんじゃないか？）

（なるか！）

（まあ手を出したのなら、そのときはきっちり娶めとってもらうがな。そうすればお前は俺の義弟だ。俺のことは義兄として敬ってもらおう」）

（「……それは御免被りたいな」）

　フウガの義弟とか勘弁してほしい。浅あざ井い長なが政まさ並の苦難を味わいそうだ。

　するとフウガは俺の背中をバシッと叩いた。

「まあともかくだ。ユリガのことを頼んだぜ」

「痛っ……わかったよ」

　義弟云うん々ぬんは冗談だろうとは思うけど、どこまで本気かわからないから怖い。




　―――こうして最後の最後で扱いに困る厄介なお土産を持たされながらも、俺たちはリーシアたちの待つ王国へと帰途についた。
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　―――大陸暦一五四七年十一月某日・王国の北東部




　ソーマがまだ東方諸国連合にいたころ。

　王国の東、ラグーンシティの近海ではカストールが率いる国防海軍が哨しよう戒かい任務を行っていた。秘中の秘である島型空母は使わず、旧来の海竜シードラゴン類に牽ひかせた鉄の戦艦五隻の編成で海を進んでいると、カストールの乗る戦艦に一報が届いた。

　海軍用に特別に調教された伝書クイによって届けられたその報しらせは、王国の漁民と王国近海で密漁しようとした九く頭ず龍りゆう諸島連合の漁民との間に、小競り合いが起こったというものだった。しかも九頭龍諸島連合側の船には武装船が交じっており、この武装船に攻撃された王国の漁民たちは退避せざるをえなかったという。

　報告を受けたカストールは、ただちに衝突が起こったという地点へと向かった。カストールは艦長席で船が進む先の海を忌いま々いましげに睨にらんだ。

（ここのところ衝突の頻度が上がってきている。いまのところは負傷者だけで済んでいるが、このままじゃいつか死者が出るぞ。そうなったらもう止められない。怨恨の連鎖だ。九頭龍諸島のヤツらは本気で戦争をおっぱじめる気なのか？）

　仮に戦争になったとしてもカストールは王国が勝つと思っている。

　たしかに海戦となると海洋国家である九頭龍諸島側に一いち日じつの長があるが、王国には虎の子の秘密兵器である飛竜ワイバーン騎兵を搭載する島型空母『ヒリュウ』がある。

　飛竜ワイバーンは陸地の見えない海を怖がるため海上では飛竜ワイバーン騎兵を使えない、というこの世界の常識の裏をかくこの兵器に、九頭龍諸島の艦隊は直すぐには対応できないだろう。

　それに空母を建造したあの秘密の島では、今日も元配下である飛竜ワイバーン騎兵たちが血の滲にじむような演習を行い練度を高めている。どんな敵が相手でも負ける気はしない。

（とはいえ、戦わないですむならそれに越したことはない）

　勝つ自信があったとしても、戦争に絶対はない。不測の事態は起こりうる。

　それに昨年は不正貴族やアミドニア公国との戦争があったばかりなのだ。そしていまは東方諸国連合に援軍を派遣している。そう頻繁に軍旅を起こしては国が疲弊する。

（まあ、これは俺が言えた立場ではないんだけどな……）

　いろいろな思惑や事情が重なってのこととはいえ、昨年、ソーマたちと対立してしまったカストールはその責任を感じていた。今度こそこの国のために身を粉にして働こうと覚悟を決めている。カストールは九頭龍諸島との戦争を思い描いた。

（海の戦は陸の戦とは違う）

　アミドニアとの戦争は一都市を落とすことのみが狙いだったから短期間で終結させることができた。しかし九頭龍諸島との全面戦争となれば厄介だ。

（海には道はあれど土地はない。一回の海戦に勝てば一時的には海上交易で優位に立てるが、港や船せん渠きよのある陸地を制圧しなければ敵艦隊は何度でも復活する。かといって、島国の集合体である九頭龍諸島を完全に屈服させるのは骨だ）

　仮に一つの島を陥落させたとしてもその維持は難しい。

　フリードニア王国からは海で隔てられているし、生活形態も王国とはもちろん各島毎ごとにまるで違うと聞く。代官を置いて統治するのも難しいだろう。

（勝ちゃあ良いってもんでもないんだよなぁ。まったく……空で戦っていたころは力がすべてだったんだが、地表はしがらみが多すぎるぜ）

　カストールはやれやれといった感じに溜ため息いきをついた。

　昔のカストールならば戦える機会さえあればワクワクしていたものだが、いまは戦後のことまでを考えるようになっていた。これはソーマたちに敗北し、エクセルのもとできちんと薫陶を受けたことによる成長の証あかしなのだが、本人は気付いていないだろう。

「艦長。目標地点です」

　副長にそう言われて、カストールは目をこらした。

　水平線のほうに十艘そうほどの漁船団とそれを守るように展開している中型の武装船の姿が見えた。カストールは気合いを入れるように艦長帽をかぶり直した。

「よし。今日こそヤツらの思惑を摑つかんでやる。各艦に通達。『漁船は無視し、武装船の拿だ捕ほに注力せよ』」

　いつものパターンならば、あの密漁船団は国防海軍が出張ってくると即座に逃亡を開始する。そしてそんな漁船たちを逃がすために、足の速い中型の武装船が急速接近からの一撃離脱方式で国防海軍を攪かく乱らんし、追撃を阻んでくるのだ。

　九頭龍諸島の中型武装船は木製の船で、海竜シードラゴン類よりも速いツノドルドンというイルカに一角獣の角を付けたような生き物に牽かせている。

　このツノドルドンは牽けん引いんするパワーは海竜シードラゴン類に劣るものの、泳ぐ速度と小回りの良さは海竜シードラゴン類を遙はるかに凌りよう駕がしていた。そのため機動戦になると国防海軍は武装船を捕捉できなくなるのだ。そのことはカストールもよくわかっていた。

「あいつらの動きにも慣れてきたな。無理に相手の速度に合わせる必要はない！　艦は回頭させず、漁船の逃亡方向に固定！　砲撃戦、用意！」

「ですが艦長！　別目標を追いながらの砲撃では、あの機動力を有する相手に命中させるのは困難かと」

　副長がそう言ったがカストールは首を横に振った。

「べつに当てる必要はない。やつらの動きを見て、あらかじめ向かいそうな地点に砲撃を行うんだ。あいつらもわざわざ砲撃されている地点に行こうとは思わないだろう。進路は自おのずと制限されて、ヤツらの機動力も殺せるはずだ」

「なるほど。了解しました」

　するとやはり漁船を守っていた三隻の武装船が漁船の盾になるようにして、カストールたちの艦隊に接近してきた。国防海軍の艦隊はカストールの指示通り、あえて武装船を狙わずに武装船の向かいそうな方向に砲撃を行った。




　ボンッ……バシャーン!!　ボンッ……バシャーン!!




　砲弾が吐き出される音と、砲弾が着水して水柱を巻き上げる音が響く。

　武装船は機動力を駆使して翻弄しようとするも、砲弾と水柱で進路を阻まれてうまく立ち回れなかった。その様子をカストールは艦長帽のツバ越しに冷静に観察していた。

「……大体わかった」

「え？」

「砲撃手！　二時の方向、距離八十だ！」

　カストールが伝声管に向かって叫ぶと、その指示通りに砲弾が発射された。




　ボンッ…………バゴンッ!!




　するとその砲弾は水柱をよけつつ回頭しようとしていた一艘の武装船の舳へ先さきにぶち当たった。武装船は前方部がえぐり取られ、ツノドルドンとを結んでいた綱も寸断されて、解放されたツノドルドンは東のほうへと向かって泳ぎ去った。

「目標に命中！　敵船中破！」

　見事命中したのを見て、副長は驚きの顔でカストールを見た。

「お、お見事です。よく当てられましたね……」

「空軍にいたころは、火薬樽だるを目標地点に落とすには風の流れなどを予測しなければならなかったからな。これくらい朝飯前だ」

　カストールは簡単に言ってのけたが、それがとんでもない超絶技巧なのは言うまでもないことだろう。空軍大将としての経験と海軍での研けん鑽さんの賜たま物ものだった。

　副長が呆あきれているのとほぼ同時に、残る二隻の武装船もこれ以上の攪乱は困難と判断したのか撤退を開始した。舳先が破損した武装船は大きく傾いていて沈没が始まっていたが、国防軍がいるこの状況での救出は無理と判断したのだろう。

　わずかな救命用ボートのみを海に流してから、東に向かって去って行った。

　沈没していく武装船からは乗組員が飛び出し、残っていたボートに向かって必死に泳ぎ始めた。相手の戦意がないことを確認したカストールはすぐに全艦に命じた。

「戦闘停止だ。これより、投げ出された者たちの救助を行う。彼らは一人一人が貴重な情報源だ。九頭龍諸島になにが起こっているのか知るためにも、可能な限りすべての人命を救助せよ！」

「「「　了解っ　」」」

　そしてカストールの艦隊は武装船のすべての乗組員を救助し、艦隊に収容してラグーンシティへと帰還することになった。収容した者たちはまず国防海軍で取り調べを受けたあと、ソーマやハクヤが処遇を決定することになるだろう。

（これでなにかわかるといいのだがな……）

　港に帰る艦の中で、艦長椅子にもたれながらカストールは思った。




　◇　◇　◇




　―――同時期・王国の北西部




　ルナリア正教皇国との国境線に近い城壁都市の商店通りを、甲かつ冑ちゆうを着た三十代半ばに見える大柄の女性と、ルナリア正教の聖職者の法衣を着崩したむさ苦しい感じの男性が歩いていた。ソーマからルナリア正教皇国への備えを任された元アミドニア公国の女将軍マルガリタ・ワンダーと、正教皇国から来た生臭司教ソージ・レスターの二人だった。

　二人が街を歩いていると、街の人たちに頻繁に声をかけられた。

「マルガリタ様、握手をしてください」

「いつも歌を聴いています。力強い歌声で素敵ですわ」

「私の子供を撫なでてやってくれませんか」

　マルガリタに掛けられる言葉は、若い女性たちからの畏敬や尊敬が溢あふれている言葉ばかりだった。一方のソージに掛けられる声はというと……。

「おう司教様。こっち来て一緒に飲まねぇか？」

「生臭司教様、こっちで飲んだくれてる俺の懺ざん悔げを聞いとくれよ」

「おいアンタ。この前の酒代、いつ払ってくれるんだい。もうツケないからね」

　と、まあそんな感じで酔っ払いや飲み屋のおばちゃんなどが多かった。

　そんなソージをマルガリタは苦笑しながら見ていた。

「人気者ではないか。ソージ殿」

「ったく、嫌みにしか聞こえねぇぜ。話しかけてくんのは飲んだくれの爺じじいに婆ばばあばっかりだ。どうせならアンタみたく若い姉ちゃんたちにモテたいぜ」

「それは貴殿が毎晩酒場に顔を出して飲んだくれているからだろう？」

「他にすることもねぇんだからいいじゃねぇか。古巣も大人しいみてぇだしな」

「……たしかに。なんの動きも見られませんね」

　ルナリア正教皇国の備えとしてこの地に配備された二人だったが、正教皇国は動く素振りを見せず、この方面の国境線は奇妙なほどに平穏だった。

　いまの王国は陸軍の半数近くが東方諸国連合に援軍として派遣されている上に、暫定国王のソーマも不在だ。なにかを仕掛けるには絶好の機会だというのに、正教皇国はなんの動きも見せていない。それがかえって不気味に思えた。

「国境線近くに軍勢が来ているという報告もありませんからな……」

　マルガリタは腕組みをしながら首を傾かしげた。ソージは鼻で笑った。

「ま、あの国なら軍を動かすよりも前に現地の信徒たちを煽せん動どうするだろうがね。それを防ぐためにアミドニア地方では絶大な人気を誇るアンタと、本国が信徒を煽動する上で邪魔になる俺がいるわけなんだが……信徒に指示が出たって話も聞かねぇ」

「貴殿が把握していないだけということはないのか？」

　ジト目で見るマルガリタに、ソージは肩をすくめた。

「酒場を回って飲んだくれてる正教徒に聞いてもなにも出てこねぇんだ。酔っ払いはなんでもベラベラ話すからな。その口からそれっぽい情報が出てこねぇんだから、少なくとも信者レベルにはなんの指示も来てねぇってことだろうさ」

「……飲み歩いているのかと思えば、やるべきことはやっていたのだな」

　マルガリタが感心したように言うと、ソージはケラケラと笑った。

「おう、仕事はしてるぜぇ。だからツケは王様に払っといてもらえねぇかな？」

「……やはり半分はただ飲みたいだけだろう」

「否定はしねぇな。どうだい、今夜一緒に飲まないか？　俺はアンタみたいなグラマラスな姉ちゃんが好きなんだ」

　そうやって口説くソージだったが、マルガリタはけんもほろろだった。

「あいにくだが他を当たってくれ。私には旦那がいるのでな」

「はあ!?　結婚してたのか!?」

「そんなに驚くようなことか。私だっていい歳としなのだからな」

「いや、だってよう……そんな話は全然聞かなかったし……」

　男も恐れぬ豪胆な女将軍マルガリタを妻にする男だ。どんな豪傑なのかとソージが想像していると、マルガリタは照れたようにポリポリと頰を搔かいた。

「まあ、旦那の影が薄いのは否定しないがな。もともと文官でひょろっとしているしな。いまはアミドニアにある私の領地で経営と子育てをしてもらっている」

「文官!?って、子供までいるのかよ!?」

「……だからこそ、紅白歌合戦のあのドレスは着たくなかったのだ」

　ちなみにマルガリタがロロアの作ったド派手な十八メートルのドレスを着て歌う姿を、旦那と子供は放送でバッチリと見ていたらしい。この前、帰省したときに「とても良かったよ」と優しげに微笑ほほえまれて、マルガリタは顔から火が出るような思いをしたそうな。

　マルガリタは恥ずかしさを誤魔化すように咳せき払ばらいをした。

「そういうソージ殿こそどうなのだ？　もういい歳なのだから身を固めればいいのではないか？　ルナリア正教は司教の妻帯は禁じておらぬのだろう？」

「女遊びは禁忌とされてるけどな」

「それはもう破っているだろうに。たしかエルフ耳の少女と暮らしているという話ではなかったか？」

「メルーラのことか？　あいつに関しちゃ……俺は飼い主みたいな感じだ」

「……なにやら卑ひ猥わいに聞こえるのだが？」

「野良猫にエサをやってるってぐらいの意味だよ。あんな凹凸に乏しいチンチクリンは全然、俺のタイプじゃ……ん？」

　話している途中でソージは不意に会話をやめると前のほうを見た。

　見れば誰かがこちらに向かって走ってきている。その人は中年の女性で、ルナリア正教の修道服を着ていた。修道女は息を切らせながらソージの前にやってきた。

「ソージ様……た、大変です……」

「どうしたんだ？　そんなに慌てて」

「ル、ルナリア正教皇国から……」

　そして女性は一呼吸置くと、ソージの耳元に顔を近づけて小声で告げた。

「正教皇国から聖女がお忍びでやって来ました。ソージ様に会いたいと言っています」







　ソージとマルガリタは街外れにあるルナリア正教の教会へと訪れた。

　なにかあったときのためにマルガリタには外で待機していてもらい、ソージが扉を開けて聖堂の中に入ると、祭壇の近くに全身を覆うフード付きマントを被かぶった人物が座っているのが見えた。その人物の前に回り込むと、ソージは目を丸くした。

「こいつぁ驚いた。本当に聖女の嬢ちゃんじゃねぇか」

「……お久しぶりです。レスター司教」

　その人物が立ち、被っていたフードをとると銀色の二つのお下げ髪がこぼれた。

　美しい顔立ちをしているが、色白で生気が薄く、どこか人形じみたこの少女はルナリア正教の聖女メアリ＝バレンティだった。

　ソージは訝いぶかしく思いながらも表情には出さす、軽い感じで尋ねた。

「なぜ聖女様が連絡もなしに王国に来ているんだ？　下手したらとっ捕まるぞ？」

　しかしメアリの表情はまったく動かなかった。

「それならばそれで構いません。牢ろうでソーマ殿か貴方に面会を求めるだけです。私は、そのためだけに来たのですから」

「わざわざ俺に会いに来たってのかい？　アンタら敬けい虔けんな信徒からすりゃあ、俺みたいなちゃらんぽらんな司教は嫌いだと思っていたんだがねぇ」

「個人的な意見を言わせてもらえば、その通りです」

「ハッキリ言うねぇ……」

「ソージ殿。貴方はルナリア正教の司教としての自覚を持って、その地位に相応ふさわしい振る舞いをなさるべきです。清貧に努めるべき聖職者でありながら、お酒や女性との交友を楽しむ貴方の素行の悪さは正教皇国でも有名です。王国に来てもそれは変わっていないのではないですか？　それは王国の正教徒を束ねる立場としては許されないことです」

「へいへい。ご高説ありがとうございます」

　真面目な顔で蕩とう々とうとお説教をするメアリに、ソージは耳の穴をほじりながら言った。

　自分の年齢より一回りは下の少女にお説教をされて反省するような精神など、ソージは端はなから持ち合わせていなかった。

「そんなお説教を言うためにわざわざ王国まで来たのかい？」

「……いいえ。これはあくまでも個人的な意見として申し上げただけです」

「だったら、いい加減本題に入ってくれないか？」

　ソージが苛いら立だたしそうに言うと、メアリは悲ひ愴そうな顔で言った。

「……ルナリスに新たな神託が下りました」

「神託？　もう出たのか？」

　ルナリア正教皇国には信仰の対象となっている『ルナリス』という碑文。

　そのルナリスには神託が文字となって現れるという。そのルナリスに浮かんだ神託に沿って、ルナリア正教皇国では国の統治や外交などが行われていた。

　しかし、神託は五年に一度くらいのペースで現れるもののはずだ。

　十年ほど前には北に魔王領が出現することを予言したという。

　そしてつい一年ほど前には『異世界から召喚されたソーマのもとに聖女を送り、自国の影響下に取り込むように』との神託が下っていたはずだ。

　その試みはソーマに上う手まくかわされてしまい、ルナリア正教を国教にすることには成功したものの、それは他の宗教と共にであり、聖女も送り返されてしまったので影響下に取り込むことはできなかった。成果としては五分五分といったところだろう。

　つい最近下ったのに、もう新たな神託が下ったというのだろうか？

「さすがに期間が短くねぇか？」

「過去に事例がないわけではありません。もっとも、神託の期間が短くなるときは時代が大きく動くときらしいのですが」

「で、その神託ってのは？」

「『北東』、『昇る日』、『世界を覆う光』……そして『焼かれる国々』」

「はあ？　ずいぶんと断片的だな」

「ルナリスの神託とはそういうものらしいのです」

　訝しむソージにメアリは言った。

「これはルナリア正教内でも上層部にしか知られていないことなのですが、ルナリスの神託をすべて正確に解読することはできていないのです。ただ、部分部分にわかる単語があるので、それを組み合わせて意味を推測しているのです」

「なっ!?　神託ってそんな曖昧なものだったのか!?」

　それはソージにしてみても寝耳に水の話だった。

　神託は正教皇国において秘中の秘だ。正教皇国の統治はルナリスの導きによって行われていると言われているのに、実は断片的にしか解読できていないとは。そんな不完全なものによって信徒たちは動かされていたということになる。

　ソージの背中に冷たい汗が流れた。

「……上層部しか知らないことを俺なんかに教えていいのか？」

「本来ならば、私や貴方程度の立場では知り得ぬ情報です。……しかし、そうも言っていられない事態がルナリア正教皇国の中で起こっているのです」

　メアリはそう言うと悲しげに瞳を伏せた。

「神託の中に不穏な単語がありましたでしょう？」

「『焼かれる国々』ってヤツか」

「ええ。この言葉を巡って、正教皇国の上層部は割れています。『北東』、『昇る日』、『世界を覆う光』という単語の解釈ですが、おそらく『世界を覆うほどの影響力を持つ英雄が北東に現れる』……ということであろうということは一致しています。しかし、その英雄の手によってであろう『焼かれる国々』の解釈が分かれているのです」

　メアリはソージに右手の人差し指を立てて見せた。

「一つはその英雄を危険視するグループです。焼かれる国々にはルナリア正教皇国も含まれているのではと考えて、対抗策を練るべきだと主張しています。主な対抗策としてはフリードニア王国と同盟を結ぶべしという意見です。ソーマ王は聖王にこそなってはいただけませんでしたが、王国内での正教徒は活動を保護されています。盟友となれば心強い後ろ盾になってくださるでしょう。このグループは比較的穏健派といえます」

「ふむ……」

　それならばソーマも受け入れるのではないか、とソージは思った。

　ソーマからしてみれば厄介ごとを抱え込むことにはなりそうだが、その台頭してくる勢力と対たい峙じするときに、ルナリア正教皇国の動きを警戒しなくて済むようになるのは大きい。国内の信徒を煽あおられる心配がなくなるからだ。一宗教の総本山としてではなく、あくまでも対等な盟友としてならば王国としても友好を結ぶ価値がある。

　するとメアリは今度は左手の人差し指を立てた。

「もう一つはその英雄を期待視するグループです。それほどまでに強大な力を持つ英雄が出現するならば、聖女を送り、ルナリア正教の権威を与えて取り込むべきだと主張しています。ちょうど……私がソーマ王のもとに派遣されたときのようにです。積極的に諸国に対抗しようとしているので、このグループは急進派と呼ばれています」

「急進派ねぇ……過激派の間違いじゃないのかい？」

「否定はできません」

（まあ……そういう動きをするグループも出てくるわな）

　ソージは内心でそう思い溜ため息いきを吐ついた。

　正教皇国は時代の権力者にルナリア神の権威を授け、その権力者の庇ひ護ごのもとに、今日まで国民や信徒への影響力を維持してきた国なのだ。それも国家としての生存戦略だと言われればそれまでだが、古巣とはいえ節操のない国だと思ってしまう。

「それで？　いまはどちらのグループが優勢なんだ？」

「急進派です。ソーマ王に聖王になっていただけなかった影響が大きかったです。西のグラン・ケイオス帝国が独自の聖女を擁立する中、東のフリードニア王国とも強固な結びつきを構築できなかったことで、上層部は危機感を募らせていました」

　べつに女皇マリア自身は聖女を僭せん称しようしたり、聖女として擁立されたりはしていないのだが、正教皇国にとってはそう見えるのだろう。メアリは続けた。

「急進派はこの二国に対抗できる勢力が出現するならば、今度こそ結びつきを強化しなくてはならないと考えたようです」

（……ソーマがルナリア正教の影響下に入ることを上手くかわしたことで、かえって正教皇国上層部を追い詰めちまったわけか）

　そしてその一端を担いでいるのがソージだった。

　生臭司教のソージが間に入ることで、王国内の正教徒は正教皇国からの指示を聞かなくて済むようになった。教会に煽せん動どうされて暴動を起こす心配もない。

　そのことが正教皇国上層部を焦らせる結果になり、まだ正体も定かではない英雄と結んで王国や帝国に対抗すべしという急進派を生み出したのだとしたら皮肉なことだ。

「すでに急進派によって穏健派の粛清が行われつつあります。貴方あなたが懇意にしていたゴルド枢すう機き卿きようも不正な蓄財や姦かん淫いんなどの罪で処断されました」

「まあ、あのおっさんに関しては自業自得だろうけどねぇ」

　ゴルド枢機卿は金の力でのし上がった、清貧にはほど遠い肥え太った男だった。

　ソージは正教皇国内で自由に行動するためにこの男に賄賂を送っていたりもしたのだが、人間的な尊敬はまったく抱いてはいなかった。処断されたと聞いても「おっさんも年貢の納め時だったんだろうなぁ」ぐらいにしか思わなかった。

「それじゃあ嬢ちゃんはどっちに所属しているんだい？」

「私がお世話になっている枢機卿猊げい下かは前者に所属しています」

「俺は嬢ちゃん自身の判断が聞きたいんだが？」

「私は……わかりません。いえ、わからなくなった、というのが正確でしょうか」

　メアリは立ち上がるとステンドグラスのモザイク画を見つめた。

　そこには地上に降り立ったルナリア神の姿が描かれていた。

「ソーマ王がルナリア正教だけでなく、他の宗教も国教として認めると宣言したと聞いたとき、私は無計画なことをと思ったのです。異なる宗教、異なる宗派が同時に存在していて争いにならないわけがないと思っていたからです。こんな国王のもとに身を置かねばならない王国内の正教徒を哀れにも感じていました」

「………」

「ですが……蓋を開けてみれば大きな争いも起こらず、王国内の正教徒も活動を禁止されることなく、のびのびと信仰しています。それどころか……。ソージ殿。王国内では『春告祭』を行ったそうですね？」

「ああ、ロロアの嬢ちゃんの発案でな」

　ソージがそう言うと、メアリは小さく苦笑した。

「王妃となられる方を嬢ちゃんなどと呼ぶのはいかがなものかと思いますが？」

「向こうも俺のことを『おっちゃん』と呼んでるんだからお相子だろ」

「親しい間柄なのですね……それはおいておくとして、その『春告祭』は多数の異教徒たちも参加したとか。冬の終わりを告げるルナリア神を称たたえる祭りに、どんなに改宗を訴えてもルナリア様を信仰しないような異教徒たちが参加し、正教徒とともに祭りを楽しんでいる。私はその話を伝え聞いたとき、とても驚かされました」

「逆も然しかりだがな。正教徒だって母竜信仰の祭りに参加したりしている」

「ええ。正教皇国内には『とんでもないことである』と怒っている方々もおられました。でも、私はそれが悪いことであるようには思えなかったのです。不思議ですよね。同じ宗教を信仰しているはずの国で意見の対立が起こっているのに、様々な宗教が入り交じった国のほうがお互いの宗教を尊重しているのですから」

「嬢ちゃん、アンタは……」

　随分と変わったもんだ、とソージは思った。

　ルナリア正教内において聖女という人種は、正教皇国上層部の指示には絶対に服従する美しい人形のような存在だった。自分の考えなど持たず、上の指示には疑問を抱かず、本人の意思など関係なく権力者に差し出される存在。それが聖女のはずだ。

　しかし、いまのメアリは迷っている。自分の頭で考えている証あかしだった。

　するとメアリはソージに向かって頭を下げた。

「今日は貴方にお願いがあって参りました」

「お願い？」

「はい。正確には貴方の口を通してソーマ殿にお願いしたいことがあるのです」

　真摯な眼まな差ざしでそう言うメアリに、ソージは頭をガシガシと搔かいた。

「そう言われても俺は正教皇国から派遣されている立場だ。この国の王様のやることに口出しはできねぇし、その資格もねぇんだぜ？」

　そう言うソージにメアリは当然でしょうとばかりに頷うなずいた。

「わかっています。そう難しいことではありません。お願いしたいのは人の保護です。急進派がこれ以上台頭することで、正教皇国内に居場所がなくなるであろう者たちを……最低でも私の姉妹たちを保護してもらいたいのです」

「姉妹？」

「百名あまりの聖女候補たちのことです」

　ルナリア正教はときの権力者を影響下に取り込むために、権威付けとして聖女を派遣してきた。その聖女は当然、その権力者に気に入られるような存在でなくてはならず、あらゆる〝需要〟に対応するために常時百名ほどの『聖女候補』を育成していた。

　メアリもそんな『聖女候補』の中からソーマ用に選ばれた存在だった。

「もし、急進派が北東に出現するという英雄を取り込むために聖女を派遣し、その英雄が聖女を受け入れれば他の聖女候補たちは邪魔になります。ルナリア正教の権威を独占するためにも、他の聖女候補たちは排除されることになるでしょう。『国々を焼く』という激しい気性の英雄ならば、ほぼ間違いなく」

「まあ、そうだろうな。……派遣されるのはお前さんかい？」

「……私はソーマ殿のために用意された聖女です。おそらく、べつの英雄にはその英雄にお似合いの聖女が派遣されることでしょう」

「お前さんも邪魔になるってことかい……」

　ソージは腕組みをして唸うなった。

　ルナリア正教内に聖女候補が多数いることは知っていた。

　その少女たちは聖女に選ばれない場合は一修道女として手厚く保護されているので、これまでは気に留めたことがなかった。しかし、内部闘争と外部からの要因次第で運命を容易たやすく狂わされてしまう、そんな脆ぜい弱じやくな足場の上に彼女たちはいたのだ。

　ソージとしてもそんな罪のない少女たちを救ってやりたかった。

「わかった。とりあえず、ソーマ王には話を通してみる。渋るようなら説得して、聖女候補たちの身の安全だけでも守れるように地に頭つけて頼み込んでやる」

「……感謝いたします。ソージ殿」

「だからお前さんも、身の危険を感じたら逃げてこい。聖女っつっても若い身空だ。なんでもかんでも背負い込むことはねぇ」

「っ！……はい」

　メアリは涙ぐみながらソージに深々と頭を下げた。

　その涙が乾いたあとで、メアリはフードを深々と被かぶると、ステンドグラスのほうを向いて祈りを捧ささげてから静かに教会を出て行った。ソージがそんなメアリの後ろ姿を見送ってたあとで、入れ替わるようにしてマルガリタが入ってきた。

「随分と厄介なことを頼まれたものだな」

　マルガリタがそう言うとソージは苦笑した。

「まあな。めんどくせぇことこの上ねぇが、俺は一応司教だしなぁ。ガラじゃねぇのは承知だが、道に迷える乙女たちがいるなら救いの手を差し伸べなきゃならねぇ。幸い、俺は本国にいるどの司教よりも動きやすいしな」

　ソージはそう言うとステンドグラスに描かれたルナリア神の姿を見上げた。

「俺がこの国にいるのも、神アンタの思おぼし召めしってやつなんですかい？」

　ソージの問いかけに、ステンドグラスの絵が答えるはずもなかった。
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　―――同時期・王国の西部国境線付近




　フリードニア王国と傭よう兵へい国家ゼムとの国境線付近。

　傭兵国家ゼムは山々に囲まれていて、他国に侵出はしづらいが他国からの侵入は防ぎやすい天険の国家だ。そんなゼムと通じている街道もまた少なく、フリードニア王国からゼムへと繫つながる街道で軍勢を通せるような道は山間の一本しかなかった。

　そんなゼムに繫がる街道と国境線が交わる地点にほど近い都市の城壁の上に、ソーマの武術指南役兼ご意見番のオーエンと、ロロアの祖父でありネルヴァの領主であるヘルマンという老将コンビが西側を睨にらんでいた。

　ソーマから傭兵国家ゼムへの対処を任された二人だったのだが、ゼムに大きな動きはなく警戒することしかできなかった。ただ動きがまったくないわけではない。

　国境線近くで兵を集めているという間かん諜ちようからの報告はあった。しかし、その軍勢が国境を越えて攻め込んでくるような素振りは見られなかったのだ。

　オーエンは白いカイゼル髭ひげを触りながら「ふむ……」と唸った。

「ゼムはあくまでも様子見をするようですな。ルナリア正教皇国やトルギス共和国が動けば、ヤツらも漁夫の利を狙って動くでしょう……」

「もともとあの国は他国の戦に介入し、その報酬として領土を得てきた国じゃ。自国だけで戦を起こすことはまずない。いまは共和国はゴウラン殿が抑えてくれておるし、正教皇国もいまのところ静かじゃ。このまま様子見が続きそうじゃな」

　ヘルマンがそう言うと、オーエンは太い腕をブンブンと振り回した。

「つまらんですなぁ。せっかく陛下よりこの地の守備を任されたというのに」

「面倒がなくていいじゃろうが。王国の筋肉爺じじいは血の気が多くて困るわい」

「ふん、なにかと頭の固い公国の頑固爺よりはマシですぞ」

　二人の視線がぶつかりバチバチと火花を散らした。

　武人であり、老将であり、まだまだ若いもんには負けぬぞ気質の二人はハッキリ言って似たもの同士であり、お互いの存在をまるでライバルのように意識していた。

　とくにいまはゼム軍の襲来もなく暇を持て余しており、またソーマやロロアのような二人を自重させる人物も不在であるため、ことあるごとに張り合っていた。

「これはまた模擬戦かのう。今日こそ現役を引退させてやろう」

「望むところですぞ。貴殿こそ、孫娘ロロア姫を愛めでるだけの好こう々こう爺やにしてくれよう」

　暇を持て余した二人は、この流れで模擬戦を行うのが日課となっていた。どうせ止めても聞かないので、近くにいた衛え士じたちも見て見ぬ振りをしていた。

　こんな猛将二人が刃引きの剣でとはいえガッコンガッコン打ち合うものだから、その音はこの都市中に鳴り響いて住民たちから苦情が出ていた。そういった苦情の対応を任されることになる衛士たちは、元気爺じいさん二人に恨みがましい視線を送っていた。

　しかし、今日は模擬戦は始まらなかった。と、いうのも……。

「報告、西の方より騎馬が一騎接近してくる模様」

　二人のもとに伝令兵がそんな情報をもたらしたからだ。

　二人が城壁から身を乗り出すようにして西を見ると、たしかに一騎、こちらに向かって駆けてくる騎兵の姿が見えた。その騎兵が近づいてくるにつれて、立派な鎧よろいに二振りの長剣をクロスさせて背負っている騎士だということがわかった。

　顔全体を覆う兜かぶとをしているため顔立ちは見えない。

「ほう……なかなかの手綱捌さばき。立派な騎士じゃのう」

「………」

　ヘルマンは感心していたが、オーエンはなにも言わずその騎士を注視していた。。

（あの出いで立たち、どこかで見たような……）

　するとその騎士は城門の前まで来ると声を張り上げた。

「この都市の責任者の方に申し上げる！　私は傭兵国家ゼムの王、ギムバール・ド・ゼム様よりフリードニア国王ソーマ・カズヤ殿に宛てた親書を預かってきた者だ！　どうか受け取り、ソーマ王に届けていただきたい！」

　騎士の声は大きく澄んでいて凜り々りしかったものの、少し高めで女性のものだということがわかった。その声を聞き、オーエンは目を見開いた。

「女子の声……まさかっ」

「オーエン!?」

　ヘルマンが呼び止めるよりも早く、オーエンは城壁から外に向かって飛び出した。

　城壁は十メートル以上の高さがあったにもかかわらず、オーエンは風の魔法で威力を殺すことで無事に着地すると、その女騎士のもとへと駆け寄った。

　近くで見ればその女騎士は腰にお尻から伸びた細長いネコ科の尻尾が巻かれていて、ネコ科の獣人族だということがわかった。

「もしや、貴女あなた様さまは……」

「この書状を必ず、ソーマ王に渡していただきたい」

　オーエンがなにかを聞く前にその女騎士はオーエンに書状を押しつけた。

　そしてすぐさま馬の向きを変えると、来た方角へと向かって駆け出した。

「ま、待ってくだされ！　貴女は、ミオ様ではないのか！」

　オーエンが呼び止めたが、女騎士は振り返ることなく駆けていき、やがて見えなくなった。立ち尽くしていたオーエンのもとにヘルマンが城壁から降りてやってきた。

「なんだ血相を変えて……あの女騎士がどうしたというのじゃ？」

「あの御お方かたは……おそらくミオ様だ」

　オーエンは呆ぼう然ぜんとした表情のまま言った。ヘルマンは首を傾かしげた。

「ミオ様？　聞かぬ名だが……」

「アミドニア公国におった貴殿はそうでしょうな。ミオ・カーマイン。かつて陸軍大将だったゲオルグ・カーマイン公のご息女だ」

　オーエンは痛ましげな顔で女騎士の去って行った方を見ながらそう呟つぶやいた。
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　―――大陸暦一五四七年十二月二十一日昼過ぎ・王都パルナム




「ふう……ようやく帰ってこられたな」

「こうしてお城を見るとどっと疲れが出てくるわね」

　人の姿に戻ったばかりのナデンが肩をぐるぐる回しながらそう言った。

「たしかにこのお城を見ると家に帰ってきたって感じがしますね」

「ふふ、私たちはもうすっかりお城がお家なのですね」

　アイーシャとジュナさんもそう言って笑っていた。

　そうだな。ようやく俺たちの家に帰ってこられたんだ。

　東方諸国連合へ派遣した援軍と共に王都パルナムへと帰還した俺たちは、ナデンのゴンドラに乗って一足先にパルナム城へと帰還した。戦争ではなかったので凱がい旋せん式のようなものはなく、援軍本隊は城壁の外で解散させることになるだろう。

　その作業は総大将のルドウィンと副官のカエデに任せている。

　すると城の中からハクヤとロロアが出てきて俺たちを出迎えた。そして、

「陛下。急ぎリーシア姫のもとへお向かいを」

「急いだほうがええよ！」

　二人は開口一番にそう言った。なにやら焦っている感じだ。

「っ!?　リーシアになにかあったのか！」

　心配して尋ねると、ハクヤが神妙な面持ちでコクリと頷うなずいた。

「今朝方、陣痛が始まったとの連絡がございました」

　陣痛って……産まれるってことか!?　するとロロアが俺の胸をとんと押した。

「もうすでにお医者さんのヒルデとブラッドはシア姉んとこに行っとるわ。うちらも仕事を片付けてから行くから、ダーリンもはよ行きいな！」

「……いいのか？　王国に戻って早々に向こうに行ってしまって……」

　留守の間の政務と、今回の派兵に関する処理は山積みになっているはずだ。文官たちからしてみれば早く俺に政務に戻ってほしいところだろう。

　しかしハクヤは肩をすくめただけだった。

「どのみち、いまのままでは政務に集中できないでしょう。集中できないままミスを連発されては結果的に仕事が増えます。こちらのことは我々にお任せください」

「……すまない。ありがとう」

　俺は振り返ると婚約者と義妹いもうとに言った。

「聞いての通りだ。俺とナデンはリーシアのもとへ行く。アイーシャとジュナさんは悪いけどゴンドラ内の荷物を頼む。そのあとで来てほしい」

「りょ、了解です。陛下」

「承知いたしました」

「ロロアも自分の仕事を片付けてから来てくれ。トモエちゃんはイチハくんとユリガをハクヤのところへ案内して。来たかったらあとで三人と一緒に来るといい」

「わかったわ。シア姉のこと頼んだで」

「わかりました義あ兄に様さま」

　四人の返事を聞いてから、俺は龍になったナデンの背中に飛び乗った。

「それじゃあナデン。最高速度で頼む」

『合点承知！　速さで気絶しないでよ？』

　そう言うや否や、ナデンは空へと舞い上がった。

　いつも以上の急上昇で地面があっという間に遠ざかった。いつもならとても怖く感じただろうけど、いまは気が急せいていてそんなことを気にする余裕もなかった。

（リーシア……リーシア……）

　頭の中で彼女の名前を何度も反はん芻すうしながら、俺とナデンは一路、リーシアが滞在している先代国王アルベルト殿の領地を目指した。







　空を駆け抜け、俺とナデンはアルベルト殿の邸宅の前に降り立った。

　すると門から見える庭にある、日ひ除よけ屋根の下のテーブル席に医師のブラッドがいるのを見つけた。ブラッドは白衣の上に袈け裟さ懸がけに紐ひものようなものを通していた。

「ブラッド？」

　呼びかけながら近づくとブラッドがこっちに気づいた。

「……王様か。今日はまた珍しい格好をしているな」

　そう指摘されて、そういえば軍服のままだったことに気が付いた。東方諸国連合から王都へと帰ってきたその足でこっちに来たからな。着替える暇もなかった。

「急いでたからな……というか、お前もなにか変な着方をしてないか？」

「仕方ないだろう。こんな状態なんだ」

　ブラッドが背中を向けると、そこには生後一年はたっていないであろう赤ん坊が張り付いていた。どうやら袈裟懸けにしていた紐はおんぶ紐だったようだ。

　近くに寄って赤ん坊を覗のぞき込むとどうやらおねむのようだ。薄うつすらと生えた髪はブラッドと同じ白色だったのだけど、そのおでこには三ツ目族の特徴である宝石のようにも見える小さな『第三の目サード・アイ』が輝いていた。ぷっくらとしたほっぺがとても愛らしい。

「可愛かわいいな。話には聞いていたけど、この子がブラッドたちの子供なのか？」

「……娘だ。ルディアという名前だ」

「ルディアちゃんか。ヒルデの名前からとったんだな……って、ルディアちゃんはたしかに可愛いけど、いまはそんなことよりもだ！」

　赤ん坊の可愛らしさに当初の目的を一瞬忘れていた。

「リーシアの陣痛が始まったって聞いて飛んできたのに、なんでブラッドはこんなところでのんびりしているんだ!?」

「ふぁっ……うわあああああああ!!」

　俺が急に大声を出したせいで、ルディアちゃんが起きて泣き出してしまった。

「ああ、ごめん！　な、泣かないでね～」

「よしよ～し……ルディアの前であまり大声を出さないでくれ。子供にとっては知らない大人がいるというだけで恐怖を感じるものなのだから」

　背中の娘をあやしながらブラッドが窘たしなめるように言った。

　昔はもっとトゲトゲしていたと思うのだけど、いまではすっかりパパになっているようだ。三人でルディアちゃんを落ち着けてから、あらためてブラッドに尋ねた。

「大声を出して悪かった。だけど双子の出産だから帝王切開になるっていう話じゃなかったか？　その執刀医であるお前がここにいるんだから疑問にも思うだろ」

「……そのことなんだが、帝王切開は行わないことになった」

「はあ!?　どうしムグッ」

（「ソーマ、静かに！」）

　ブラッドを問い詰めようとしたらナデンに口を塞がれた。

「またこの子が泣き出しちゃうわよ？」

　三人でルディアちゃんの顔を覗き込んだ。……うん、寝てるようだ。

　俺はナデンの手をどけてから「す～、はあ～」と深呼吸をした。

「……ごめん。でも、どうしてなんだ？」

「母親の希望によるものだ」

「リーシアの？」

「帝王切開について説明したら拒否された。腹を切られたくないそうだ」

　ブラッドの話によるとリーシアは帝王切開で腹……というか腹筋を切られることを嫌がったそうだ。武術をたしなむリーシアにとって筋肉を切られるということは、かつてのように戦場に立てなくなるかもしれないということを意味するらしい。

　だから帝王切開ではなく自然分ぶん娩べんを希望したのだそうだ。

「幸い、胎児たちの位置は悪くない。ヒルデの見立てでは自然分娩も可能らしい」

「そうなのか？」

「ああ。だが苦痛の時間は通常の出産の倍になる。単純に二人分掛かるわけだからな。まあ、そう説明してもなお母親は自然分娩を希望したわけなんだが……」

　正直よくわからん心理だ、とブラッドは頭をガシガシと搔かいた。

　俺も同意だけど、ナデンは「わかる気がするわ」と一定の理解を示していた。男にはわからない母親としての矜きよう持じのようなものがあるのかもしれない。

「いまはヒルデが付きっきりで看みている。もちろん、危険と判断したらすぐに帝王切開に切り替えられるよう準備はしてある。王様もそれでいいかい？」

「……それがリーシアの決断なら」

　彼女は苦痛の時間が倍になっても、筋肉を切られないほうを選んだ。

　そうまでしてリーシアは戦場に立ちたいのだろうか？

　詳しい話は本人に直接聞くのがいいだろう、とブラッドに言われ俺たちは屋敷の中へと入った。中に入ると侍従メイドたちが慌ただしく動き回っていた。

　まるで王位を譲り受けた直後の王城を思い出すような光景だった。

　と、そこで見知った侍従メイドの姿を見つけたので呼びかけた。

「カルラ」

「うわっ!?……って、ご主人でしたか。帰国されていたのですね」

　振り返ったのは半竜人ドラゴニユートの侍従メイドカルラだった。

　相変わらずメイド喫茶で働けそうな丈の短いメイドドレスを着ているけど、手には銀のお盆ではなく、大の男でも持つのに苦労しそうな巨大な金かな盥だらいを持っていた。

「いまさっき帰って来たところだ。その盥は？」

「産湯用です。大きいほうが良いとのことでしたので、ひとっ飛びして領内一大きいものを借りてきたところです」

「いや、さすがにそれはデカすぎないか？　子供用のビニールプールくらいあるぞ？」

　赤ん坊が溺れたりしないかちょっと心配なサイズだ。

　誰かの手によって浸つけられるだろうから大丈夫だとは思うけど……。

「って、そんなことよりリーシアのところに案内してくれないか？」

「承知しました。二階の大部屋にいます」

　カルラに先導されて俺とナデンが階段を上っていくと、二階の廊下で扉が開けっぱなしになっている部屋があった。その部屋を引っ切りなしに侍従メイドたちが出たり入ったりしているのが見えた。きっとあの部屋にリーシアがいるのだろう。

　部屋に近づくと女性のうめき声のようなものも聞こえてきた。

「リーシ……」

「部屋に入ってくるんじゃないよ!!」

　部屋に入ろうとした瞬間、誰かに怒鳴られて足を止めた。

　すると部屋の中から三ツ目族の女医ヒルデが出てきた。

　ヒルデは苛いら立だたしそうに腰に手を当てて、キッと俺を睨にらみながら言った。

「話には聞いていたしアンタのその格好を見ればわかるよ。東方諸国連合で魔物と戦ってきたんだろう？　そして帰ってきて早々にこっちに来た。違うかい？」

「あ、ああ……」

「つまり軍旅の垢あかも落とさないうちに来たってわけだ。そんなばっちぃ身体からだで妊婦や赤子のいる部屋に入ってくるんじゃないよ！　アンタは衛生についてちゃんとわかってるんじゃなかったのかい！」

「うっ……すまない」

　ヒルデの言ったことは至極ごもっともだったので、俺は素直に謝った。

　衛生環境が整った現代社会では父親の出産への付き添いも認められていたけど、それが整っていないこの世界では医者に任せるべきだろう。

　ましてや俺は東方諸国連合で魔物の死骸にも触れていた。もちろん身体を拭くぐらいのことはしたけど、ガッツリとお風呂に入るようなことはまだしていなかった。

『……ソーマ……なの？』

　すると、部屋の中からリーシアの声が聞こえてきた。

　ヒルデに阻まれて姿は見えないけど俺はその声に答えた。

「ああ、俺だ！　話して大丈夫なのか？　苦しくないか」

『うん……いまは少し余裕がある……』

「そ、そうなのか。俺はちゃんとここにいるからな！」

『なんとか間に合ったわね。ソーマは？　どこもケガしてない？』

「五体満足で帰ってきたさ！　アイーシャも、ジュナさんも、ナデンも、トモエちゃんも一緒だ！　ロロアは留守番だったけど元気そうだった！」

『そう。良かった。無茶……しなかったでしょうね？』

「リーシア。ナデンだけど、ソーマの言っていることは本当よ。ちょっと無茶はしてたけど、ケガはしてないから心配しないで」

　ナデンがそう言うと、リーシアのクスクスという笑い声が聞こえた。

『また無茶をしたのね……これはあとでお説教かな？　でも、ナデンがそう言うなら大丈夫そうね……ありがとう、ソーマを守ってくれて』

「そんなの、龍としては当然のことよ！」

『ソーマも心配しないで待ってて。ちゃんと元気な子供たちを産んでみせるから』

「心配するなって……そりゃあ無理だよ。帝王切開を断ったって聞いたぞ？」

　そう尋ねるとリーシアは『聞いちゃったのね』と少しバツが悪そうに言った。

『だって腹筋切っちゃったら前のようには戦えないかもしれないじゃない。そんなのは嫌よ。私はまだまだソーマの代わりに軍を指揮して戦いたいもの』

「は、母親になっても戦場に出る気なのか」

『お母さんとしては子供に格好いい姿を見せたいじゃない』

「肝っ玉母さんすぎるよ……」

　ガックリと肩を落としていると、まるで野良犬を追い払うかのようにヒルデが手でシッシッと促してきた。

「さあ、わかったら軍装を解いて身体でも洗ってきな。お姫さんのことは私に任せな。絶対に母子三人、誰一人欠けることなく会わせてやるから」

「……くれぐれも頼みます」

　俺はヒルデに頭を下げてから、一旦その部屋から離れた。

　階段をトボトボと降りていると、見かねたカルラが声を張り上げた。

「ほ、ほら、リーシアはあれで中々頑丈なので大丈夫ですよ。それよりもご主人も長旅でお疲れでしょう。いまお湯を用意しますのでヒルデ殿の言ったとおり軍旅の垢を落とし、一度休まれてはいかがですか？」

「……垢を落とす……か」

　お湯を被かぶって……いや、こういう場面で被るのにはもっとぴったりのものがあるじゃないか。俺はいいことを思いついたとばかりにポンと手を叩たたいた。

「よし。水みず垢ご離りをしよう」

「みずごり？」

　疑問顔のナデンに俺はコクリと頷うなずいた。

「俺のいた世界にあった伝統的な祈き禱とう方法だ。頭から井戸水を何度も被って汚れを落としつつ、神仏に祈りを捧ささげるんだ」

「井戸水って、いまは真冬なのよ!?　こんな寒い中でそんなことしたら絶対に身体に悪いって！　バカな真ま似ねはやめなさい！」

「ちょうどいいじゃないか。リーシアも頑張っているんだ。俺だってそれくらいのことをしなくちゃ……」

「いいから落ち着けえええ！」

　バチィィィ！

「うぎゃっ」

　髪を逆立てたナデンの放った電撃を受けて、俺はその場に倒れ伏した。

　動くに動けない俺をナデンは仁王立ちで見下ろしながらため息を吐ついた。

「まったくもう……らしくなくって見てられないわ。いい加減少し冷静になりなさい。ソーマが無茶して倒れでもしたら、政務が滞ってお城の人たちみんなが困ることになるんだからね。そんなのはリーシアだって望まないはずよ」

「うう……でも心配なものは心配なんだ」

「気持ちわかるけど、ソーマが水を被ったところでなにが変わるってわけでもないわ。神様だって水を被ったくらいじゃなにもしないわよ。私にとっての神様はティアマト様だけど、ティアマト様は下界のことには基本的には不干渉だし」

「聖母竜信仰とかルナリア正教の信徒が怒りそうな発言だな」

「それに自分にできないことは、できる人に任せるのがソーマのやり方でしょ？　ソーマは出産なんてできないんだから、できるリーシアを信じて任せなさいな」

　ナデンの言葉が正論過ぎてぐうの音も出なかった。

　ナデンは人にも変身できる龍という非常識な存在だけど、ナデン本人はバランスのとれた思考を持っている常識人だ。お説教にも筋道が通っている。

「……ナデンって意外としっかりしてるよな」

「それはそうよ。いまは私しか叱れる人がいないんだもん。アイーシャは忠犬みたいに心酔しているし、ジュナは包容力がありすぎて甘やかすし、ロロアに至っては焚たき付け役じゃないの。リーシアがいない間にずいぶんと鍛えられた気がするわ」

「まるで俺が問題児みたいじゃないか」

「自覚がないとは重症ね。でも、そろそろ私の手には負えなくなってきたし、早くリーシアに復帰してもらいたいわ」

　……酷ひどい言われようだな。でも早くリーシアに会いたいのは一緒だ。すると、

「あらあら。そんなところで寝ていると風邪をひきますよ。婿殿」

　不意に頭の上からそんなおっとりとした声が降ってきた。

　痺しびれもとれてきたので身体を起こすと、リーシアのお母さんで先代王妃のエリシャ様が柔らかな笑みを浮かべながら立っていた。

「お疲れのようでしたら、私たちの部屋で休んで行かれたらどうでしょうか？」







　井戸での水垢離はナデンに全力で阻止されたので、カルラたちが用意してくれたお湯で身体を拭いてから、替えの服として借りたアルベルト殿の服に袖を通した。

　着替えを終えてべつの部屋で同じく身体を拭いていたナデンと合流すると、どういうわけかナデンもウサギを追いかけて不思議の国に行きそうなフリフリのエプロンドレス姿になっていた。小柄なナデンによく似合っている。

「可愛かわいいらしいと思うけど、その服はどうしたんだ？」

「……エリシャさんに無理矢理着せられたのよ」

　どうやらナデンがいま着ている服はリーシアの子供時代の服だそうだ。

　ただリーシアはあの性格なのであまり着てはもらえなかった服を、折角だからとナデンに着てもらったらしい。フリフリドレスのリーシアか……想像できない。

　ナデンは人間形態になるときに鱗うろこを変化させて（黒一色ではあるけど）衣服を作り出せるので着替えは必要ないのだけど、たまにはいいんじゃないだろうか。

「似合ってるよ。たまにはお洒落しやれしてみてもいいんじゃないか？」

「……考えておくわ」

　ナデンはそっぽを向きながら素っ気ない感じでそう言ったけど、にょろんと伸びた尻尾が落ち着きなく左右に揺れていたので満更でもないのだろう。

　そんな素直じゃないナデンの様子に苦笑しているとカルラがやってきた。

「ご主人。居間でエリシャ様がお待ちです。お茶の用意もできております」

　カルラは手を前に組みながら一礼してそう言った。

　心なしか侍従メイドとしての所作に磨きがかかっている気がする。そう言えば東方諸国連合へと出兵する前に、リーシアがカルラと一緒に料理を習っていると言っていたっけ。もしかしたら他にも色々と学んでいたのかもしれない。

　カルラに案内されて居間へと訪れると、

「着替えられたようですね。お二人ともどうぞこちらへ」

　部屋で待っていたエリシャ様にソファーに座るよう促された。

　ナデンと並んで座ると、エリシャ様が手ずからお茶を入れてくれた。

「緊張を解く効果のあるハーブティーですわ。まずはお飲みになってくださいな」

「あ、はい。いただきます」

　穏やかな笑顔で言われて、俺とナデンはお茶を一口啜すすった。

　あっ……美お味いしい。それになんとも落ち着く風味だった。ほっこりした気分になっていると、エリシャ様が向かい側の席に座った。

「……少しは落ち着かれたでしょうか？」

「はい……あっ、その、すみません」

　一瞬マジで気を抜いていた。そんな俺を見てエリシャ様はクスクスと笑った。

「初産ですからね。緊張してしまうのもわかりますわ」

「……すみません。大変なのはリーシアで、そのリーシアから任せてって言われているのに……どうにも気ばっかりが急せいてしまって……」

「ふふふ、リーシアを産んだときのアルベルトあの人もそんな感じでしたわ」

　エリシャ様は思い出したようにそう言った。って、あれ？

「そういえば義ち父ち上うえの姿を見かけませんが、どちらに？」

「ああ、あの人でしたら閉じ込めました」

「……はい？」

「今日のあの人ときたらいまの婿殿以上に狼ろう狽ばいしていて、落ち着きがなくオロオロするだけだったので、いまは睡み……落ち着く薬を飲ませて部屋で寝かせています」

　困ったものです、とばかりに頰に手を当てながらエリシャ様は溜ため息いきを吐ついた。

　って、いやいやいや！　いま睡眠薬って言おうとしなかった!?

「もしかして一服もっ……」

「うふふ。きっと初孫が楽しみすぎて昨夜寝られなかったのでしょう」

「………」

　すみません義ち父ち上うえ。触らぬ神に祟たたりなしなので大人しく寝ててください。

　なんというか、さすがリーシアのお母さん。リーシアの肝っ玉母さんぶりはこの人の遺伝だろう。アルベルト殿に譲る前は王位を保持していただけのことはある。

　するとエリシャ様はクスリと微笑ほほえんだ。

「なんて、心配なのは私も一緒なんですけどね。子供を産むのは本当に大変なことです。私自身、それは身をもって経験したことですから」

「義は母は上うえ……」

「ですが、婿殿は可能な限りの好環境を整えてくださいました。優秀なお医者様を派遣してくださって、この国で……いえ、この世界でもっとも安全に子供を産める環境をここに造ってくださいました。娘は世界一の果報者です」

「………」

　……やばい。泣きそうになってきた。

　この世界の乳児死亡率の高さに不安を感じ、家族となるリーシアたちのことを考えて取り組んできた医療制度改革。それをこんな風に笑顔と共にストレートに評価されて、俺は胸が詰まった。なんというかありがたくて……声が出なかった。

　そんな俺の背中をナデンがポンと叩いた。

「ソーマも知ってるだろうけど、リーシアは強いわ。ソーマがいなかったら竜騎士になってほしいくらい。だから……きっと大丈夫よ」

「……ははっ……それって励ましになってるのかな。二人に竜騎士になられるのは困るぞ。リーシアにもナデンにも俺の伴侶になってほしいんだけど」

「も、ものの喩たとえよ……バカ」

　ナデンが拗すねたようにそっぽを向いた。俺は笑いながらお茶を飲んだ。

　そして一息吐いたとき、ようやく心が落ち着いてきた。

「……自分が情けないです。リーシアと違って臆病な自分が」

「男性なのですから当たり前のことです。臆病だからこそ外の危険を察知して家族を守ることができるのです。それは生き物として当然の感覚ですわ」

「……ありがとうございます」

　エリシャ様のおかげで少し気持ちが楽になった。ようやく気分が落ち着いてきたところで、カルラがノックもそこそこに部屋の中へと駆け込んできた。

「ご主人！　始まったみたいです！」

　カルラの報告を聞き、俺たちはリーシアのいる部屋の前へと移動した。

『うっ……ああ……ああああ！』

　中からリーシアの苦く悶もんの声が聞こえている。

　その声を聞いているだけで気が気ではなくなる。

　俺は膝を突き、手をおでこの前で組んで三人の無事を祈った。

　神様、仏様、マザードラゴン様。この際ルナリア正教他中小宗教のどの神様でもいい。

　リーシアと子供たちのことを守ってください。

　ナデンがそんな俺の首に手を回して抱きしめていた。

　…………………………。

　過ぎる時間が十倍以上長く感じられる。

　どれくらい経たったかわからない、そんなときだった。

『…………ぁぁ』

　部屋の中からリーシアではない、なんだか小さな声が聞こえた気がした。

　大きくはない、でも小さすぎもしないそんな声だ。

　顔を上げると部屋の中からヒルデが出てきた。

「男の子だよ。少し産声が小さいが血色も良いし、この程度なら問題ないだろう」

　そう告げるとヒルデはまたすぐに部屋の中に入っていった。

　……産まれた。産まれたのか？

　いや、まだ一人目だ。もう一人、無事に産まれてきてくれ！

　そしてリーシアもどうか無事であってくれ！

　そう祈りながらしばらく待っていると、
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　と、なんとも形容しがたい大声が聞こえた。

　さっきの声とは違い産まれてきたことを声高に主張するような産声だった。

　するとまたヒルデが出てきた。

「二人目は元気な女の子だ！　しかし、おとなしめの男の子と元気のあり余ってる女の子の双子とは、アンタたちの子供らしいじゃないのさ」

　苦笑気味に言うヒルデ。緊張感から急に解放されたことで肩の力が抜けた。

　握っていた手をほどくと床にだらんと垂れる。男の子と女の子。

　双子が二人とも無事に産まれたんだ…………よかったぁ。

「って、リーシアは大丈夫なのか!?」

「心配ないよ。二人目を産んで抱かせた途端、安心して気を失ったけどね」

「き、気を失ったって……」

「長時間頑張ったんだ。疲れて眠っているだけさね。起きたら褒めてあげな」

「それはもちろん……もちろんだ……」

　どうしようもない感情に襲われ、目から涙があふれ出してきた。




　◇　◇　◇




　―――ここは……どこなんだろう。




　なにもない霧がかかったような乳白色の空間に私はいた。

　あれ？　私はいままでなにをしていたんだっけ？

　ソーマは？　みんなはどこに行ったのだろう？

　そんなことをぼんやり考えていると、不意に少し離れた場所に人影のようなものが見えた気がした。しかも二人。その人影は私のことを見ているようだった。

　淡く光を放っていた人影は徐々に形を作っていき、小柄な老人のような姿になった。

　シルエットからいってお爺じいさんとお婆ばあさんだろうか。

　目をこらしてもその人たちの顔はよく見えなかったけど、なんとなく……二人は微笑んでいるような気がした。私に柔らかく微笑みかけてくれているって。

　私は二人が誰なのかわかった気がした。

（あの、もしかしてあなた方は……っ！）

　そう言おうとした瞬間、二人の姿が遠ざかっていく。

　すると二人の影がこちらに向かって頭を下げた。見えなくなるまでずっと。

　まるで自分たちの大切なものを私に託すかのように……。







　そこで私は目が覚めた。

　見上げれば見知った天井がある。

　ここは、父上たちの邸宅にある私の部屋だ。

　身体からだは、全体的にだるい。それに眠い。

　気を抜くとまた意識を持って行かれそうだ。すると、

「うわっ、なんやこれ！」

　この声は……ロロア？　視線を下げてみると、私が寝ているベッドの周りにアイーシャ、ジュナさん、ロロア、ナデン、トモエがいるのが見えた。

「可愛かわいいなぁ。手とかめっちゃ小ちっちゃいやん」

　なにやら布に包まれたものを抱えながらキャッキャウフフと騒いでいる。

「ロロアさん！　つ、次は私に、私に抱かせてください」

「ほい、アイ姉。しっかしお姫様のほうは元気いっぱいやね。泣き声も大きいし、ずっと手足バタバタさせとる」

「うふふ、それを言うなら王子様のほうはのんびりしてますね。周りがこんなに賑にぎやかなのにあまり泣かずに眠ってます。はい、トモエさん」

「うわ～、ぷっくりしてて可愛いです！」

　みんな、なにをそんなに楽しそうに見ているのだろう？

　ボーッとする頭でそんなことを考えている、そのときだった。

「ふぇっ……＃＄％＆[image: ]＠アアアアアア～!!」

　そんな頭のモヤモヤを晴らすような大音声があがった。

「うわっ、なにやっとんねんアイ姉！」

「た、ただ抱いていただけです！　おーよしよし、怖くないですよ～」

「りゅ、龍の姿になってベロベロバーとかしてみる？」

「絶対に逆効果になるのでやめたほうがいいです。私が歌ってみましょうか？」

「わ、私の尻尾をモフモフしてみる？」

「……本当に、なにやってるのよ」

　私が呆あきれたように言うと、みんなが一斉にこっちを見た。すると、

「リーシア、目が覚めたんだな！」

　みんなとは違う方向から声がして、横を見るとソーマがベッドに腰掛けながら私の顔を覗のぞき込んでいた。ああ、姿が見えないと思ったらそっちにいたのね。

「＃＄％＆[image: ]＠アアアアアア～!!」

　というか……さっきから赤ん坊の泣き声が止やんでないんだけど……。

　って、あれ？　赤ん坊？…………っ！

　私の頭はそこでようやく覚醒した。

「ソーマ、赤ちゃんたちは!?」

「二人とも無事に生まれたよ。本当に、よく頑張ったね」

　ソーマの手で私の頰をやさしく撫なでてくれた。

　そっか……無事に生まれてくれたのね。必死すぎてそのときのことはよく憶おぼえていないんだけど……そういえば意識が闇に落ちる前に、ヒルデになにか温かいものを抱かせてもらった気がする。あれは多分、この子たちの温ぬくもりだったのだろう。

　するとナデンとトモエが双子を抱えてきて、私の枕の左隣に置いてくれた。

　泣いていた女の子は私の横に置かれるとピタッと泣き止んだ。

　男の子のほうはマイペースに寝息を立てている。白い毛布に包まれた私とソーマの子供たち。無事に生まれてきてくれて……こんなに嬉うれしいことはなかった。

「この子たちの顔を見ていると、命の優先順位が変わったような気がする」

　ソーマが子供たちの顔を見ながらそんなことを言った。

「リーシアたちに出会って、自分の命と同じくらい大事な存在だと感じていた。でも、この子たちはそれよりも一段上の存在に思える。いざとなったらこの命を差し出してでもこの子たちを守らなくちゃってさ」

「気持ちは痛いくらいわかるけど、国王の言っていいことじゃないわ。貴方あなたの肩にはこの国の人たち全員の命が乗っているのよ？」

「わかってる。でも王様ではない自分は、噓うそ偽りなくそう感じているんだ」

　ソーマは微笑ほほえみながら私の頰をやさしく撫でた。

「だから、この子たちのことはなにがあっても守っていこう。〝お母さん〟」

「……そうね。〝お父さん〟」

　そう言って笑い合っていると、アイーシャ、ロロア、ジュナさん、ナデンも楽しそうに笑っていた。

「東こ風ち侍じとして、陛下だけでなくこの子たちも全身全霊をもってお守りすると誓います。そうだ、大きくなったら二人に武術を教えて良いですか？」

「ええなぁ。うちは計算教えたるわ」

「うふふ、それじゃあ私は歌でしょうか」

「空の飛び方……は教えられないわね。でも、背中に乗せて飛べば、飛竜ワイバーンみたいな騎獣に乗る訓練にはなるかも」

　盛り上がる四人を見てソーマは苦笑していた。

「おいおい……あんまりプレッシャーを掛けてやるなよ？　詰め込みすぎても器用貧乏になるだけだと思うし」

「ふふふ、そうね。元気に育ってくれたらそれでいいわ」

　私は眠る子供たちのおでこを優しく撫でた。

「だから〝お母さんたち〟、この子たちのことを気に掛けてあげてね。もちろん私も、みんなに子供が生まれたときには一緒になって育てるから」

　私がそうお願いすると四人はしっかりと頷うなずいてくれた。

「無論です。リーシア様」

「うふふ、みんなで健やかに育てましょう」

「せやね。このメンバーでお家騒動とか絶対にしたないしな」

「合点承知！」

　四人の頼もしい返事を聞いて、私はソーマに言った。

「この家族を……なにがあっても守りましょう。そのためにも……」

「ああ。この国をもっと強きよう靱じんで盤石なものに変えていかないとな」

　私たち家族の家はこの国なのだから。ソーマにはこの国をしっかりと守ってもらって、そんなソーマをこれからもみんなで支えていこう。

　この新しい命たちのためにも。







なかがき







　現国九巻をお買い上げいただきありがとうございます。最近ロードバイクを購入したどぜう丸です。ドロップハンドルは体勢が怖かったのでフロントバーから始めます。

　また『なかがき』形式です。今巻はとくに構成に悩みました。

　以前に好きなように好きなだけ書けるのがネット小説の利点だと書きましたが、自由には責任が伴うものです。好きなように書いた著者は修正・校正作業のときに責任を果たすよう求められます。バラバラな文章量、章の数、どの話をどこまで収録するのか……頭を悩ませることになりますので、ある程度の自重は必要でしょう。メリットばかり書いてもフェアではないので、デメリットも書かせていただきました。

　さて、本編の話になりますが、ソーマとリーシアに子供が生まれました。

　男の子と女の子の双子ちゃんです。

　この小説を書き始めた当初から頭にあったことが、異世界で『普通』に暮らすということです。異世界に召喚されて、いきなり王位を譲られ、国難に取り組むという特殊な環境下ではありますが、普通に人と出会って、普通に惹ひかれ合って、普通に愛し合うようになり、そして普通にその人との間に子供が生まれる。章の冒頭に何年何月何日と書くのもそういった時間がきちんと流れていることを表すためです。……たまに無茶なスケジュールになってて読者の方からご指摘いただくこともありますが。すみません。

　新たな家族が二人加わったソーマ一家の『普通』な暮らしを、これからも見守っていただけると幸いでございます。

　そして『普通』を求める者がいれば、『破天荒』を求める者もいます。

　それが今巻で登場するフウガ・ハーンという漢おとこ（あえてこの字）です。

　この漢は作者の中にある英雄像を凝縮させた存在です。時代が停滞したときに生まれ、人々からその停滞を打破することを望まれ、実際に停滞を打破します。その結果として破壊や殺さつ戮りくをもたらすことになろうとも、時代や人々はそれを許します。停滞を打破するためなのだから破壊もやむなし、と。……こう聞くと読者の皆様の頭に思い浮かぶ英雄の姿があるのではないでしょうか。世に英雄として、あるいは独裁者として語られるような人物には少なからずこういった面があるのではないかと思います。そういった厄介な存在が彼であり、これからソーマが向き合わなければならない相手です。

　さて、この中書きのあとは脇役メンバーが中心の群像編です。時間軸が前後してわかりづらい部分もありますが、最後までお付き合いください。

　それではいつもご苦労おかけしてます絵師の冬ゆき様、とくに大人組の魅力にドキドキしてますコミカライズの上田悟司先生、担当様、デザイナー様、校正様、そしてこの本を手に取ってくださった皆様方に感謝を。どぜう丸でした。
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　東方諸国連合から帰ってきたソーマがナデンと前国王アルベルトの旧領に飛んでいき、子供が産まれてくるのをヤキモキしながら待っていたころ。

　王城ではハクヤがソーマの『土産者（誤字ではない）』たちと対面していた。

「ただいま帰りましたです。先生」

「おかえりなさいませ義妹いもうと様さま。ご無事でなによりです」

　ハクヤは元気よく挨拶をしたトモエの頭を撫でた。

　そしてトモエの背後に立っている二人のほうを見た。

「そしてそちらのお二人が東方諸国連合から連れ帰ってきたという方々ですね。チマ公国のイチハ・チマ殿と、草原の国マルムキタンのユリガ・ハーン殿。陛下からの伝書クイで事情は把握しています。私はこの国で宰相をしているハクヤ・クオンミンです」

「イ、イチハ・チマです。よろしくお願いします」

「私はユリガ・ハーン。お見知りおきを宰相様」

　イチハはおっかなびっくり、ユリガは堂々とそう挨拶した。

　イチハはもちろんだけどユリガのほうも緊張しているのが見てとれた。堂々としているように見えるのは虚勢の裏返しなのだろう。

　そんな二人の様子にハクヤはわずかに苦笑しながら言った。

「堅苦しい挨拶は結構です。あなた方は義妹いもうと様さまのご学友となられるのでしょう。気軽にハクヤとお呼びください」

「わ、わかりました。ハクヤ殿」

「……わかりました」

　二人がそう返事をすると、トモエがユリガのほうを見て言った。

「あ、だからって呼び捨てとかはダメだよ。ちゃんと『殿』や『さん』を付けたり、勉強を見てもらっているときには『先生』って呼ばなくちゃダメだからね、ユリガちゃん」

「なんで私だけに言うのよ!?　それくらい常識はあるわよ！」

「ホントかなぁ……」

「アンタ私のことをどういう目で見ているのよ！」

「こういう目？（しら～）」

「しらけた目で見てるんじゃないわよ、このチミッコが！」

「はひ、ひはひはひ」

　ユリガはトモエの頰をぷにぷにと引っ張った。トモエはトモエですぐにムキになるユリガが面白いのか、頰を引っ張られながらもニヤニヤしていた。

「ちょ、ちょっと二人ともハクヤ殿の前なんだよ？」

　イチハは二人を止めようとしたのだけど、あまり強く言える性格でないためか、話を聞いてもらえていなかった。

　なんとも賑にぎやかな三人の様子をハクヤは驚きと共に見ていた。

（義妹いもうと様さまも……あんな顔をするのですね。なにごとにも遠慮しがちで引っ込み思案だった義妹いもうと様さまが、ユリガ殿やイチハ殿の前では年相応の少女らしくはしゃいでいます）

　考えてみればこれまでトモエの周囲にいたのは大人ばかりだった。

　難民キャンプでも、王城で暮らすようになってからも、ソーマやリーシアやハクヤのような年上の人たちに囲まれていて、年の近い友人というものがいなかったのだ。

　そこに現れたのが歳としの近いイチハとユリガだったわけで、トモエはきっと嬉しくてはしゃいでいるのだろう。

（なんにせよ……義妹いもうと様さまが楽しそうでなによりです）

　ハクヤは穏やかな顔でそんなことを思っていたのだが……。

「大体ねぇ、私はアンタたちより年上なのよ？　ちょっとは敬いなさいよ！」

「えー、だってユリガちゃん、私よりちょっと大きいくらいじゃない」

「こ、これからもっと大きくなるわよ！　いろんなとこが！」

「イチハくんは大きくなりそう。ムツミさんやお兄さんたちも大きな人だったし」

「そ、そうかな……そうだと嬉しいんだけど」

「っていうか、トモエだってチミッコじゃない！　これからもずっと小ちっちゃいままなんじゃないの？」

「むー。リーシア義あ姉ね様さまはスタイルがいいもん。私もきっと義あ姉ね様さまみたいに……」

「アンタ先代国王夫妻の養女なんでしょ？　義姉のスタイルなんて関係ないじゃない」

「そんなことないもん。私だっていつかジュナさんみたいなバインバインに……」

「あの、この話題いたたまれなくなるんでやめてほしい、かな？　聞いてる？」

（………）

　子供たちがワーワーキャーキャーとノンストップで盛り上がっているのを見ていて、ハクヤはおでこに手を当てた。元気なトモエが見られるのは嬉うれしい。

　しかし三人揃そろうと少々元気すぎるように思えた。

（たしか陛下の話では、来年の春に三人が学校に通うようになるまでは私が教育係をしなければならないんでしたね。義妹いもうと様さまだけならば大して手間もかからなかったのですが、この賑やかな三人組を教えるとなると……骨が折れそうです）

　賑やかな子供たちの声を聞きながら、ハクヤは彼女たちに振り回されるであろう未来の自分を想像して、少しだけげんなりとした気分になった。







　少しして三人の喧けん噪そうが収まったころ。

「これは……凄すごいですね」

　目の前に広げられた物を見て、ハクヤは感嘆の溜ため息いきを漏らした。

　自己紹介が済んだあと、ハクヤと子供たちは王城内にあるハクヤの部屋に来ていた。

　いつもハクヤがトモエに勉強を教えるときに使っている大きなテーブルの上にはいま、何枚もの紙が広げられている。それらはすべてイチハの描いた魔物の絵だった。

「なにこれ……薄気味悪いわね」

　そんな絵を一枚摘つまんでまじまじと見ながらユリガが言った。

　そういった反応には慣れているのか、イチハは苦笑いをしながら紙を受け取った。

「あはは……やっぱり変だよね。こんな絵ばっかり描いてるなんて」

「そんなことないよ。義あ兄に様さまはイチハくんの絵が人類の至宝だって言ってたもん」

「ト、トモエさん……」

　トモエに両手をとってそう言われて、イチハは照れたのか顔が少し赤くなった。しかしユリガにはどうにも信じられなかったようで、絵を見ながら首を捻ひねっていた。

「そんなに立派な絵には見えないんだけど？」

「いいえ、立派な物ですよ。これは」

　ユリガの肩にポンと手を置きながら、ハクヤは穏やかな口調で言った。

「魔物は危険な存在であるがゆえに、研究者が実地で魔物を調査する機会を作ることも難しく、その研究は遅々として進まないのが現状です。しかしイチハ殿は魔物の特徴を的確に捉えていて、尚なお且かつ、それを自分なりに分類している。これらの絵をさらに整理し、まとめていけば魔物に対する研究は大いに進展することでしょう」

「そ、そんな……オーバーですよ……」

「私の言葉にはなんの誇張もありませんよ」

　イチハは消え入りそうな声でそう言ったが、ハクヤは本気でそう思っていた。

「いまのこの大陸において、イチハ殿は『魔物学』の第一人者と言って差し支えないでしょう。その人物がまだ十才の少年だというのですから将来が楽しみです。まさに天下の奇才と言えます。さすがは世に『人材狂い』と言われている陛下。その突飛な行動に悩まされることもありますが、こと良い人材を探し出す目には感服せざるを得ませんね」

「主君に対してなかなかに辛辣なことを言うのね……」

「せ、先生にもいろいろあるんだよ。いろいろと、ね」

　トモエが「それ以上いけない」とでも言うようにユリガの肩をポンと叩たたいた。

　ソーマの突飛な政策の煽あおりを受けて、結果的にハクヤの仕事量が増え、疲れ切った表情をしているのをトモエは何度も見ていた。その発端であるソーマもまた疲れ切った表情をしているので、責める気にはなれないのだが……。

　ハクヤは一つ咳せき払ばらいをした。

「オホン……ともかく、これらの絵は素晴らしいものです。いずれは一冊の本としてまとめたいですね。もちろんイチハ殿の名前で」

「ほ、本ですか？　そんな……僕には荷が重いです」

　ブンブンと首を振るイチハに、ハクヤは小さく笑いかけた。

「もちろん、そのときには私も監修を手伝いましょう。ルナリア正教皇国など神秘性を重視する国はこういった未知に対する研究には狭量ですので、そういった国々を刺激しないためにもあまり主観を交ぜるようなことはせず、事実を淡々と記して分類する形がいいでしょうか。それこそ辞書や事典のように、手引きするだけで考察自体はそれを扱う人に任せるような形にするのです」

「『魔物事典』……ですか？」

「ああ、いい名称ですね、『魔物事典』。折角創り上げるならば、これから魔物を研究しようとする人の傍らに常に存在するような本にしたいものです」

「そうなったら……とっても素敵ですね。な、なんだかワクワクします」

　イチハは楽しそうにそう言った。それはハクヤも同じだった。

　ハクヤも無類の本好きであり書物のことになると目がないのだ。歳が大きく離れているにもかかわらず、『魔物事典』の構想について嬉き々きとして語り合うハクヤとイチハを、すっかり蚊帳の外におかれてしまっているトモエとユリガは呆あきれた様子で見ていた。

「男の人って、よくこういうわけのわからないものに夢中になれるわよね」

「あはは、そういうものだってジュナさんが言ってたよ？　ジュナさんもウォルター公の受け売りらしいけど、そこが可愛かわいいんだって」

「そういうものかしらね……。あっちは長くなりそうだし、城の中を案内してよ。できればなにか美お味いしい物が食べられるところがいいわね」

「うん。じゃあお食事処どころ『イシヅカ』に行こうか。ポンチョさんいるかな？」

　盛り上がっている男二人は放っておいて、トモエはユリガの手を引きながらハクヤの部屋をあとにした。なんだかんだでこの二人も仲が良いようだった。

　ちなみにハクヤとイチハの語らいは、ポンチョのところでおやつを食べさせてもらった二人が帰ってきたときもまだ続いていて、二人を呆れさせたそうな。




　◇　◇　◇




　―――一方そのころ。




「申し訳ありませんでした！」

　城で働く女性たちの子供を預かる保育所では諜ちよう報ほう部隊『黒猫』の隊員であるイヌガミが膝をつき、トモエの実母であるトモコに向かって頭を下げていた。急に頭を下げられて目を丸くしているトモコに、顔を上げたイヌガミは悔やむような表情で言った。

「陛下よりトモエ様の護衛を任されておりながら目を離してしまい、トモエ様を危険に晒さらしてしまいました。まことに申し訳ありませんでした！」

　イヌガミがトモコに謝罪しているのは東方諸国連合での一件だった。

　チマ公の居城であるウェダン城に滞在していたとき、イヌガミはトモエの護衛役であったのにソーマに仕事を頼まれてその傍そばを離れた。その間にトモエは部屋を抜け出して城内を探検していたらしく、東方諸国連合軍の将校たちに絡まれたらしい。

　イチハの頑張りやソーマたちが間に合ったことで大事には至らなかったが、イヌガミはトモエの傍を離れたことを後悔していた。

「……お立ちください。イヌガミ殿」

　一とおりの事情を聞き終えた後でトモコは穏やかな口調で言った。

「でないと、ロウが背中に登っちゃいますよ？」

「え？」

「あっ、やっぱり立たないでください」

　謝罪に気を取られていたせいで気付かなかったが、四才くらいの狼おおかみ耳の男の子がイヌガミの背中にウンショウンショと登っていた。

　トモエの実弟であるロウくんだ。

　ロウはイヌガミの側面から登り、丸まった背中の頂点に立つと『登頂に成功しました』とばかりに自慢げにニコッと笑った。

　微笑ほほえましい光景にトモコの表情も緩んでいた。

「……すべてはトモエのやんちゃが原因でしょう。傍を離れたのもお役目のためなのですから、貴方あなた様さまが気に病むことではありません」

「ですが、もしもトモエ様になにかあったら……」

　背中にロウが立っているので立つに立てない状態のイヌガミがそう言ったが、トモコはイヌガミの前に屈かがむとその尖とがった鼻に指を突きつけた。

「私は嬉しいんです」

「えっ？　嬉しい、ですか？」

「あの子は本来、ああいう性格だったんです。やんちゃで、何事にも興味津々で、もっと小っちゃいころは目を離すと、すぐにどっかに行っちゃうような元気な子でした。私の小さいころに似たのでしょうか。とてもお転てん婆ばで困ってました」

　やんちゃで元気。母親譲りのお転婆娘。

　トモコの語るトモエの人物像がいまのトモエとは結びつかなくて、イヌガミは目を白黒とさせた。トモコは昔を懐かしむような顔で言った。

「私たち家族はいろいろありましたから……。ロウが生まれてすぐに夫が病で亡くなり、魔物たちによって故郷を逐おわれ、難民としてこの地へと流れ着いた。いまのあの子の性格はそんな環境の中で作られてしまったものなんです」

　そう語るトモコの顔は、娘にお転婆娘のままでいさせてあげられなかったことを悔やんでいるようだった。イヌガミは痛ましい気持ちになった。

「トモコ殿……」

　しかしトモコは穏やかな笑みを浮かべた。

「でも最近は随分と明るくなりました。これも陛下たちや養父母となったアルベルト様やエリシャ様に優しくしていただいたおかげなのでしょう。部屋をこっそり抜け出すようなやんちゃまでするようになったのでしたら、こんなに嬉しいことはありませんよ。あとで叱りますけどね。本当に皆様には感謝してもしたりません」

　悪戯いたずらっぽく笑うトモコに、イヌガミは言った。

「ですが、それでトモエ殿になにかあっては……」

「そのときは、貴方様が守ってくださるのでしょう？」

　そう言ってイヌガミを見るトモコの眼まな差ざしはとても真っ直すぐだった。

　それはイヌガミを信頼している証あかしだ。

　その眼差しを受けてイヌガミはバッと手を前で組んだ。

「無論。この命に代えましても」

「あら、ご自分の命も大事になさってください。でなければ、なついているロウも悲しみます。ロウくん、イヌガミ殿の背中に登るの楽しい？」

「あい！」

　ロウは元気いっぱいにそう返事をした。

　イヌガミは嬉しさと申し訳なさが半々といった感情で顔を伏せた。

　そんなイヌガミにトモコはやさしく言った。

「イヌガミ殿はこのあとお暇ですか？　このあと休憩に入るのでご一緒にお茶でもいかがでしょうか？」

「……はっ、予定もありませんので、お供させていただきます」

　イヌガミは背中のロウを持ち上げて立ち上がると自身の肩に座らせた。

　視点がさらに高くなったことでロウもキャッキャとご満悦のようだった。

「ふふっ、平民の私にまで堅苦しくしなくてもいいのですよ？」

「こ、これは性分でして……軍歴が長く男ばかりの環境だったので女性と接する機会もなく……あっ、軍歴とかそういう話は言ってはならないことでした！」

「うふふっ、聞かなかったことにしておきますわ」

　そして二人（＋肩にロウ）は並んで歩き出した。

　三人の種族が似ているため、たとえイヌガミが仮面を被かぶっていても、その光景は親子連れにしか見えなかったそうな。
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　―――大陸暦一五四七年十月下旬・パルナム城




　だんだんと肌寒くなってきたこの日。パルナム城の中はとても静かだった。

　それもそのはず、いま王城の中には騒ぎの中心となる人物がいなかったからだ。

　この城の主である暫定国王ソーマはグラン・ケイオス帝国の女皇マリアの要請を受けて、魔ま浪なみに襲われている東方諸国連合への援軍に出ていた。その援軍には婚約者のアイーシャやロロアを始め、多くの仲間たちが同行している。

　また、彼の第一正妃であるリーシア姫も出産を間近に控えており、父アルベルトの領地に戻っているため、そちらのほうにもカルラなどの人材が派遣されていた。

　そのためいまの王城はソーマと愉快な仲間たちとでも呼ぶべき主要メンバーが、ほとんどいないという状況下にあったのだ。それでも最近までは留守を任されていた国防軍総大将の女傑エクセル・ウォルターがいたのでそれなりに賑にぎやかだった。

　しかしソーマが援軍に向かったラスタニア王国の状況が変化したことで、エクセルの持つ水系統の大魔導士としての力が必要になったようだ。それを聞いたエクセルは宰相ハクヤの立てた策を携えて、嬉々として東方諸国連合へと向かった。

　また一人、騒ぎの中心となる人物が出て行った。

　ソーマたちのいないパルナム城はとても平穏で、そして静かだった。喧けん噪そうに慣れてしまった城内勤めの人々には少々物足りなく感じてしまうほどに。

　しかし、だ。そんな王城にもまだ元気が良いのが残っていた。

「ジーニャと！」

「メルーラの！」

「「　レッツ、検証!!　」」

　拳を突き上げながら『超科オーバー・サイ学者エンテイスト』のジーニャ・マクスウェルと、ガーラン精霊王国出身のハイエルフであるメルーラ・メルランが声を揃そろえた。ジーニャと一緒になって声を上げたものの、メルーラは肩を落として「はあ～」と溜ため息いきを吐ついた。

「ねえ。これって毎回やらないといけないの？」

　不満そうに膨らんだメルーラの頰をジーニャはツンツンとつついた。

「ノリは大事だよ～。メルメル」

「だからメルメルって呼ばないでってば！」

　メルーラがそう抗議したけど、ジーニャは笑って聞き流すと、なぜか部屋の誰もいないほうに向かって語りかけた。

「さ～て、今日ボクたちがどこにいるのかと言うとだね……」

「どこに向かって誰と話しているんですか!?　オバケでもいるんですか!?」

「ば～ん！　ここはなんと王様が勇者として召喚された、通称『召喚の間』だよ」

「だから一体誰に紹介しているのですか!?」

「ん？　教育番組のジュナお姉さんの真ま似ねだよ。あそこに宝珠があるような感じで」

「ごっこ遊びはよそでやってください！　ああもう！」

　ツッコミ疲れたのか、メルーラはガックリと肩を落とした。

「勘弁してほしいわ。今日はルドウィン殿もソージもいないというのに」

「ルゥ兄は王様たちと東方諸国連合に、ソージ殿はアミドニア地方のルナリア正教皇国との国境線近くに行ってるんだっけ？　お互い飼い主不在というわけだね」

「飼い主言うな！っていうか、アンタの扱いもペットでいいわけ？」

「ボクはべつにそれでも構わないけどね。ごろにゃーご♪」

「……ルドウィン殿の胃のためにも人間でいてあげなさいな」

　ジーニャと同じ研究バカであるメルーラだったが、研究と離れた場所ではちゃんと良識を持ち合わせていた。そのせいでジーニャの飼い主（？）が不在のいまはツッコミ役をやらされているわけなのだが……。

　メルーラは気を取り直すように腰に手を当てて言った。

「まったくもう……で、ここがソーマ王が呼び出されたっていう部屋なわけね。もしかしてリーシア姫と出会った運命の場所だったりするのかしら」

「んにゃ、聞いた話によれば二人が出会ったのは政務室らしいよ。しかもそのときの王様は徹夜続きだったせいで、目の下にクマができてたんだとか」

「ロマンスの欠片かけらもないわね……」

　仮にも異界から召喚された勇者とこの国のお姫様という組み合わせなのだから、もっとドラマチックな出会いでもいいじゃないか。メルーラはそう思ったけど、該当人物二人の顔を思い出してみると、まああの二人らしいかとも思った。

「それで、今日はこの部屋を調査するのよね？」

「うん。『勇者召喚』というシステムについて、調査するよう王様から依頼されているからね。もっとも、異なる世界から人を呼び出すような摩ま訶か不思議なものだから、いくらボクが超科オーバー・サイ学者エンテイストだったとしても完全に把握することは難しいかな」

　肩をすくめるジーニャ。メルーラは腕組みをしながら思案顔になった。

「んー、それはソーマ王もわかっているんじゃない？　それでもなにかしらのヒントかなにか見つかるんじゃないかと期待しているのよ。きっと」

「ああ。多分そうなんだろうね。それでメルメル。付与魔術の術式はキミの専門分野だろう？　キミの目にこの部屋はどう映っているのかな？」

　ジーニャがそう尋ねると、メルーラはわずかに目を細めて壁に手を触れた。

　すでに思考は研究者モードに切り替えているため、メルメル呼びされていることなどの些さ事じは気にならなくなっていた。メルーラは部屋を見渡しながら言った。

「高度な術式が一分の無駄なく、隙間なく、この部屋全体に編み込まれているのがわかるわ。とてもいまの付与術式の技術レベルでは再現できないくらい高度なものよ。私でさえ読み取れるものはごく一部しかないわ」

「ふむ……メルメルでさえ読み取れないとなると、やっぱりこの部屋自体が玉音放送の宝珠のような超科オーバー・学サイエンスの産物と考えてよさそうだね」

　そう言ってジーニャが壁に触れようとすると、メルーラはそれを見み咎とがめた。

「あまり触らないで。一部でも欠けたらもう再現できないわ」

「メルメルは触っていたじゃないか」

「私は大丈夫な場所しか触ってないわ。貴女あなたに判別は付かないでしょ？」

「まあ、ボクも術式に関する知識はそこまでないからね……」

　ジーニャは手を引っ込めるとアゴに手を当てて小首をかしげた。

「でも……少々妙な感じがしないかい？　いくら現代では再現できないほど複雑な術式が組まれていたとしても、異なる世界から人を召喚するなんてとんでもないことを、一部屋に刻まれた術式程度でできるものなのかな？　まるで赤子の力でライノサウルスを持ち上げようとしているような感じだ」

「その喩たとえはどうかと思うけど……私もそう思います」

　メルーラは殺風景な部屋の中を見回しながら言った。

「たしかに最大限に効率化した上で複雑に組まれた術式だけど、この分量程度ではそこまで大きな効果は期待できないと思います。……というか見回してみると、どうも似たような種類の術式ばかりのような気がします」

「？　どういうこと？」

「この部屋中に刻まれた術式は〝たった一つのこと〟を目的として製作されたものなんじゃないかってことよ」

　メルーラはそう言ったが、ジーニャはうまく理解できなかったようだ。

「それはそうなんじゃない？　この部屋は勇者を召喚するための部屋なんだし」

「勇者を召喚すると一口に言っても、それは様々な事象が合わさった結果でしょ？　それを実現するためには、異なる世界とこの世界を繫つなげる、条件に合う者を選定する、その者を空間を無視して移動させる、その者を時間を無視して移動させる……」

　メルーラは指折り数えながら召喚に必要な条件を並べ立てた。

　一つ一つが大事なことであり、そのどれ一つが欠けたとしてもソーマは召喚されなかっただろうと、聞いているジーニャも思った。メルーラは数えるのをやめた。

「……とまあ、あげだしたらキリがないくらい沢山の過程が必要になるわ。私が言いたいのは、この部屋にある術式はその過程の一つに過ぎないんじゃないかってこと」

「なっ!?　この部屋の術式は勇者召喚のほんの一部に過ぎないということ!?」

「そうなるわね」

「なんてこったい……」

　この部屋にびっちりと刻まれている術式が『勇者召喚』というシステムのほんの一部だと言うのなら、その全容は一体どれほどの規模になるのだろうか？

　そしてそれは一体どこにあるのだろうか？

　ジーニャは超科オーバー・学サイエンスのスケールの大きさに戦慄を憶おぼえるのと同時に、超科オーバー・サイ学者エンテイストとしての好奇心がムクムクと湧き上がってくるのを感じた。

「そうなるとまずは、この部屋の役割だけでも解明したいね。この部屋の術式がどの過程によるものかがわかれば、この部屋がどの程度の位置づけなのかがわかりそうだ」

「そうね。断片的にでも読み取れる部分はあるし、検証してみましょう」

　そして二人は調査を開始した。




　◇　◇　◇




　―――その二月ほど後。




　年末の寒さが身にしみるこの日。

「はあ……」

「……溜息など吐かないでください。こっちの気まで滅め入いってきます」

　俺が政務室で溜息を吐いていると、そばで仕事をしていたハクヤにそう窘たしなめられた。

　いやいや、溜息も吐きたくなるってものだよ。

　リーシアが双子を出産したのがつい一昨日のことだった。

　国王という立場上、子供が生まれたからといって、ずっとリーシアや双子たちのそばにいるわけにはいかなかった。子供たちの寝顔を見ていたら王城にいるハクヤから、

『無事にお生まれになったとお聞きしました。おめでとうございます。さあ生まれてきたお子たちのためにも、帰ってきて国王の仕事をしてください』

　……という連絡を受けて王城へと連れ戻されたのだ。

　こうしている間にも国王として決済すべき書類は積み上がっていくからだ。

『こっちは大丈夫だから、ソーマはソーマの仕事をしてきなさい』

　……と、リーシアにも言われてしまい、俺はアイーシャ、ジュナさん、ロロア、トモエちゃんなどを残したまま、ナデンに乗って王城へと帰ってきたわけだ。

　ああもう……マジで育児休業制度が欲しい。こうなったら今日の分の仕事をとっとと片付けてから、またアルベルト領へと飛んでいこう。

　フルスロットル、フルターボで行こう！

「あー、ナデン殿でしたらまたアルベルト殿の領地へ飛んでいきましたよ？」

「置いてかれた!?　そりゃないだろ！」

　まさかの裏切りに憤っていたそのときだった。

　不意にコンコンと部屋の扉が叩たたかれた。

　扉に向かって「入ってくれ」と声を掛けると、現れたのはジーニャとメルーラの研究者コンビだった。いつも賑にぎやかな二人なのに今日はなんだか浮かない顔をしていた。

「どうしたんだ？　二人揃って」

「うん……頼まれていた調査について報告があってね」

　ジーニャが視線を泳がせながら言った。

　二人に頼んでいた調査というと……勇者召喚の儀式についてか。

　自分が呼び出された儀式の仕組みが少しでもわかれば、今後、俺のように呼び出される存在がいるかどうかぐらいはわかるかもしれないと思ったからだ。

　さすがに前にいた世界と行き来できるようになるとかは期待してないけどな。

「それで、なにかわかったのか？」

「ごく一部だけどね。あの召喚部屋についてだけど……端的に言おう。あの部屋に刻まれている術式は、異世界から誰かを召喚するような代物ではなかったよ」

「……はい？」

　えっ？　ご丁寧に『召喚の間』とか呼ばれているあの儀式部屋に、誰かを召喚するようなシステムがなかった？……いや、でも……あれ？

「実際に召喚された俺がここにいるんだけど？」

「そうだね。だけど……あの部屋にあった術式はほぼ『言語能力』に関する物しかないみたいなんだ」

「言語能力？」

「それについては私が説明します」

　するとメルーラが説明を引き継いだ。

「私が解読できるかぎりですが、あの部屋に刻まれていた術式は貴方あなたが『勇者の謎翻訳能力』とか呼んでいる言語翻訳能力に関わるものばかりです。壁、床、天井とあらゆる場所から『言語』にまつわるワードを拾うことができました。つまりあの部屋の役割はほぼ『勇者がこの世界の人類とコミュニケーションできるようにする』だけなのです」

「だけ、って……」

　つまり、あの部屋は勇者を召喚するための部屋ではなく、異世界コミュニケーションのための外国語教室（もしくは翻○コンニャク）みたいな部屋なのか。

（でも俺は実際にあの部屋に呼び出されたんだけどなぁ……）

「まあ全部が全部翻訳能力に関するものかは断言できないけどね」

　首を傾かしげていると、ジーニャが苦笑気味に言った。

「メルメルが解読できる術式も限られてるから、あの部屋の中に召喚するためのなにかがないとは断定できない。でも言語翻訳能力にあそこまで複雑怪奇な術式が必要になるのだとしたら、異世界から人を召喚するためにはどれほどの術式が必要なのか、想像もつかないね。とてもじゃないけど、メルメルが解読できなかったスペースに収まりきるとは思えないよ。だからボクらはこう仮説を立ててみた」

　ジーニャは人差し指を立てながらノリノリで解説しだした。

「あの部屋は勇者召喚という術式のごく一部分であり、あるのはせいぜい『召喚された者に言語翻訳能力を付与する術式』と『勇者召喚というシステムの始動術式』だけなんじゃないかってね。それはつまり……」

「あの部屋にあるのは『翻訳機能』と『スイッチ』だけで、勇者召喚のシステムはあの部屋には収まりきらないほど広範囲で、どこかに存在している？」

「そのとおり。やはり王様は理解が早いね」

　ジーニャは明るく言ったけど、俺はもうわけがわからなくなってきた。自分を召喚したと思っていた部屋が、実はその仕組みのほんの一部に過ぎなかったなんて……。

「それじゃあ、俺を召喚した物はどこにあるんだ？」

「まあ、言語翻訳機能だけであれだけの術式が必要だと考えると、おそらくこの城はおろか、この王都パルナム全土にまたがるような規模になっているんじゃないかな」

「この王都全土って……そんなにバカでかい術式が必要なのか？」

「うん。それを踏まえた上で少し気になることがあるとすれば……王様。この都市を囲む城壁の形は知っているよね？」

「ああ。〝円形〟だ」

　あまり意識したことはなかったけど、この王都パルナムの都市部を囲む城壁は円形（一巻・第一章冒頭部参照）という珍しい構造になっている。他の都市は方形の城壁が多いので、王都だけに景観にも気を配って建設されたであろうことがうかがえた。

　するとジーニャは持って来ていた王都パルナムの地図を卓上に広げた。

「この王都の地図を見てほしい。この王都パルナムを真上から見ると……まるでなにかの魔法陣のようには見えないかい？」

「「　!?　」」

　ジーニャの言葉に、俺もハクヤも目を見張った。

　言われてみれば、魔法陣や曼まん荼だ羅らのように見えてくる。

　中心に王城があって、東西南北に大通りが走り、小道が蜘く蛛もの巣状に走っている。

　そしてこの地図からは見えないけど、この王都の下にはいま現在は上下水道として使われている王族脱出用の秘密迷路が縦横無尽に走っているのだ。

　そこにも付与術式が刻まれているとしたら……。

「つまり……この王都パルナムそのものが勇者召喚のためのもの？」

「ボクらはそう考えているよ」

「ハクヤ、この国を建国した王は俺と同じように異世界から召喚された勇者だって話だったよな？　パルナムは初代勇者王によって建てられた都市なんじゃないのか？」

　この国の歴史に詳しいハクヤに尋ねると、厳しい表情で首を横に振った。

「いえ、エルフリーデン王国を建国したのは初代勇者王ですが、それ以前にもこの地には王国が存在していました。パルナムももっと古くからある都市のようです」

　初代勇者王よりも古くから存在する都市か……そうなると、ジーニャたちの仮説がますます現実味を帯びてくるな。聖母竜ティアマト殿のような『古き者』も関わっているのかも知れない。この件に関しては追加の調査が必要だろう。

　ジーニャやメルーラだけでなく大人数での長期的な調査が。

「他になにかわかったことはあるか？」

「……一つ気になっていることがあるわ」

　そう言ったのはメルーラだった。

「あの部屋に刻まれていた術式が『勇者がこの世界の人類とコミュニケーションできるようにする』ためのものだと話しましたが……それにしては、ちょっと迂う遠えんすぎる気がするのです。なんというか、まどろっこしい感じで」

「まどろっこしい？」

「『勇者がこの世界の人類とコミュニケーションできるようにする』だけが目的だったのなら、あそこまで複雑な術式は必要ないってことです。たしかソーマ王の話している言葉は貴方の世界の言葉で、私たちはなぜかそれを大陸共通語として認識できている……という話でしたよね？」

「……ああ。たしかそんな感じに説明された気がする」

　俺が話しているのは日本語で、この世界の人々はなぜかそれを公用語である大陸共通語として理解できる。だけどあくまでも日本語なので、まだこの世界にない単語や概念なんかを説明しようとすると伝わらなくなる。スマホやアニソンなどといったこの世界にはまだない物の単語が翻訳されることはない。

　俺が歌った歌をジュナさんがそのまま歌ってみせても、リーシアたちに歌詞の意味が伝わらなかったのも同じ理屈なのだろう。

「そこですよ、そこ」

　メルーラはその点が引っ掛かっていたようだ。

「ハッキリ言ってまどろっこしすぎです。『私たちに貴方の世界の言葉を認識させる』くらいなら『ソーマ王にこの世界の言葉を認識させる』ほうがよっぽど簡単です。認識させる対象はソーマ王一人だけで済むのですから」

　それは……たしかにそうか。不特定多数の人々の認識に干渉するより、俺一人の認識を変えてしまうほうがよっぽど手っ取り早いものな。

「実際、ソーマ王はこの世界の文字が書けているでしょう？」

「そういえば……」

　俺はこの世界の文字が読めるし書ける。だからこそ書類仕事ができるわけだし。

　それは俺がこの世界の文字を認識できるようにされた結果なのだろう。

　だとしたら、どうして同じ処理を言語では行わなかったのか。

「メルーラはどうしてだと思う？」

「そうですね……この術式を創った人物の意思のようなものを感じます」

「意思？」

「なにがなんでも貴方の〝言葉〟を残そうとした。そんな意思を感じます。たとえ術式を面倒くさいほど複雑怪奇なものにしてでも」

　言葉……か。

　そういえば星せい竜りゆう連峰でナデンたちと遭遇したあのキューブ状の物体。

　それまではまるで怒り狂っているかのように嵐を起こし爆発物をばらまいていたのに、俺の声を聞いた瞬間、急に活動を停止したように見えたっけ。

　あのときティアマト殿は俺のことを『鍵』だと言っていたけど……もしかして本当の鍵は俺の話す〝言葉〟なのだろうか？

　ああもう……なんだか頭が痛くなってきた。なにかがわかりかけているようで、それでいてなにもわかっていないような、もどかしい感じがする。

　結局、ここで話し合っていてもなにもわからないままなので、この件については継続して調査することを決めた。

（本当に……この世界は一体なんなのだろう）

　二人が帰って行き、今日の政務も片付いたので、リーシアと子供たちのところに向かうべく、飛竜ワイバーンを用意させている中庭へと向かいながらぼんやりと考えた。

　俺と、嫁さんたちと、子供たちが生きていく世界だ。

　これ以上不穏なことが起こらないよう願わずにはいられなかった。
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　―――大陸暦一五四七年十一月末・帝都ヴァロア




　それはソーマがまだ東方諸国連合にいたころのことだ。

　場所はグラン・ケイオス帝国の帝都『ヴァロア』の中心地に隣接する女皇マリア・ユーフォリアの住まう『ヴァロア城』の中にある妹将軍ジャンヌの政務室。

　そこではいま、ジャンヌとフリードニア王国から派遣されていた駐帝国大使ピルトリー・サラセンが向かい合っていた。

　するとピルトリーはジャンヌに頭を下げた。

「すみません。また一度王国のほうに戻らせていただきます」

　対するジャンヌは苦笑いを浮かべながらも穏やかな口調で言った。

「今度は妹さんのほうでしたか？　おめでたいことではないですか」

「そう言っていただけるとありがたいです」

　ピルトリーは以前に妻のアンズの妊娠が発覚した際、なれない帝国で産むよりはとアンズを王国の実家（サラセン家）に預けるために一時帰国をした。そしてアンズは無事に男の子を産み、その子と共に帝国にいるピルトリーのもとへと帰ってきた。

　そんな矢先、今度はアンズの妹であるシホの妊娠が発覚したのだ。

　シホもまたアンズと同じように実家で産ませようと思い、ピルトリーはまた王国・帝国に対して一時帰国を願い出て、了承されたことでその挨拶に訪れていたというわけだ。

「前回と同じようにシホを実家に預けたら戻ってきますので、その間の王国との連絡はアンズに任せてあります。なにかありましたら彼女にお申し付けください。私用で度々帝国を離れることは職務を全うできていないようで心苦しいのですが……」

　心底申し訳なさそうな顔をするピルトリーにジャンヌは手を振った。

「いえいえ気にしないでください。産まれてくる子供のためなのですから。それに、ソーマ殿のところにももうすぐ子供が産まれるのでしょう？」

「はっ。そう聞いております」

「あのリーシア姫がお母さんに……なんだか先を越された気分です」

　ジャンヌは小さく溜ため息いきを吐ついた。

　子供のころはお互いにやんちゃなお姫様として家臣たちを困らせていた二人なのに、どこで差が付いたのだろう。ソーマとリーシアのような特別な出会いがなかったのもそうだが、一番の理由はあの姉だろう。

（姉上が独り身のままだから、私も相手を探すことができないんです。いい加減、素敵な殿方を見つけてくれたなら、私も、もっと積極的に……）

　脳裏に浮かんだのは黒い服で長身の怜れい悧りそうだけど温かい目をした男性だった。

（って、いやいや、それはありえないでしょ！）

　ジャンヌは自分の想像を振り払うように頭かぶりを振った。

（あの人は積極的になってどうこうできるような人じゃないのはわかっています。いろんな意味で遠い人だから。でも、もし……帝国がいまよりも安定して、姉上もいい人を見つけたら……そのときは自分の気持ちに素直になっても……）

　ジャンヌは彼の隣に立つ自分の姿を想像して口元が緩んでくるのを感じた。

　まあ想像するぐらいはいいかな、と自分に言い聞かせて。

　ちなみにジャンヌに行き遅れのように思われているマリアだが、彼女は今年で二十一歳（地球の暦換算では二十二才）であり、ソーマの世界の基準で言えば行き遅れ呼ばわりされるのは酷な年齢だ。この世界の女性の結婚適齢期が十四歳から始まるため、とくに政略結婚などが多い上流階級では二十歳前での結婚が推奨されてしまうためだった。

　ピルトリーはなにやら考え込んでしまったジャンヌに声を掛けた。

「あの、ジャンヌ殿？　どうかなさいましたか？」

「あっ、いえ、すみません。そうですね……いまはソーマ殿はお留守でしょうから、王国に帰られて、子供が産まれたそのときには改めて姉上から祝辞を述べさせてください」

「おお！　それはありがとうございます」

　他国の王家に子供が産まれたことを心から祝福できる。これも王国と帝国との関係が良好であってこそできることだった。

　と、二人がそんなことを話していたそのときだった。




　ドッゴオオオン!!……バゴンッ！




　鳴り響いた二つの爆音と共に城が大きく縦に揺れた。

　ピルトリーはすわ地震かと思って身構えたが、予想に反して揺れはすぐに収まった。なんだったのだろうと思っていると、ジャンヌが額を押さえていることに気付いた。

「ど、どうしましたジャンヌ殿!?　いまの揺れで怪け我がでも!?」

「……いえ、これからしなければならない後始末のことを考えて頭が痛くなっただけです。まったく、あの子ときたら……」

「あの子？」

　ピルトリーが詳しく話を聞こうとしたとき、部屋の扉がバタンと勢いよく開かれた。

　部屋の中に飛び込んできたのは女皇マリア・ユーフォリアその人だった。

「ジャンヌ！　いまの爆発音ってやっぱり……」

「姉上、なんて格好をしているのですか！」

　マリアの言葉を遮ってジャンヌが怒鳴った。

　いまのマリアの格好は寝間着に三角帽子という、いわゆる起き抜けの格好だった。

　時刻的にはもう正午を回っているのだが、直前まで寝ていたのか頭もボサボサになっている。帝国の聖女と謳うたわれる気高く美しい姿しか知らなかったピルトリーは、その普段とはギャップがありすぎる格好に目を丸くしていた。

「服ぐらいちゃんと着てきてください！　ピルトリー殿もおられるのですよ!?」

「あら、ピルトリー殿。おはようございます」

　マリアは寝間着姿のまま優雅に挨拶をした。彼女の美貌で柔らかく微笑ほほえまれれば、着ているものが寝間着であっても絵になる気がした。ジャンヌは頭を抱えていたが。

「もう昼ですよ。おはようという時間じゃないです」

「だって朝まで政務をしていて、ようやく睡眠時間がとれたところだったのよ？　気持ちよく夢の世界に旅立とうとしていたのに、あの爆発音と揺れですっかり目が覚めてしまったわ。やっぱりあの子が原因なの？」

「城の中で爆発音を出す人物など他にいません。今回はなにを壊したのやら……」

「前回は城壁に大穴を開けていたわよね……」

　美人姉妹は揃そろって溜息を吐いた。

　ジャンヌは扉の向こうに控えていた女性の衛え士じたちに向かって命じた。

「いますぐ〝犯人〟を確保してこの部屋に連れてきなさい」

「「　はっ、了解しました！　」」

　衛士たちはさっそく走って行った。犯人……という曖昧な表現で対象がわかっているあたり、衛士たちも犯人がわかっているということだろう。

　ということは、こういうことはよくあることなのだろうか。

「あの……先ほどからお二人の言っている〝あの子〟とはどなたなのですか？」

　ピルトリーが恐る恐る尋ねると、マリアとジャンヌは一度顔を見合わせたあとで、声を揃えて言った。

「「　妹です　」」







　―――およそ十分後。




　さながら黒服の男たちに捕まった宇宙人の写真のように、衛士たちに引っ捕らえられてきたのは十五歳くらいの女の子だった。

　マリアやジャンヌと同じ綺き麗れいな金髪で、顔立ちもかわいらしい少女なのだが、ヨレヨレの白衣とはねっ毛が彼女のだらしなさを如実にあらわしていた。

　特徴的なのはその髪形だろう。右サイドに束ねた長い髪が渦を巻いていた。

　引っ捕らえられてきたその少女は鬼のような怒りオーラを纏まとっているジャンヌの前に突き出されると、おっかなびっくりといった感じに挨拶をした。

「ご、ご機嫌ようですわ。マリアお姉様、ジャンヌお姉様」

「機嫌がいいように見えますか？　トリル」

「ひうっ!?　ご、ごめんなさいですわ！」

　ジャンヌに睨にらまれて、トリルと呼ばれた少女は寒さに縮こまる子猫のように蹲うずくまると、ジャンヌのお説教を聞きながらペコペコと頭を下げていた。

　三人とも皇家の血筋だというのに、こうして見ると普通の姉妹だった。事態について行けずピルトリーが困惑していると、マリアが困ったような笑みを浮かべて言った。

「紹介しますわ、ピルトリー殿。彼女が私たちの末妹でトリルです」

「ト、トリル・ユーフォリアですわ。どこのどなたは存じませんけど、お見知りおきくださいですわ」

　お説教から解放されたトリルは慌てて取り繕ったように名乗った。

「こ、これは失礼しました。フリードニア王国より派遣されたピルトリーと申します」

「フリードニア王国!?」

　つられるようにピルトリーが名乗ると、トリルは目を大きく見開いた。

「フリードニア王国といえばもともとはエルフリーデン王国でしたわよね!?　あのマクスウェル家のジーニャ様がいる！」

「は、はあ……ジーニャ殿……とやらは存じませんが、マクスウェル家は聞いたことがあります。なんでもダンジョンの遺物の研究で功を成した家だとか」

　軍人肌のピルトリーは内政官の事情については疎かった。しかしそんなピルトリーでも家名は知っているくらい、マクスウェル家は『変わり者一族』として名を馳はせていた。

「あの……どうしてマリア殿の妹君がマクスウェル家のことを？」

「私、マクスウェル家の大ファンなのですわ！」

　トリルは目をキラキラとさせながら言った。

「彼の一族が記した『魔法エネルギーの変換と蓄積』を読んで感銘を受けたのです！　これは私の野望を叶かなえる指標となるものだと……」

「トリル！　こっちの話は終わっていませんよ！」

　ジャンヌに怒られてトリルは肩をビクッとさせた。

　王国では変わり者として有名なマクスウェル家について熱く語る帝国の三番姫。

　変わり者は変わり者を引き寄せるのだろうか、とピルトリーは内心で思った。

　するとジャンヌがやれやれといった感じに溜息を吐いた。

「それでトリル。今日は一体なにを壊したのです？」

「ジャンヌ。なにも壊したと決めつけなくても……」

「姉上は黙っていてください。あの音と揺れです。なにかしらの被害が出たのだと覚悟して然しかるべきです」

「ひ、被害だなんてそんな……大したことありませんわ。ちょ～っと地下研究室の天井に穴を開けてしまっただけで……」

「……貴方あなたたち、被害はどれくらいのものでしたか？」

　ジャンヌはトリルの言い分を無視し、彼女を連れてきた衛士たちに尋ねた。

　衛士たちは敬礼すると見てきたままのことを報告した。

「中庭に大穴が空いておりました」

「直径五メートル以上はあるように見受けられました」

「ちょっとどころではないではないか！」

　ジャンヌがドンッと机を叩たたいた。

　その音にトリルだけでなく、マリアもビクッとなっていた。ジャンヌは衛士たちに部屋から出て行くように命じ、退出したのを確認してからもう一度溜息を吐いた。

「最近の貴女あなたの行動は度が過ぎています。貴女がなにか問題を起こし、なにかを壊すたびに、姉上の威信が揺らぎ、私の仕事が増えるのです」

「お、お姉様、私の研究は……」

「貴女の研究が帝国の未来に役立つであろうことは私も姉上も理解しています。だからこそ皇家の三女としての責務は求めず、研究室で好きにさせてきたのです」

　ジャンヌは頭が痛いといった感じにこめかみをトントンと叩いた。

「ですが、もうそろそろ限界です。私たちよりも家臣たちのほうが。いい加減、トリルを罰するべきだという意見も出てきているのですよ？」

「うぅ……」

　失敗は成功の母とは言うが、彼女の場合は血筋が悪い。

　広大な領土を治める帝国の女皇マリアの妹でありながら、研究所に籠もって日々なにかを創り上げては盛大に失敗し、城壁を壊すなどの被害を出している。そういった醜聞は本人だけでなくマリアの権威さえも損ないかねない危険な物だった。

　ジャンヌはトリルに苦渋の表情で告げた。

「もう私たちの手には負えなくなってきました。ここらが潮時ではないのですか？　研究を諦め、皇家の三女としての立場に立ち返るときなのでは？」

「………」

　トリルはなにも言い返すことができず俯うつむいていた。

　周囲を重苦しい空気が包む。急に家族内トラブルに巻き込まれる形になったピルトリーは、所在がなくオロオロとするしかなかった。

　すると、そんな空気を変えるようにマリアがポンと手を叩いた。

「私たちの手に負えないなら、手に負えそうな人に任せるのはどうかしら？」

　のほほんとした声でそんなことを言い出したマリアに、ジャンヌは目を見張った。

「いきなりなにを言い出すのですか？」

「ちょっと思いついたことがあるのよ。ほら、フリードニア王国と盟約を結んでからというもの、王国からはピルトリー殿を駐帝国大使として派遣してもらったのに、私たちは駐王国大使をまだ派遣していなかったでしょう？」

「そうですね。あくまでも秘密同盟ですので人選が難しく……って姉上、まさか……」

　嫌な予感がしたジャンヌに、マリアは満面の笑みを浮かべながら言った。

「ええ。トリルには駐王国大使として王国に行ってもらいましょう」




　◇　◇　◇




『……というわけでしてソーマ殿。妹のことをよろしくお願いします』

「というわけでって、どういうわけですか……」

　ありのまま、いままで起こったことを話すぞ。東方諸国連合から王国に帰ってきて、リーシアの出産に立ち会って、無事に双子が産まれたことを確認するや王城に帰らされて、その三日後に帝国に厄介な人材を押しつけられた。なにを言っているのか以下略。

『トリル。ソーマ殿に迷惑をかけてはいけませんよ？　身体からだに気を付けてね』

「わかっておりますわ、マリアお姉様」

　いま、俺の隣では帝国から送られてきた十五歳くらいの金髪縦ロールの少女が、玉音放送越しのマリアに向かって手を振っていた。

　彼女の名前はトリル・ユーフォリア。

　顔はともかく性格は似てなさそうだけど、マリアたちの妹で研究者だそうだ。

　なんでも研究で度々大失敗をやらかして帝国にいづらくなったから、まだ決まっていなかった駐王国大使に任命して王国へと飛ばされてきたのだそうだ。一時帰国してすでに帝国へと戻っていったピルトリーから報告を受けている。

　まったく……クーを預けてきたゴウラン殿といい、ユリガを預けてきたフウガといい、みんなうちの国にポンポン要人を預けすぎじゃないか？

「うちの城に託児所はありますけど、乳幼児に限定しているのですが」

「ちょっと、子供扱いしないでくださいまし！　レディーに向かって失礼ですわ」

　トリルがそう抗議してきたけど無視した。マリアはクスクスと笑っている。

『あら、ソーマ殿は独創的で優秀な人材はお好きなのでしょう？　トリルは帝国の中でもっとも独創的な研究者なんです。きっと気に入ると思いますわ』

「はあ……ちなみにどういう研究をしているんです？」

　隣のトリルに尋ねると、「う～ん」とかわいらしく小首を捻ひねった。

「それを説明するには、あの昔話を聞いてもらう必要がありそうですわ」

「え？　昔話？」

「はいですわ。昔々ある国に……」
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　昔々ある国に最強と名高い戦士がおりました。

　その戦士は強きよう靱じんな肉体を持っていましたが、

　それと同時にすぐれた武具・防具の収集家でもありました。

　その戦士は手にした槍やりを持って言いました。

「我が槍は天下の業物。この世に貫けぬ物などござらん」

　またその戦士は着込んだ鎧よろいを指して言いました。

「我が鎧の堅けん牢ろうさたるや城壁以上。この世に貫ける物などござらん」

　それを聞いた戦士の主君は戦士に尋ねました。

「なんでも貫く槍でなにものにも貫かれぬ鎧を突いたらどうなるのだろうか？」

　戦士は答えることができず、大いに恥を搔かいたそうな。
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「……という昔話があるのですわ」

「………」

　トリルの語った昔話は、矛が槍、盾が鎧に変わっただけで地球にあった『矛盾』の故事そのままだった。たしか出典は『韓かん非ぴ子し』だったっけ？

　著者である韓かん非ぴも現実主義者の視点から王のあるべき姿を説いたけど、内容はマッキャベリなど比じゃないくらいえげつない。韓非が戦国の七雄が争う乱世の、しかも権謀術が渦巻く宮中の人間ということもあるけど、あれを忠実に守ったら王に心を許せる存在はいなくなり人間不信まっしぐらだ。韓非のファンで始し皇こう帝ていとなった秦しん王おう政せいもそういった面があったようだし、あそこまではやりたくないというのが個人的な感想だ。

　と、話がずれたな。ともかく言葉がある以上、論説的な矛盾パラドツクスはどこにでも存在するのだから、この世界で似たような話が作られていても不思議はないか。

　するとトリルは不満そうな顔で言った。

「でも、この話はおかしいと思うのですわ」

「まあ論理的におかしいのがパラドックスだしな」

　なにを当たり前なことをと思っていると、トリルは首を横に振った。

「そういう意味じゃありません。勝つのは槍です」

「ほう。その理由は？」

　興味が出たので尋ねてみると、トリルは人差し指を立てながら語り出した。

「鎧は着込んでしまえば終わりです。しかし、槍には様々な改良の余地がありますわ。鎧の堅さを十。槍の鋭さを十としましょう。まず突く速さ。二倍の速さで突くことで攻撃力を二十にするのです。そして突くと同時に回転させることで、その貫通力はさらに倍になることでしょう。よって槍の攻撃力は少なくとも四十にできるはずです」

「な、なるほど……」

　護衛として傍そばにいたアイーシャが納得していた。そんなわけあるか！

「いやその理屈はおかしいだろう!?」

　なんだそのどこぞの戦闘コンピューターみたいなとんでも理論は。そんな単純に倍々な計算が成立するわけがない。しかし、トリルは至極真面目な顔で言った。

「もちろん数字は適当ですわ。でも、たとえば錐きりのような工具を厚さ二センチ程度の木の板に叩き付けたところで、そうそう貫通はしません。ですが同じ場所に当ててキリキリと回し続けることによって、板に穴を開けることは可能です」

「それは……そうだな」

　あれ？　俺もいつの間にか納得させられていた。

「私が研究していたのはその槍を回し続ける仕組みですわ」

　するとトリルはにこやかに笑いながら槍を突く真ま似ねをして見せた。

「腕で捻りを加えるには身体の構造状限界があります。ですから〝常に回転し続ける槍〟を開発できないものかと試行錯誤していたのですわ。その過程で試作品がぶっ飛んでいって城壁に大穴を開けたりしちゃったのですが……」

「回転し続ける……あっ！」

　わかった！　槍を回転させるって言っていたからピンと来なかったけど、彼女が作ろうとしているのは『穿孔機ドリル』だ！　正確にはドリルを回転させるモーターのような物を作ろうとしていたのだろう。それも蒸気機関さえないこの世界の科学水準でだ。

　もし本当に作れるなら技術的な革新が起こるぞ。

「城壁に大穴を開けたって言ったよな？　どこまでできたんだ？」

「ダンジョン内で発見される特殊な金属の支柱に魔法エネルギーを加えると回転することがわかったので、回転させることはできましたわ。ただ効率よく安定的にエネルギーを供給する方法がわからず、暴発を繰り返してしまったのですわ」

「………」

　ジーニャのダンジョン工房を見学したときからわかっていたことだけど、この世界の技術体系の進歩は地球の歴史通りには進まなそうだ。ダンジョンから発見される物質を使って、一足飛びの技術を手に入れてしまうのだから。

　それにトリルの言っている安定的にエネルギーを供給するシステムって、ススムくんマークⅤに使われている呪カース鉱こう石せきが答えになるんじゃないだろうか。

「マクスウェル家の著書『魔法エネルギーの変換と蓄積』を読んでいろいろと研究しているのですが、なかなか良い素材が見つからないのですわ」

　トリルは悔しそうにそう言った。ジーニャの家はそんな本を出していたのか。

　う～ん……帝国は帝国で魔力の貯蓄方法を研究しているのだとすれば、そう遠くない未来に呪カース鉱こう石せきの利用に辿たどり着くかもしれない。他の国だってそうだ。

　そうなれば折角のアドバンテージが消えることになる。フウガのこともあるし、ここらで一つ技術革新に弾みを付けたいところだった。そんなことを考えていると、

『ソーマ殿にはなにやらお考えがある様子ですね』

　マリアが急にそんなことを言い出した。

　俺が思案にとらわれている間、ジーッと俺の顔を見ていたようだ。

　しまった……柔らかな笑顔とのほほんとした空気に騙だまされそうだけど、マリアもまた隙を見せてはいけない相手だった。

『もしかしてトリルの研究に関するヒントをお持ちなのではないですか？　王国にはトリルの尊敬するマクスウェル家の方もおられるそうですし』

「そ、そうですわ！　是非ともお会いしたいのですわ！」

　トリルも興奮した様子で乗っかってきた。

　なんとか誤魔化したいけど……マリアが相手では下手な噓うそは通じないか。

「……うちのジーニャの知恵があればなんとかできるかもしれません」

『それは素敵ですね。どうです？　トリルの研究を二国での共同研究にしませんか』

「共同研究……ですか？」

『私はトリルの開発しようとしている技術は様々なものに応用が可能になると思っています。それこそこの世界の技術を一新できるほどに』

　それは事実だろう。穿孔機もそうだけど、発動機モーターのような物……つまり原動機を開発できれば、その応用方法は枚挙に暇いとまがない。

　自動で回転する。それによってできることが山のようにあるのだ。

「あまりこちらの手の内を晒さらしたくないのですが……」

『あら？　ソーマ殿はトリルの持つ技術に興味はありませんか？』

「それはもちろん欲しいですけど……」

『でしたら、ちょうどいいではありませんか。お互いに欲しい技術なのです。二国で研究し、その成果は二国で共有しましょう』

　マリアの提案はとても魅力的に聞こえた。

　一国ですべてを研究するのは人材・資金・時間が限られてしまい難しい。それは医療制度改革のときにも痛感したことだ。必要とあらば他国を巻き込んで、人材・資金・時間を確保する必要もあるだろう。マリアの帝国ならば相手国として信頼できるしな。

「……その場合、研究にかかる資金も折半していただきますよ？」

『もちろんですわ。それでは受けていただけますか？』

「いえ、この場での即答は控えます。あとでハクヤなどと話し合った上で、あらためてそちらと条件を摺すり合わせたいと思います」

『……そうですね。私も気持ちが急せいて少々先走ってしまったようです』

　マリアは少し残念そうに身を引いた。まるでエサを前にお預けをくらった室内犬のような顔をしている。そんなマリアの様子に俺は苦笑しながら言った。

「ですが、私個人の意見としては乗り気です。一度、トリル殿にはジーニャと会ってもらおうと思います」

　俺の言葉にトリルが目を輝かせた。

「憧れのマクスウェル家の方に会えるのですね！　とても嬉うれしいですわ！」

『ふふ、良かったわねトリル。でも、貴女あなたは駐王国大使としてそっちに行っているのだから、研究に熱中しすぎてそちらの仕事を疎おろそかにしてはダメよ？　じゃないと、ジャンヌがそっちに連れ戻しに行くかもしれないから』

「うっ、それは嫌ですわ。仕事もちゃんと頑張りますです」

　ビッと敬礼するドリル姫……ではなくトリル姫だった。

　こうしてまた一人王国に珍妙な人材がやってきた。

　とりあえず、彼女のことはジーニャの保護者であるルドウィンにでも任せようか。また安いパンをかじることにならないといいんだけど……。

『あ、そうですソーマ殿。双子がお生まれになったとか』

　話がまとまった後、マリアが思い出したようにそう言うと、スカートの裾を摘つまみながら優雅に会釈をした。

『グラン・ケイオス帝国の女皇として、ご子息・ご息女の健やかな成長と、王国のますますの発展をお祈りいたします』

「ありがとうございます。守るべき国いえと家族のため、お互いに頑張りましょう」

『はい』

　そしてまた王国と帝国は絆きずなを深めることになった。
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　帝国から駐王国大使としてトリル・ユーフォリアが赴任してきたその翌日。

　パルナム城にある『玉音の間』ではある人物が、他国にいる人物と会話していた。

　普段、この部屋の玉音放送を使うのはソーマかハクヤぐらいのものなのだが今日は違っていた。その人物は真っ白な髪とニョロンと伸びた尻尾を持っていた。

「……ってなわけだ親おや父じ。オイラはこの方針で進めてぇと思ってるんだが、共和国元首としての許可をもらえねぇか？」

『ふむ……』

　この部屋で宝珠の前に立っているのはトルギス共和国からの客将クー・タイセー、話している相手は共和国にいる彼の父ゴウラン・タイセーだった。

　クーはソーマから宝珠の使用許可をもらった上で、母国と連絡を取っていたというわけだ。ゴウランはしばらく思案顔になっていたが、やがて大きく頷うなずいた。

『うむ……お前にしては悪くない提案だ。許可を出す故、なんとしても話をまとめよ。ソーマ殿との交渉はお前に一任しよう』

「ウッキャッキャ、そうこなくっちゃ」

　嬉しそうに言うクーを見て、ゴウランは少しだけ目を細めた。

『よもやお前からこれほど有益な献策を受ける日が来ようとはな……』

「ウキャ？　親父が素直に褒めるなんて珍しいな。悪いもんでも食ったのか？」

『調子に乗るな。まったく……少し褒めた途端にこれだ。王国での暮らしで成長したのかと思っていたのだが、勘違いだったようだ』

　ゴウランが溜ため息いきを吐ついたが、クーは愉快そうに笑っていた。

「ウッキッキ、持って生まれた性格ってのはそうそう変わるもんじゃないさ。ま、オイラ自身、成長したとは思ってねぇんだけどな」

　そう言って笑っていたクーだったが、不意に笑みを消した。

「まあ……心境の変化はあったけどな。〝あの男〟を見ちまった以上、いままで通りではいられねぇ。オイラたちはオイラたちで備える必要がある」

『……報告にあったマルムキタンの若き王のことか？』

「ああ。フウガ・ハーン。あいつはやべぇよ」

　クーは腕組みをしながら至極真面目な顔で言った。

「ソーマの兄貴や帝国の女皇マリアもたしかに凄すげぇ為政者だ。兄貴の適宜適切な人材の使い方、女皇マリアの大国を率いるカリスマ性には驚嘆するしかねぇ。だが、二人はこちらが敵対しないかぎりは友好的に接してくれる。どんなに国力に差があったとしても、自分からむやみやたらと戦争を吹っ掛けたりはしねぇ」

『……フウガとやらは違うと言いたいのか？』

　フウガ・ハーンについての報告を受けたゴウランだが、この男に対してクーや、クーの話ではソーマも危険視しているというのが理解できなかった。

　共和国からは遠い小国の王をなぜ二人はそこまで警戒しているのか。報告からはわからない、直接会った者だけが知る雰囲気のようなものでもあるのだろうか。

「ああ、オイラはそう見たな。フウガは自分の夢のためなら多少の犠牲どころか多大な犠牲も厭いとわねぇだろう。夢のためなら雪ばっかで領有するだけ損だと思うようなトルギス共和国でさえも盗とりに来るかもしれねぇ。兄貴も似たようなことを感じてるしな」

　訝いぶかしむゴウランにクーは真剣な目で言った。

「もしものときのために、うちはうちでフウガに対抗できる力を持つ必要がある」

『なるほどな……』

　相づちを打ちながらゴウランは感心していた。

　共和国にいた頃は行き当たりばったりな言動が多かったのに、いまはちゃんと先のことを見据えて行動するようになっている。それはきっと、王国でソーマの治世の影響を受けたことと、強大な敵となり得る存在の出現がクーの成長を促したのだろう。

『ならば若き王たちに負けぬよう、お前も精進せねばなるまい』

「ウッキャッキャ、わかってるさ。それじゃさっそく兄貴のとこに行ってくるぜ」

　肩で風を切って走るクーの背中が、ゴウランには頼もしく感じられた。
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　―――翌日。王都パルナムの城下街。




　年末の寒くて忙しい空気に包まれている街。

　そんな街の中をクーとレポリナのトルギス主従コンビが屋根伝いに駆け抜けていた。

「良かったですね、若様。交渉がまとまって」

　クーに併走しながらレポリナが言うと、クーは愉快そうに笑った。

「ウッキャッキャ。条件を摺り合わせるときには兄貴もだいぶ渋い顔してたけどな。ゴネて、ヨイショして、甘えて、足下見て……なんとか負けてもらったぜ」

「後ろで見てましたけど、ソーマ殿、疲れた顔してましたよ？」

　レポリナは知っている。

　クーは子供が生まれたばかりだったり、政務が立て込んでいたりで忙しいソーマを一時間にわたって拘束し、ゴネて、ヨイショして、甘えて、足下見て交渉し続けて破格の条件を引き出したのだ。それはソーマも疲れた顔をするはずだ。

　下手したら怒りを買ってこの国から追放されるかもしれない行為だが、そこは人の心を摑つかむのが上う手まいクーのこと、上手くご機嫌を取りながら交渉をやりきってしまった。

　しかし当のクーはさして気にした様子もなく笑い飛ばした。

「オイラが兄貴に無理させたみたいな言い方はすんなよ。これは兄貴にとっても損はねぇ話なんだからな。ま、損はねぇけど儲もうけ分は減らさせてもらったけどな。ウキャ」

「はあ……若様のそういうところ、ホント凄すごいと思います」

「ん？　褒められてるのか？」

「褒めてますよ？　半分呆あきれてもいますけど」

　二人はそんなことを言いながら、職人通りにある一軒の工房の前へと降り立った。

　ここは二人の幼おさな馴な染じみであり、この国に技術指導のために招かれた職人タルに貸し与えられている工房だった。クーはノックもそこそこにその扉を勢いよく開けた。

「おう、タル。いるか？」

「……バカ様……と、レポリナ？」

「こんにちはです。タルさん」

　頭に白い熊耳をはやした雪せつ熊ゆう族ぞくのクール少女タルは水みず桶おけを運んでいるところだった。

　クーたちに気が付くと目をぱちくりとさせながら、首をかしげた。

「もう帰ってきてたの？」

「ああ。数日前に援軍本隊と一緒にな。ちょっとやらなきゃならねぇことができたんで、なかなかこっちに来られなかったが」

「数日前……」

　なんだか思案顔になったタルに、クーは頭に「？はてな」を浮かべながら尋ねた。

「ウキャ？　どうかしたのか、タル」

「……なんでもない」

　タルは仏頂面になるとプイッとそっぽを向いた。

（帰ってたの、ではなく、帰ってきてたの……ですか）

　クーはわけがわからないといった感じに首を捻ひねっていたが、レポリナは彼女がそんな態度をとった理由がわかった気がした。

（きっと東方諸国連合に魔物退治に出かけたクー様のことを心配していたのでしょう。それなのにクー様は、数日前には帰ってきていたにもかかわらず、今日までタルさんに会いに来なかった。だから拗すねてしまった……といったところですかね）

　不器用な幼馴染みの思考に、レポリナは苦笑するしかなかった。

　そんなレポリナやタルの内心など知るはずもなく、クーはタルに言った。

「それよりだ。タル、お前に頼みがあるんだ」

「なに？　いつもみたいにデートしてくれって話なら、いま忙しいんだけど……」

「そうじゃねぇ。いや、デートはしてぇが、今日はそういう話じゃねぇんだ」

「……どうかしたの？」

　クーがいつになく真面目な顔で言うので、タルもちゃんと話を聞くことにした。

　クーは「とりあえず座って話そう」と二人と共に居間へと移動した。タルが二人に鉄瓶でお茶を出すと、クーはそこでようやく本題を切り出した。

「王国と帝国が〝ある技術〟を共同開発することになったらしい」

　クーは出されたお茶を啜すすりながら真面目なトーンで言った。

「『穿孔機ドリル』ってものらしい。兄貴が言うには、それを使えば堅い物にも大穴を開けることができるようになるらしいんだが……」

「穿孔機……大工の使う手回し式の切削工具みたいなもの？」

「あの木材に穴を開けるあれか？　まあ、それのデカくて威力も凄すさまじいバージョンだと思えばいいのかな？　穴を開けるのは木じゃなくて岩とか鉄らしいぞ。さらにデカい物が作れれば山に大穴を開けることもできるんだとか」

「……凄い物を作ろうとしている」

　職人であるタルはその技術の凄さがすぐにわかった。

　この世界には魔法があるため、岩や鉄に大穴を開ける技術と言っても「魔法でやればいいんじゃない？」と言われてしまうだろう。しかし魔法は能力も威力も千差万別で、理想のサイズで穴を開けることができるのはごく一部の者にしかできない。

　だが一度技術として確立してしまえば、それは誰もが使用可能ということになる。

　適性魔導士がいなくてもどんな物にも穴を開けられる……そのことがこの国に及ぼす影響は計り知れないものがある。タルの想像にクーは「その通りだ」と頷いた。

「この技術、なにがなんでもうちの国にも欲しい。いや、むしろうちの国にこそ、この技術は必要なんだ。雪と氷に閉ざされた俺たちの国には」

　極寒のトルギス共和国は冬になると陸は雪で覆われ、海は氷に覆われて、身動きがとれなくなってしまう。舟は凍った海には入ってこられず、陸はヌーマスのような毛の長い大型動物を使わない限り移動することができない。

　最近では王国から大型ホバー輸送船『ロロア・マル』が入ってくるようになり、だいぶ交易もしやすくなったとは言え、まだまだ厳しい現状に変わりはなかった。

　しかし岩さえ貫く穿孔機があればどうだろう。

「山を開通させれば雪に悩まされない道ができる。舟に取り付ければ、氷を砕いて進める船ができるかもしれない。そういう話を兄貴にしたら、『回転機構が作れたらリフトとかもできるかもしれないな』とも言っていたな」

「リフト？」

「なんでも……『れじゃあすきぃ』？　とかいうのに使うらしい。それができたら共和国に観光客を呼び込めるようになる……とかなんとか言ってたな。よくわからなかったから今度もう一度くわしく聞いてみるつもりだ」

　兄貴の考えることだし、きっと愉快なことに違いないとクーは笑った。

「……大事な技術だというのはわかった。それで私に頼みってなに？」

　タルが尋ねると、クーは待ってましたとばかりに膝を叩たたいた。

「その穿孔機はうちの国に必要な技術だ。だが王国と帝国が完成させてから導入しようとすればかなり高く付くだろう。共和国うちにそんな余裕はねぇ。だからこそ、その共同研究に共和国も参加させてもらうよう兄貴と交渉してきた。親おや父じに許可をもらってな」

　このフットワークの軽さは流石さすがクーだった。思い立ったら即行動する。

「そしてタル、お前にはその共同研究に加わってもらいてぇ」

「……私が？」

「ああ。その穿孔機ってヤツには刃物の知識が必要不可欠って話だ。鍛冶技術全般はタルの得意分野だろう？　うちからはタルの技術提供とある程度の研究資金を出すことで、共同研究に参加する。そして開発された穿孔機は三国の共有技術となるわけだ」

「若様ったら、凄かったんですよ？　王国と帝国は研究資金を折半することになっていたので、当然、共和国も三分の一を担うように言われたんですけど、国力が二国に劣ることを背景に交渉して二割負担に抑えたんです」

　レポリナがそう補足した。

　結果、この研究への出資比率は「王国：帝国：共和国」で「四：四：二」となった。

　ちなみに最初クーは一割の負担にするよう要求し、三割は負担して欲しいソーマとの間で擦った揉もんだの交渉の末に、二割負担になったという背景があった。

「ウキキ。兄貴と敵対してもいいなら一・五割ぐらいはいけそうだったけどな」

「調子に乗らないでくださいよ。二割負担だってソーマ殿のご厚意なんですからね」

「わかってるって。そんなわけだタル。俺たちの国のために、いっちょタルの腕を貸しちゃあくれねぇか？」




　クーはタルに向かって手を差し出した。その目はいつもの軽薄な感じではなく、次代を背負う者としての覚悟のようなものが見えた気がした。

　一瞬、クーの目に見とれていたタルだったがやがてその手をとった。

「……わかった。協力する」

「ありがとな。じゃ、早速兄貴のとこに報告に行ってくらぁ！」

　そう言うとクーは立ち上がり、来たときと同じように勢いよく工房を出て行った。

　タルは一瞬「あっ」とクーに向かって手を伸ばそうとしたけど、その手が伸びきるよりも前にクーは走り去っていた。タルが行き場のなくなった手を胸に抱えていると、

「そんなんじゃ、若様は遠くに行っちゃうよ？」

　残っていたレポリナがタルに言った。タルはハッとした表情でレポリナを見た。

「……クー様、少し変わった気がする。東方諸国連合でなにかあったの？」

「ええ。凄く強くて、凄く人を引きつける、世界を覆うような野望を持った若き王様を見たの。若様の理想の君主像を体現したかのような人物を」

「………」

「それが他国の若き王様だったことで、若様の心に火が点ついちゃったのね。負けてられないって。そしてこれまでよりも大きなものを見ることができるようになった」

　辛つらそうに胸の前で拳を握っているタルに、レポリナは真顔で言った。

「いつまでも〝見ていてもらえる〟なんて思わないほうがいい」

「っ!?」

「若様はどんどん前に進もうとしている。いつまでもいまの関係は続かない。立ち止まっていたら置いて行かれてしまうでしょうね」

「……わ、私は……」

　タルはなにか言おうとしたけど、言葉が続かなかった。




　―――いつまでも〝見ていてもらえる〟なんて思わないほうがいい




　いまの関係のままがいい。そう思っている部分はタルの中にある。

　しかしその感情は前に進もうとしているクーの邪魔になる。そんなことはタルも望んでいない。雪と氷に覆われ閉塞的な空気のある共和国で、クーは誰よりも明るく笑って前に突き進む。バカもするけど、タルはそんなクーの姿勢に惹ひかれたのだ。

　だからこそ、クーの足を止めるようなことはしたくなかった。

　俯うつむいてしまったタルに、レポリナは工房の入り口の方へと歩きながら言った。

「私はどこまでも若様についていく。いまは一番に見てもらえなくても、いつか一番に見てもらえるように。タルさんはどうしたいのか……いい加減、ちゃんと考えて」

　そしてレポリナはクーを追うようにして工房を出て行った。一人取り残されたタルはギュッと拳を握ってしばらくそうしていたが、やがて顔をあげた。
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　その目には二人に負けまいとする強い光が宿っていた。




　◇　◇　◇




　―――後日。




　超科オーバー・サイ学者エンテイストジーニャ・マクスウェルの研究室にタルの姿があった。

「先端の形状を変える……ですの？」

　帝国の三番姫であるトリルが、自慢の一房ドリルヘアーを揺らしながら首を傾かしげた。

「優れた剣、優れた槍やり、優れた鏃やじりの先は鋭く尖とがっているもの。先端がより鋭角になる円えん錐すい形のほうが貫通力があるのではなくて？」

「普通の武器ならそう。貫通力は敵に当たる一瞬にだけ発揮されればいい。だけどトリルの作ろうとしている装置は違う。長時間の使用が想定される」

　穿孔機の発起人であるトリルに対して、タルは堂々と意見を述べた。

　トリルは腕組みをしながら訝いぶかしげな顔をした。

「……そうですが、それがなにか？」

「鋭利な先端は貫通力こそあるものの、力がその一点に集中してしまうために脆もろく壊れやすいという欠点がある。一度欠けてしまえばもう貫通力は失われる」

「なるほど、確かにその通りだね」

　横で聞いていたジーニャも同意した。尊敬するマクスウェル家の現当主ジーニャにそう言われては、トリルは疑うこともできなかった。

「ジーニャ〝お姉様〟がそう仰おつしやるなら。ですが、それならどうなさりたいの？」

　尋ねられたタルは黒板にチョークで考えた形状を描き込んでいった。

「接触面に掛かる力を分散させるためにも、先端はあえて平らにし、そこに無数の刃をちりばめることで回転しながらガリガリと削っていく方式を提案する」

「はあ……これはまた意外な形状ですね」

　感嘆の溜ため息いきを漏らすメルーラに、タルは真っ直すぐな目で言い切った。

「刃物に関しては専門分野。誰にも負ける気はない」

　そこにはジーニャ、メルーラ、トリルという天才たちと対等に、穿孔機の構造について議論するタルの姿があった。タルは三人に説明しながら胸の奥で決意していた。

（私も……二人に置いて行かれないように頑張らないと）




　―――いつまでも、クー様に見ていてもらえるように。
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　―――大陸暦一五四八年一月某日




「う～ん……」

　王都パルナムにある服飾屋『銀の鹿の店』のスタッフルームではいま、ロロアが羽根ペンを耳にかけて腕組みをしながら悩ましげに唸うなっていた。

　そこにこの店の主人であるセバスチャンがお茶の用意をして入ってきた。

「どうなされたのですか？　姫様」

「どうもこうもないわセバスチャン。これ見てみ？」

　ロロアは何枚かの紙をセバスチャンに差し出した。

　セバスチャンがお茶の用意をテーブルに置き、差し出された紙を受け取って目を通したところ、どうやらこれは『銀の鹿商会』の収支報告書のようだ。この『銀の鹿商会』は表向きはセバスチャンを代表に据えているが、実際はロロアの私的な商会だった。

　基本はセバスチャンの経営する『銀の鹿の店』のように服飾雑貨を取り扱っているのだが、他にも陸上輸送船『ロロア・マル』などを利用した運送業や、ソーマのいた世界の料理を出す飲食店の経営など様々なジャンルに手を出していた。

「ふむ……」

　セバスチャンはしばらくその収支報告書を読んでいたが、とくになにか問題がありそうなところは見当たらなかった。

　ロロア・マルを用いた医療器具の交易はマイナスに見えるが、これは国家プロジェクトであるため損益は国のものとなっている。商会としては問題がない。

　他の事業に関しても似たようなものだった。むしろ手広く商売をしているわりには、どこも一定の成果を上げていて、ロロアの商売スキルの高さに改めて驚いたほどだ。

「とくに姫様の頭を悩ますようなものはないと思うのですが？」

「……そん中で、一番元手が掛からんで、もっとも利益の大きい分野はなに？」

「それはやはりこの〝玩具関連〟でしょうか」

　セバスチャンが見たところ、この事業が好成績をたたき出しているようだった。

　掛けた資金に比べて売り上げが異様なほどに伸びている。ロロアも頷うなずいた。

「せや。そして売り上げの八割をしめとるんが『超人シルバン』関連グッズなんや」

　ロロアは商品化したものを思い出しながら指折り数えた。

「えっと、シルバンが変身するときに振る光る棒こと『シルバンバトン』やろ。『シルバン変身グッズ』、シルバンやミス・ドランやダンボックスなどの『ゴム質人形』、シルバンの顔が刻印された『シルバンクッキー』なんてのもあったな」

「クッキーはともかく変身グッズはかなり高価ではありませんでしたか？」

「貴族・騎士階級のボンボンが買ってくらしいわ。というか、貴族・騎士階級の大人たちからも大人サイズが欲しいっちゅう要望が来て、実際に商品化したわ」

「……この国の大人たちもシルバン変身グッズで遊んでいるのですか？」

　身なりの良い紳士たちが部屋でシルバン変身グッズを着用し、鏡の前でポーズをとっている姿を想像してしまったセバスチャンは、本気でこの国の将来が心配になった。

　ロロアは苦笑いを浮かべながら首を振った。

「自分で楽しむ以外にも利用法はあるわ。幼い子供や孫を楽しませたいと思って購入するのがほとんどみたいや」

「ああ、そういうことですか。それならば納得……」

「まあ、自分で楽しむために買っとるのも一定数はおるみたいやけどな。ちゅうか、アイ姉の部屋にも『ゴム質人形』があったんやけど……」

「………」

　将来の第二正妃となる女性がシルバン人形で遊んでいる。

　普通の国民ならば信じられないと思うだろうが、アイーシャには少し子供っぽいところがあることを知っている二人は揃そろって溜息を吐つくしかなかった。

「それで、浮かない表情の理由はなんです？　売り上げは好調なのでしょう？」

　気持ちを切り替えるようにして尋ねると、ロロアは頭を搔かきむしった。

「商品のアイデアがないねん。いまシルバングッズは出せば売れる状態や。この傾向はまだまだ続きそうやのに、もう大抵のものは商品化してもうとるんや。多すぎる需要に対して供給できる商品のバリエーションが足りひんのやわ」

「それは……商売人としては歯がゆいですね」

「せやろ？　かといってクッキーみたいなもんを安易に量産したとしても、シルバンの商品価値を下げることになるしなぁ。結構海賊版も出回っとるみたいやし」

　ロロアの言うとおり、シルバンに関するものならば売れ行きが上がると見た商人たちが勝手にグッズの模造品やら、えせシルバン屋台料理（刻印もされておらず容器にシルバンっぽい絵が描かれているだけのものも多い）を出していた。

　グッズの模造品に関しては本物は高くて買えないけど、安価な模造品ならば買えるという子供たちの需要を満たしているため、厳しく取り締まることもできなかった。

　そのためロロアたちは商人ギルドと協議して、模造品であることを明記し適正価格で売っているかぎりは取り扱いを認めることにしていた。もちろん、偽物を本物と偽って商売した場合には詐欺として摘発することになっている。

　ロロアはテーブルに身体からだを投げ出すと「う～ん」と唸った。

「やっぱり商品を生み出すためにもテコ入れする必要があるわ。でも、ちょっとやそっとのものやとあかん。この前、登場させたばかりの『シルバンソード』も売れ行きは絶好調やったけど、需要を満たせるほどやなかったわ」

「かといって、次から次に武器を切り替えるのもおかしいですからね」

「せやねん。ホンマ、どうしたもんか……」

「……ここはもう、陛下のお知恵を借りるしかないのではないですか？」

　頭を抱えているロロアにセバスチャンは提案した。

「もともとこういった……特撮番組、でしたか？　これは陛下の世界にあったものなのでしょう？　商品展開の方法などもご存じなのではないですか？」

「……やっぱそれしかないか」

「乗り気ではないのですか？」

「商会のことであんまりダーリンを頼りたくないねん。お金のことはうちの得意分野なんやし、むしろ頼られたいわ」

「なにを言っているのですか……」

　セバスチャンは呆あきれたように言った。

「そんな意地を張ったところで銅貨一枚にもならないでしょう。それに頼り頼られるのが家族というものです。夫に上う手まく甘えるのも良妻の素質ですよ」

　良妻と言われて、ロロアの耳がピクッと動いた。

「……そうやね。うちは賢くて可愛かわいい愛され系のお姫様やったっけ」

「いえ、そこまでは言っておりませんが……」

「シア姉の赤ん坊たちを見て焦っとったんかな～」

　ロロアは大きく伸びをすると、立ち上がってセバスチャンにニカッと笑ってみせた。

「それじゃあ、ダーリンに上手に甘えて可愛がられてくるわ」

　ロロアは来たときとは裏腹にウキウキした足取りで店を出て行った。

　その背中を見送ったセバスチャンは「やれやれ」とまだ温かい紅茶を啜すすった。




　◇　◇　◇




　年末には双子が生まれ、年末年始の行事を終えてようやく落ち着いてきたころ。

「ってなわけで、なにか良い知恵はないん？」

　今日も今日とて政務室で書類と睨にらめっこをしていたら、ロロアが尋ねて来て相談事を持ちかけてきた。政務机に身を乗り出して尋ねるロロアに俺は溜息を吐いた。

「ってなわけで、って言われてもなぁ」

　なんでもいまの王国の超人シルバンブームに乗っかって商売がしたいのだけど、ほとんどのグッズはすでに商品化してしまっていて、新しい商品を作れないんだとか。

　ロロアの商会は放送番組の一番のスポンサーであるため、なんとかしてあげたいのだけど……特撮番組を利用した新しい商品展開ねぇ。

「新武器を登場させて売り出す……みたいなことはもうやったんだよな？」

「シルバンソードをこの前作ったばかりやわ」

「それじゃあ、まだしばらくは新武器は出せないよな」

　向こうの世界の子供番組の玩具も、新武器登場には１クール分くらいの間隔は空けてたからな。いや価格の低い追加装備みたいなのをこまめに出すとかはあったか。やり過ぎると子供たちの出資者である親御さんの財布がスッカラカンになるからな。

「シルバン以外の特撮ヒーロー番組を始めるっていうのは？」

「特殊効果はシルバン役のイワン・ジュニーロの魔法に頼っとるやろ？　シルバンを終わらせんかぎり新しいのはやれんわ。というか、そもそもシルバンブームに乗っかろうって話なんやから、シルバン以外の特撮番組を作っても意味がないやろ」

「シルバンにテコ入れするしかないわけか……」

　さて、どうしたもんかと考えていると、

「なあ、ダーリンの世界の特撮番組ってどんな感じやったん？」

　と、ロロアがそんなことを尋ねて来た。そうだな……。

「最初は勧善懲悪の時代劇っぽいものから始まって、やがて子供向けに○○仮面や○○マン、みたいな強くて孤独な人間大のヒーローが悪の組織と戦うものが主流になっていったな。超人シルバンもそういったヒーローをモデルにして企画したものだ」

「ふむふむ……」

「そこからいろいろと派生していって、全身がメタリックなメカメカしいヒーローや、巨大化して巨大なモンスターと戦うヒーロー、複数人のヒーローが戦隊を組んで戦うようなものもできてきた。とくにメタリックなヒーローや戦隊を組むヒーローは敵が巨大になると、目に目を歯に歯を的なノリでこちらも巨大な…………あっ」

「ん？　どないしたん？」

　ロロアが首をかしげたけど、俺は答えずに考え込んだ。

　うん、思いついたかもしれない。超人シルバンのテコ入れ方法。

　でもいまの技術でそういった展開を見せることは可能だろうか？

　できないことはないかもしれないけど、ああいうのにはそれなりのセットを組む必要がある。相当なお金が掛かってしまうだろう。怪物を段ボールみたいな紙で作って誤魔化すのとはわけが違う。毎週キチンとしたセットを用意する余裕なんて……。

　……いや、待てよ。そもそもセットを組む必要はあるのか？

　うちの国には使い道がなくて倉庫の肥やしになっているアレがあるじゃないか。

　アレを使って……あとは彼女の力を借りれば……うん、いけるかもしれない。

「……思いついたぞ、テコ入れ方法」

「ほんまに!?」

　目を輝かせるロロアに苦笑しながら俺は頷いた。

「ああ。早速だけどトモエちゃんを呼んできてくれ」

「わ、わかったわ！」

　ロロアが勢いよく部屋を出て行った。相変わらず嵐のように現れて嵐のように去って行くなぁ。すれ違う官僚たちは苦笑しながらも、もはや気にしなくなっていた。

　ロロアはあれでいいのだとみんな思っているからだ。




　◇　◇　◇




　―――二週間後の『超人シルバン』放送日。




　この日に放送された『超人シルバン』は出だしからいつもと様子が違っていた。

　まず映し出されたシルバンたちのいる場所が野外だったことだ。

　いつもは王城内の一室に書き割りパネルなどを用意したスタジオで撮影しているのだが、今回はなにもなくてだだっ広い原っぱのような場所で撮影していた。

　また放送時間もいつもは夕方なのだが、この日は午後三時くらいと早めだった。ただ事前に告知がされていたことと、休日なこともあり観覧者は集まっていた。

　そして構成も違っていた。子供に人気の『シルバン体操』はいつも番組の最後にやるのだが、この日は番組の冒頭からイワンが変身前の姿でやっていた。

「よ～し！　みんな、よくできたな！」

　青空教室のような形で子供たちに体操を教えていたシルバンことイワン・ジュニーロとアシスタント役の妹シエナだったが、そこに不気味な高笑いが響き渡った。

「アーッキッキッキ。シルバンよ。笑っていられるのもこれまでだ」

「だ、誰だ!?」

　イワンが振り返ると、そこにはただならぬ煙に見える黒い闇を背負いながら鬼オーガのお面に黒マントの怪人が立っていた。そのただならぬ雰囲気に泣き出す子供もいた。

　怪人は手を前に突き出しながら、飯○昭三さんばりの渋い声でイワンに告げた。

「我こそは『ブラック団』の首領『悪鬼大帝』」

「悪鬼大帝だと!?」

　驚くイワンに悪鬼大帝はマントを翻しながら指を突きつけた。

「ミス・ドランを退けた程度でいい気になっている貴様に、本物の恐怖を教えてやろうと思ってな。特別に我が輩自ら出向いてやったというわけだ」

「なにをー！　シエナ、子供たちを頼む！」

「わかりました。兄さん」

　悪鬼大帝のただならぬ気配に、イワンはシエナに頼んで子供たちを待避させた。

　二人以外誰もいなくなった野原で睨み合うイワンと悪鬼大帝……というその構図を放送に映らない位置から俺、ジュナさん、ロロア、トモエちゃんが見ていた。

　悪鬼大帝のおどろおどろしい姿を見て、ジュナさんが不思議そうに尋ねてきた。

「あの悪鬼大帝というのは誰なのですか？　本当に闇を背負って見えますが……」

「イワンの父親のモルトフです。彼もイワンと同じ幻影を見せる魔法が使えますから、お願いして悪役をやってもらうことにしました」

「特撮番組を制作するにはジュニーロ家の能力は便利やからねぇ。いっそ制作全般を任せてしまってもええんとちゃう？」

　ロロアがそう提案してきたけど、ジュニーロ家は歴れつきとした貴族だからなぁ。

「領地経営をほったらかしにしてまで番組制作してくれとは言いづらいよ」

「そこは考えようとちゃう？　ルドウィンんとこのアークス家とジーニャんとこのマクスウェル家みたいな例もあるんやし、特撮番組制作に打ち込める環境を作ってあげるのもええんとちゃう？」

「……そうだな。考えてみるかな」

　イワンはもちろんモルトフも特撮番組作りに情熱を注いでくれているし、妹のシエナも協力的だ。特撮一家か……それもありかもしれない。

「行くぞ！　変へん〜、貌ぼうつ!!」

　と、そんなことを言っている間に、イワンは超人シルバンへと変身した。

　いつもいつも俺が【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で鎧よろい兜かぶとを飛ばすわけにも行かないので、普段はもっぱら閃せん光こうを放ってからの早着替えで対応していた。説明しよう、は今回は省略。

「突貫!!　シルバン!!」

　変身を終えたシルバンはビッと悪鬼大帝を指さした。

「この俺がいるかぎり、貴様らの思い通りにはさせん！」

「アッキッキッキ。力の差がわからぬ愚か者め。我が圧倒的な魔法によって絶望するがいい！　アーッキッキッキッキ！」

（………）

　モルトフ……悪役として出演オファーをしたときには渋っていたのに、意外とノリノリのようだ。さすがイワンの父親だけあって血は争えないのかもしれない。

　すると悪鬼大帝は大きな杖つえを振り上げながら叫んだ。

「出いでよ！　『大魔獣デス・ライノ』！」

　悪鬼大帝の背後から漆黒の闇が広がっていき、周囲を覆い尽くした。

　俺はその間にトモエちゃんにゴー・サインを出した。

「それじゃあトモエちゃん。よろしく」

「はいです。それではよろしくお願いしますね、ライノサウルスさん」

『ガウッ』

　トモエちゃんが語りかけると、俺たちの背後でじっと出番を待っていた巨大なライノサウルスが、シルバンたちのほうへとノシノシと歩いて行った。

　普段は列車を引っ張ってくれている温厚なライノサウルスだけど、いまは身体からだのいたるところにスパイクを着け、円つぶらな瞳が隠れるような特注の兜を被かぶっていて、いかにも『大魔獣デス・ライノ』といった出で立ちだった。人間に置き換えると草食系男子が世紀末的なコスプレをしている感じだけど、もとが怪獣っぽいので様になっていた。

　闇が晴れたとき、シルバンの前に立っていたのはそんなデス・ライノだった。

　シルバンは驚きの声を上げながら仰のけ反ぞった。

「な、なんだこの魔獣は！」

「アーキッキッキ、我が魔力をもってすれば温厚なライノサウルスを悪の心に染めることなどたやすいことよ！　さあ、やれいデス・ライノ！　シルバンを踏み潰せぇ！」

『グルルルル～』

「ぐわあああっ！」

　デス・ライノが鼻の先でコツンと小突いただけで、シルバンは大きく吹っ飛ばされてしまった。……かなり派手に飛んだけどちゃんと手加減はできてるよな？

「大丈夫です。イワンさんが自分で跳んでいました」

　思わず心配になりながら見ているとジュナさんが教えてくれた。どうやら役者の負傷による２号登場……という展開にはならずに済んだようだ。

　さて、人間サイズの怪人相手には勝ち続けてきたシルバンも、このような怪獣じみたものが相手ではなすすべがなかった。この映像を放送広場で見ている国民たちも、こんなヤツにどうやって勝てばいいんだと固唾を吞のんで見守っていることだろう。

「くそう！　俺にはもう、どうすることもできないのか！」

　野原のほうではデス・ライノに手も足も出ないシルバンが、悔しそうに手で地面を叩たたいていた。シルバンの心が挫くじけかけた……そのときだった。




　―――諦めるな、イワン。いや超人シルバンよ。




　不意にそんな声が野原に響き渡った。その声を聞いたシルバンは天を仰いだ。

「その声は、親おや父じなのか!?」

　それは死んだはずの彼の父親からの声だった。

　……本名のイワンで演技しているためわかりにくいのだけど、イワン（シルバン）の父親はブラック団の手によって殺害されたという設定になっていた。

　ちなみに声を当てているのは本当に父親であるモルトフだ。悪鬼大帝を演じていたモルトフは闇を出すと同時に映像外へとハケて、メガホンでイワンに語りかけていた。

「……なあ、ダーリン。やっぱり死んだ父親と悪鬼大帝の中の人が同じってのは無理があるんとちゃう？」

　ロロアが「ついて行けんわ」といった様子でこめかみを押さえていたけど、俺は「まあ大丈夫なんじゃないかな？」と笑ってみせた。

「強敵の正体が実は死んだと思っていた父親だった……なんて展開はよく見たからな。悪鬼大帝の中には善と悪の心があって、いまは善である父親の心が出てきて語りかけている……みたいな感じにすれば、物語に深みも出そうじゃない？」

「う～ん……場当たり的すぎな気がしないでもないんやけど……」

　ロロアはあまり納得がいっていない様子で首を捻ひねっていた。

　まあ気持ちはわからないでもない。黎れい明めい期きの特撮番組もこんな風に手探りで制作されてたんだろうなぁ。するとモルトフ（天の声）はシルバンに告げた。




　―――こんなこともあろうかと、お前に新たな力を用意しておいた。お前の相棒にして子供たちの笑顔を守る正義の機械竜だ。




「子供の笑顔を守る……正義の機械竜……」




　―――さあ、立ち上がり、その名を呼ぶがいい。




　さて、そろそろ真打ち登場といきますか。

「ジュナさん、準備は良いですか？」

「いつでも大丈夫です」

「よし。それじゃあ……いくか」「わかったぜ、親父！　よーし……来い！」

　そして俺とシルバンの声が重なった。

「「　メカドラ!!　」」

　ガシンーッ……

　次の瞬間、シルバーメタリックに輝く竜ドラゴンが金属音を響かせながら立ち上がった。

　本物の竜ドラゴンの骨を持ち、身体は金属パーツや魔物素材で構成されているその機械仕掛けの竜ドラゴンは、長らくジーニャのダンジョン工房で埃ほこりを被っていた『メカドラ』だった。

　俺が考えたシルバンのテコ入れ。それは戦隊物の放送開始から二十分ぐらい経過した頃に始まる、巨大化した怪物とロボットとの戦闘シーンを再現することだった。

　本来、こういったシーンを撮影するにはミニチュアのセットを組んで、人間大のロボットや怪物を、さも巨大なものであるかのように撮影する必要がある。

　しかしミニチュアのセットを組むためには相当なお金が掛かるものだ。

　だったらミニチュアのセットなどは使わず、実際にデカいロボットと怪獣を戦わせたらどうかと考えたのだ。メカドラは変形合体はできないけどメカメカしい姿をしているし、俺の能力【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】ならば動かすことができる。またこの世界にはもともと巨大な生物がいて、トモエちゃんの能力を使えば演技をお願いできる。

　この両者を戦わせることで巨大ロボの戦闘シーンを再現できるのではと考えたのだ。

　メカドラはノッシノッシと歩いて行き、シルバンとデス・ライノの間に割って入った。そして放送には日の光を受けて輝く機械竜の姿が映し出されていた。

　と、それと同時に控えていたオーケストラが力強い音楽を奏ではじめ、ジュナさんとコーラス隊の皆さんが待ってましたとばかりに歌い出した。

　それはメカドラのテーマソングだった。




『煌きらめく覇竜メカドラ』（作詞ソーマ・カズヤ／作曲ジュナ・ドーマ）




　夜を破った光を浴びて　煌めく鋼のそのカラダ♪

　苦しいときには顔を上げろ　世界の守り手がそびえ立つ♪

　アイアン！（バイト！）　テイル！（ウィップ！）　悪砕く～♪

　ドラゴン！（フレイム！）　スパーク！（トルネード！）　悪焦がす～♪

　煌めく覇竜　メ・カ・ド・ラ～♪




「……これってダーリンが作詞したんやったか？」

「聞かないでくれ。俺だって疲れてたんだ」

　ロロアに尋ねられてちょっと恥ずかしくなった。忙しい政務の間にノリと勢いと「特撮ソングってこんなだっけ？」という偏見で書いた歌詞だった。ただジュナさんがちゃんとした勇ましい曲を付けてくれたおかげで、かろうじて様になっているとは思う。

　ジュナさんとコーラス隊による技名の掛け合いも良い感じだ。スパーク・トルネードは名前だけで、どういう技なのかはまだ決めてないけど……。

　こういう勇ましい歌はジュナさんらしくないんだけど、他の人に頼んでいる時間もなかったため今回は歌ってもらったのだ。今度はマルガリタにでも頼もうかな。

　ともかく勇ましい歌と共にたっぷりと雄姿を視聴者たちに見せつけたあとで、シルバンは頭を下げたメカドラの額に飛び乗った。シルバンが乗ったのを確認してからメカドラはグーッと首を持ち上げた。一瞬にして十八メートル上まで持ち上げられるシルバン。額部分に脚を固定する装置があるとはいえ、絶叫マシンみたいで見ていて肝が冷えるな。

「悪鬼大帝！　お前の野望は俺とこのメカドラが打ち砕く！」

　しかしシルバンは気にせず演技を続けていた。

　そういえばイワンって初めて会ったときも高所からダイナミックなエントリーを見せていたっけ。バカと煙は……いや、単純に高所での作業が得意なのだろう。きっと。

「行け、メカドラ！」

　シルバンの声に合わせて俺はメカドラを操って吼ほえるような真ま似ねをさせると、デス・ライノに向かって突進させた。そのまま組み合った二体は力比べを始めた。

　素材に竜ドラゴンの骨が使われているからなのか、メカドラは想像以上のパワーを発揮できているようだ。結構手加減しないとすぐにデス・ライノを吹っ飛ばしそうになる。

『グルルルル！』

『………』（ガシーン、ガシーン！）

　しばらく二体には押し合いへし合いをさせてから、頃合いを見てトモエちゃんに合図を送った。トモエちゃんが両手を上げてブンブンと振ると、デス・ライノはドサッとその場に倒れ伏した。そこにすかさずシルバンが命じる。

「メカドラ！　鋼鉄嚙みつきアイアン・バイト！」
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　メカドラがデス・ライノの頭に甘あま嚙がみ程度に嚙みつき、被っていた兜かぶとを取り去った。兜を外されたデス・ライノは急におとなしくなりその場にうずくまる。

　これは『デス・ライノは悪鬼大帝の兜によって操られていただけのライノサウルスであり、兜を取ることで解放された』ということを表す演出だった。

　デス・ライノが鎮まったことを見届けたシルバンは、いつの間にかもとの位置に戻っている悪鬼大帝に向かって告げた。

「見たか悪鬼大帝！　これが俺とメカドラの力だ！」

「おのれシルバンめぇ。いまは退ひくが、その首、必ずもらい受けるぞ」

　そう言い残すと悪鬼大帝は湧き起こった煙状の闇の中へと消えていった。シルバンは追おうとしたが、煙が晴れた頃には悪鬼大帝の姿はなくなっていた。

　シルバンは天を仰ぎながら言った。

「温厚なライノサウルスをいとも簡単に操る悪鬼大帝……恐ろしい相手だ。しかし、俺とメカドラがいるかぎり、貴様らブラック団の陰謀は必ず阻止してみせる！」

　そしてシルバンが見上げる先にはメカドラが悠然とそびえ立っていた。







　……といったところで放送は終了となった。いつもは『シルバン元気体操』を最後にやって番組を閉めるのだけど、今回は最初にやったのでナシだ。

　皆が撤収準備を始めている中で俺はロロアに話しかけた。

「どうだったロロア？　こういうテコ入れ方法は？」

「んー、まだ国民たちの反応を見てみんことにはなんとも言えんけど……うん、ええんやないかな。メカドラはもちろんデス・ライノみたいな怪物の人形なんかも売れそうやし。ええ感じに商品展開できると思う。ありがとな、ダーリン」

　ロロアは満面の笑みで抱きついてきた。ロロアの期待に応えられたようで良かった。

　するとやってきたジュナさんが「う～ん」と小首をかしげた。

「ですが、陛下？　この規模の撮影を毎回やるのは大変なのではないですか？」

「ああ、そやね。それにライノサウルス以外の対戦相手を用意しないと商品展開も厳しいわ。他にはどんな対戦相手を用意できるやろか」

　ロロアにもそう尋ねられ、俺は頭を捻った。

「あとトモエちゃんの能力でなんとかなりそうなのは飛竜ワイバーンと海竜シードラゴン類かな。猩しよう猩じようは小さすぎるし。あとはジーニャのゴーレムなんかと戦わせてみるか。ナデンとルビィのドラゴン形態もいけそうだけど……ナデンを敵キャラにしたらリーシアが怒りそうだ」

「未来の第二側妃に悪役やらせるわけやしねぇ。装飾品を付け替えることで同じ個体に見せないようにはできるやろうけど、あんまり多用できそうにはないなぁ」

「そうだな……巨大ロボ戦闘は二月に一回くらいにしておいたほうが無難か」

　そんなことを確認して、その日はお開きとなった。




　◇　◇　◇




　―――後日。




　この巨大ロボ戦闘は王国で大いに話題になった。

　ロロアの予想通り、メカドラはもちろん怪物の人形も飛ぶように売れることになる。

　しかしその分、メカドラの雄姿をもっと観みたいという要望がとてつもない数寄せられるなった。結局、月一で巨大ロボ戦闘を行うことになり、商品で儲もうけた分のほとんどは怪物役につける装飾品などの諸経費に飛んでいくことになった。

「あかんわ。赤字にはなってないけど労力に儲けが見合ってない」

「まあ完全に自転車操業状態だしなぁ」

「これ……ずっと続けなあかんの？」

「……素直にメカドラの着ぐるみとセットを用意したほうがいいかもな」

　特撮番組はまたもソーマとロロアの頭を悩ませることになるのだった。
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　―――大陸暦一五四八年二月一日の午前十一時頃・パルナム城




　この日、俺はアイーシャ、ジュナさん、ロロア、ナデンの婚約者組に、義妹いもうとのトモエちゃんとその友達であるイチハくん、ユリガを加えた八名で中庭にいた。

　まだ寒いがよく晴れていたこの日。

　俺たちは抜けるような青い空をただジーッと見上げていた。

　ああもう落ち着かない。ソワソワと気ばかりが焦る。時間が経たつのが遅い気がした。足下は浮ついていて、止まっていても無意味に踵かかとを浮かせたりしていた。頭ではどっしり構えていたいと思っているのに、身体からだと心が言うことを聞いてくれなかった。

「ああもう！　少しは落ち着きなさいよ！」

　そんな俺を見かねたのかナデンが苦言を呈した。

「さっきからソワソワしすぎ。王様なんだからもっと堂々としてなさいよ」

「ナデっちの言うとおりや。焦らんでもちゃんと帰ってくるんやから」

　ロロアもナデンに背後から抱きつきながら言った。

「ちょっとロロア、抱きつかないでよ」

　ナデンが鬱陶しそうに引き剝がそうとしているけど、ロロアは「ええやないの、ええやないの」と引っ付いて遊んでいた。二人が言うことはもっともなんだけど……それでも、気が気でないのだからしょうがない。なにせ今日は……。

「実家に帰っていた婚約者と子供が帰ってくるだけなんでしょ？　なにをそんなに緊張する必要があるのよ」

　ユリガが呆あきれたようにそう言った。

　そう。今日はリーシアが子供たちを連れてこの王城に帰ってくる日なのだ。

　国王としての仕事があるため迎えには行けなかったけど、すでに王家所有の飛竜ワイバーンゴンドラを派遣していた。それがそろそろ戻ってくるという連絡があったので、こうしてみんなで迎えに出ていたわけだ。ユリガはやれやれといった感じに肩をすくめた。

「だいたい私、そのリーシア様って人と会ったこともないんだけど？」

「だからこそ挨拶が必要なんじゃない。ユリガちゃんもイチハくんもこのお城で暮らすんだから、義あ姉ね様さまに挨拶をしないとダメでしょ？」

「わ、わかってるわよ」

　トモエちゃんに窘たしなめられてユリガはプイッとそっぽを向いた。

　そんな二人のやりとりに苦笑しながら、イチハくんも興味がありげに言った。

「先代国王夫妻の娘で、エルフリーデン王家のお姫様だっけ。どんな人なんだろう」

「凜り々りしくて綺き麗れいなお姫様だよ。憧れの義あ姉ね様さまなの」

「凜々しさだったらお兄様だって負けてないわ」

「むう……ユリガちゃんってばすぐに張り合うんだから」

「ま、まあまあ二人とも落ち着いて」

　トモエちゃんとユリガが睨にらめっこを始めて、イチハが間に入ってなだめていた。

　この子たちは相変わらずだな。

　と、ちびっ子たちがそんな話をしていると、この中では一番遠目が利くアイーシャが、空を指さして「来たみたいです」と言った。アイーシャの指の先を目で追うと、たしかに四頭の飛竜ワイバーンに繫つながれたゴンドラがこっちに向かってきているのが見えた。

　その横には護衛の飛竜ワイバーン騎兵の姿もある。

　ゴンドラはゆっくりとこっちへと近づいてきて、やがて中庭に降り立った。

　そして従者によって扉が開かれて、中からはいつもの士官服を着たリーシアと、相変わらず侍従メイドドレス姿のカルラが、それぞれ腕に一人ずつ赤子を抱いて降りてきた。

「ただいま、ソーマ。みんな」

　リーシアは微笑ほほえみながら俺たちにそう言った。

　肩より下まで伸びたサラサラの髪が風に揺られて煌めいている。愛いとしい我が子と愛しい女性。その幸せを体現したかのような光景に思わず見とれてしまった。

　やがて我に返った俺は婚約者たちとすぐに二人のもとへと駆け寄った。

「おかえり、リーシア。迎えに行けなくてごめん」
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「おかえりなさいませ、リーシア様。首を長くして待っておりましたぞ」

「ふふ、赤ちゃんたちは眠っているみたいですね」

「せやね。どっちが男の子でどっちが女の子なん？」

「リーシアが抱いているほうが女の子、カルラが抱いているのが男の子ね。なんとなくだけど魔力でわかるわ」

　俺、アイーシャ、ジュナさん、ロロア、ナデンに話しかけられて、リーシアは、

「もう。お出迎えは嬉うれしいけど、みんな少し落ち着いて」

　と、困ったように笑った。

　するとカルラがこっちに歩み寄ってきて、抱いていた赤ん坊を差し出してきた。

「ただいま戻りました、ご主人。どうぞ若君を抱いてあげてください」

「おかえりカルラ。リーシアの護衛と世話役ご苦労様。でも……若君って言われると急に老け込んだような気分になるな。間違ってはいないんだけど」

　そう言いながら我が子を受け取ったところ……。

「ふぇ……うぇぇぇ！」

　急に泣き出してしまった。えっ、急にどうしたんだ!?

　慌てて「よしよ～し」とかあやしてみても、全然泣き止やむ気配がない。みんなも「どうしたんでしゅか～」とか「べろべろば～」とかやってみてもダメだった。

　途方に暮れていると、リーシアが、

「カルラに抱いてもらってみて」

　と苦笑いをしながら助言した。

　言われたとおりにカルラに再度手渡すと、その子はピタッと泣き止んだ。そしてそのままウトウトと眠りについていった。凄すごく安心したような顔をしている。

　と、父さんよりもカルラの腕の中のほうがいいのか。

「どうもその子はカルラの腕の中が好きみたいなの。……私があやして泣き止まないときも、カルラがあやすと泣き止んだりするのよね」

「親としてはカルラに嫉妬を憶おぼえるな……」

「わ、私に言われても困ります!?」

　とばっちりを受けたカルラが抗議したけど、嫉妬してしまうものはしょうがない。

　するとリーシアは少し離れた場所にいたちびっ子三人組の方に歩いて行った。

「貴方あなたがチマ公国のイチハくん、それにマルムキタンのユリガね。二人のことはソーマから聞いているわ。ようこそ、フリードニア王国へ」

「は、はじめまして。チマ家の末子、イチハ・チマです」

「ユリガよ……です。よろしく、お願いします」

　リーシアに声を掛けられて、二人とも少し緊張した様子で返事をした。

　イチハくんはともかく、ユリガはなんだか緊張しすぎじゃないか？

　さっきまでの威勢の良さが消えている。

「どうしたの？　ユリガちゃん。なんかガチガチだけど……」

　トモエちゃんもそんなユリガの様子を不思議に思ったのか尋ねていた。

「な、なに言っているのよ。私はいたって普通よ」

「そうかなぁ？」

「そうに決まってるでしょ。このチミッコがぁ」

「ひょっひょ、やめへっへば～」

　ユリガはまたトモエちゃんのほっぺをプニプニと引っ張っていた。

　そんなユリガを見てリーシアはクスリと笑った。

「ソーマからはもっとお転てん婆ばっぽい子だって聞いていたけど？」

「そ、そんなことないわ……です」

「私もお転婆姫って言われてたから親近感があるのよね。よろしくね」

　リーシアに笑顔でそう言われて、ユリガはコクコクと頷うなずいた。

　ああ、なるほど。似たもの同士だったからこそ、ユリガは自分と同じ空気を感じ取って緊張したのかもしれない。でっかい自分が急に現れたような感じだし、親戚のお姉さんに急に声を掛けられた子供のような心境なのだろう。すると、

「なあダーリン？　ちょっと聞きたいんやけど」

　ロロアがカルラに抱かれた子のほっぺをプニプニとつつきながら聞いてきた。

「この子たちの名前ってもう決まってるん？　いつまでも双子ちゃんの男の子のほう、とか、女の子のほうとか呼ぶのもかわいそうやん？」

「ん？　ああ、言ってなかったっけ。名前なら付けたよ。なあリーシア？」

「ええ。男の子の名前はソーマが、女の子の名前は私が決めることにしたの」

　そして俺とリーシアとカルラは横に並ぶと、みんなに子供たちの名前を発表した。

　まずはカルラの抱いている男の子のほうからだ。

「この子の名前はシアン。この国では親の名前に似た名前を付けるのが多いみたいだし、エルフリーデン王家の血筋として将来この国を担うことになるのだから、エリシャ様、リーシア、シアンという系譜がわかるような名前にしようと思ったんだ」

「ふふ、シアンくんですか。青という意味もあって親近感がわきますね」

　青髪のジュナさんが楽しそうにそう言った。

　シアンという名前は概おおむねみんなに好評なようで……正直、ホッとした。

　次にリーシアが自分が抱いている女の子をみんなに見せながら言った。

「そしてこの子の名前だけど、カズハにしたわ」

「カズハ？　なんやトモエっちやカエデっちみたいな名前やね」

「たしかに、私の名前と語感が似ているような気がします」

　ロロアとトモエちゃんがそんな風に言って笑った。

　でも、なんでその名前を付けたんだろう？

　するとリーシアはやわらかく微笑みながら名前の由来を説明した。

「ほら、最初に間違えたせいでもうソーマが名前ってことになっちゃってるけど、ソーマの名前って本当はカズヤでしょ？　結婚したらエルフリーデン家とアミドニア家の名跡を継ぐソーマは『ソーマ・Ａアミドニア・エルフリーデン』になるわよね？」

「ああ。そういうことになってるな」

「このままカズヤって名前が消えちゃうのも寂しいから、この子にカズハって名前を付けて、たしかにカズヤという名前が存在したことの証あかしにしようと思ったの」

　そう言って微笑むリーシア。俺のことを考えてカズハの名前を決めてくれたのか。あっ、やばい。なんかジーンときた。ここで泣いたらかっこ悪いから我慢するけど。

「カズハちゃんですか。かわいらしい名前だと思います」

「いいと思うわ。ソーマの世界の名前って感じがするし」

　アイーシャとナデンがそんな風に言ってくれた。

　結局のところ、俺はリーシアっぽい名前を男の子に、リーシアは俺っぽい名前を女の子に付けただけだったわけだ。

　安直に思えるかもしれないけど……でも、たしかな絆きずなを感じることができて俺たちは気に入っていた。この子たちもこの名前を気に入ってくれるといいな。

　そして俺たちは振り返ると双子ちゃんに城のほうを指しながら言った。

「シアン、カズハ、見えてるか。今日からここがお前たちの家だ」

「寝てるんだから見えてるわけないでしょ」

　リーシアに即座にツッコマれて、みんなに大笑いされてしまった。照れくさくて頭を搔かいていると、リーシアがそっと俺の横に寄り添うように立った。

「しばらく離れてたけど、王城ここもますます賑にぎやかになったわね」

「家族が増えたしな。リーシアも帰って来たし」

「ふふ、これからもっと増えるんじゃないの？」

「子供が生まれるのは歓迎だけど、婚約者はこれ以上いらないかな」

「どうかしら。ソーマのことだから、また状況に流されたりするんじゃない？」

「……否定できない」

　前科がありすぎるからな。ロロアのこととか、ナデンのこととか。

　そんなことを話していると、俺の肩にリーシアが頭を預けてきた。

「この先どんなことがあっても、きっと乗り越えていけるわよ」

「……そうだな。みんなとなら絶対に」

　仲間たちの楽しそうな声を聞きながら、俺たちは笑い合った。




　―――王位を譲られてから二年目の春はもうすぐそこまで来ていた。
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